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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




　東方妖遊記　友と奏でる第五の試練







序


一　花嫁は男嫌い


二　聖なる山に、花は香る


三　隣りん国ごくの少年王


四　裏切られた精霊たち


五　分ぶん水すい嶺れい


六　桃の花に誓ちかう


終


あとがき


東方妖遊紀行
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本文イラスト／伊藤明十






　序







　太古、天地はまだ分かたれず混こん沌とんとしていた。混沌は次し第だいに卵のような一ひと塊かたまりとなり、やがて、卵が割れて、中から最初の神、盤ばん古こが生まれた。同時に混沌の陽の気は上じよう昇しようして天をつくり、陰いんの気は沈しずんで地をつくった。盤古は頭で天を支え、地を踏ふみしめた。一万八千年の間、盤古は天地を支え続け、盤古の成長とともに天と地は離はなれていった。


　盤古の寿じゆ命みようが尽つき、彼がその身体からだを地に横たえると、両眼は太陽と月に、血は川に、歯と骨は金属や石に、そして、頭は東とう岳がく泰たい山ざん、腹は中ちゆう岳がく嵩すう山ざん、左臂ひじは南なん岳がく衡こう山ざん、右臂は北ほく岳がく恒こう山ざん、足は西せい岳がく華か山ざんになったと伝えられている。


　華山の東とう壁へきには手形のような紋もんのある岩があるが、それは黄河の神、河か伯はくが華山を押して、河を通した時の掌てのひらの跡あとだといわれている。


　また、華山の北東のふもと、黄こう河がに臨のぞむところに桃とう林りんと呼ばれる地がある。そこには、人の目には見えない精せい霊れいが棲すみ、真冬に桃ももの花を咲さかせるという。そして、その精霊に祝福された伴はん侶りよは、永遠の絆きずなで結ばれると伝えられていた。




　一　花嫁は男嫌い







　その時、莉り由ゆうは陝せん邑ゆう城北堂の傍かたわらにある井い戸ど端ばたで洗い物をしていた。


　井戸の水は冷たかったが、小春日和びよりの日を背に受け、彼女は鼻歌交じりで昼ひる餉げに使った食器を手て際ぎわよく洗う。


　ふと、日が雲に隠かくれたかのように辺りが陰かげった。背後に迫せまる妙みような気配に、莉由は振ふり返った。


　ふっくらとした小さな薄うす桃もも色いろの唇くちびるが引き締しまり、冴さえ冴ざえとした切れ長の眼めが怪け訝げんそうに細められる。彼女は立ち上がり、一歩後退あとずさった。


「あなたは──？」


　北堂の階きざはしを背に、見知らぬ男が立っていた。獲え物ものを狙ねらう虎とらのような、剣けん呑のんな目をした男だった。高貴な身分であることを示す冕べんをかぶり、黒い縁ふち取どりが施ほどこされたゆったりとした衣ころもを着けていた。高位の官かん吏りが身につける玄げん端たんである。


　莉由は柳りゆう眉びをひそめた。玄端をまとうような貴人が、先さき触ぶれもなくこの城を訪おとずれるはずはなかった。胸の内に微かすかな恐きよう怖ふが生じる。


　莉由は、兄以外の成人男性を五尺以内に近づけないぐらいの男嫌いだった。しかし、彼女がその男を恐おそれたのは、男嫌いだからではなく、彼が普ふ通つうの人間とは異なる不気味な圧力を発していたからだった。


　莉由の誰すい何かに男は答えなかった。ただ、じっと莉由を見ていた。


「どちら様でしょう？　晄こうちゃん──いえ、陝邑領主はただ今、外出しておりますが」


　獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのような男の眼まな差ざしを正面から受け止め、莉由は再び問う。


　しかし、男は答える代わりにずいと前に踏み出した。莉由の全身に鳥とり肌はだが立つ。思わずもう一歩下がったところで、井戸を囲う積み石に退路をふさがれた。


　男の片手が上がった。彼は直径が一尺半ほどの青銅の鏡を持っていた。鏡面が莉由に向けられる。男の意図を察した莉由は息を呑のんだ。似たような呪じゆ具ぐを、兄の舜しゆんも持っていた。


「なぜ？　なんで、あたしを……？」


「一いつ緒しよに来てもらおう」


　男の唇の端はしが吊つり上がった。莉由は、鏡の中に目を見開いた自分の姿を見る。


「いや──！」


　絶ぜつ叫きようは鏡に吸い込まれ、莉由自身の耳にも届かなかった。


　ぐにゃりと辺りの景色が歪ゆがんだ。その一いつ瞬しゆんの後、莉由は暗黒の世界に放ほうり出されていた。
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　それは子犬に似ていた。小さな丸い目に、額に浅い縦たて皺じわの寄った顔。ころころと太ったチャウチャウ犬の子どもに近い。


　それは後ろ肢あしで立ち、前まえ肢あしをいっぱいに広げて鳥が羽ばたく格好をした。途と端たんに前肢の毛が伸のびる。もともと毛深かった体たい軀くが一層もさもさした。


『ねーねー、ぼく、とりにみえる？』


　子犬が喋しやべった。


　それの前には、笑いたいのをこらえているような、困ったような、何とも微び妙みような表情で、一人の少年がしゃがみこんでいた。


　長い髪かみを首の後ろで一つに縛しばり、薄うす萌もえ葱ぎ色の袷あわせの上には、羊の裘かわごろもを重ね着している。左の上じよう腕わんには、蛇へびの形をした腕うで輪わをつけていた。


　くっきりとした眉まゆと快活そうな大きな眼が印象的な、すがすがしい容よう貌ぼうの少年だ。


「前肢を翼にしたつもりなんだね。毛が伸ばせるようになったのは、進歩だと思うよ」


　少年──晄は、クスクス笑って子犬のようなそれの頭を撫なでた。


　陝邑城下の南東、修復が終わったばかりの青銅器工こう房ぼうの前庭である。木々の葉は茶色く枯かれ、冬の気配を濃こくしていたが、日差しは暖かかった。晄に頭を撫でられて、子犬のようなそれは、気持ちよさそうに目を細める。


　そこへ、


『おーい、晄』


　工房の表口から、ぴょーんと一羽わの黄色いひよこが飛び出てきた。形も大きさも鶏にわとりの雛ひなだが、羽う毛もうが濃いせいか首の位置がはっきりせず、もっさりと垂れ下がった感じのひよこだ。


　ひよこの正体は、鳳ほう。崑こん崙ろんの昼を見守る鳥、鳳ほう皇おうの雛である。


『ほーくーん』


　もさもさの子犬のようなものは丸い目をキラキラさせて、もっさりひよこ姿の鳳に飛びかかった。


『わわっ。この巨きよ大だいな毛玉は、もしかしてチャウか？』


　組み敷しかれ、鳳はじたばたともがく。


「だめだよ、チャウ。鳳が重いって」


　晄は笑いながら子犬を抱だき上げて、鳳を解放してやる。


『ねーねー、ほーくん。ぼく、とりにみえる？』


　チャウと呼ばれたそれは、晄の腕うでから飛び降りると、先刻と同じように後ろ肢で立って、わさわさと前肢を動かした。


『鳥ー？　お前、鳥に変へん化げしたつもりだったのか？』


　鳳は翼つばさを広げて羽ばたく格好をし、まじまじと子犬のような毛玉のようなそれを見つめた。


『そー、とり。ぼく、へんげのたつじんになって、ほーくんみたいになるんだー』





　陝邑の北東にある三さん門もん峡きようという渓けい谷こくの鬼き門もんが開き、妖あやかしと一緒に異界の水が溢あふれ出すという事件が起こったのは、ひと月あまり前のことである。水を堰せき止めるために、鳳は崑崙へ行って息そく壌じようという水を吸うことで無限に殖ふえ続ける土の妖を借りた。


　晄たちは異界からやって来た妖と戦い、晄の兄、舜が鬼門を閉じて無事に事件は解決した。その後、殖えた息壌は崑崙の白しろ兎うさぎたちが回収したのだが、息壌の欠片かけらが取り残され、雨を浴びた息壌は、陝邑を呑み込まんばかりの山に成長してしまったのだ。


　日の光を操あやつる鳳が、光の槍やりを打ちこめば、息壌は乾かわいて縮むはずだった。しかし、成長した息壌は幼いながら意思を持つようになり、彼を滅ほろぼすに忍しのびなかった晄たちは、崑崙へ息壌を縮める方法を探しに行った。そこで晄は、聖なる炎えん招しよう戈かを作った黄こう帝ていに出会い、妖を伸しん縮しゆく自在にする薬を手に入れた。その薬によって縮んだ息壌が、このチャウなのである。





『おれみたいにって……、鳳皇になりたいってこと？　それともひよこに変化できるようになりたいのか？』


　雛のまま成長が止まり、なかなか大人になれない鳳は、複雑な表情でチャウを見上げた。


　チャウに埋うめ込んだ薬は、妖を縮めるだけでなく変化も可能にするはずだったが、精神年ねん齢れいと関係するのか、チャウはまだ変化ができない。今の姿も、犬に変化しているわけではなく、しわしわした土の塊かたまりの表面に、毛と手足を生やせるようになった結果、たまたまチャウチャウ犬の子どもに似たというだけのことなのだ。


『ほーくんみたいになるのー』


　目下、チャウは変化の練習中なのだが、彼の目標は鳥になることらしい。


『ひよこのおれを目指されてもなー』


　鳳の姿が人ひと形がたに変わった。人形の彼は、目鼻立ちのはっきりとした華はなやかな美び貌ぼうの少年だ。衣ころもは淡あわい黄色で、紅くれないの帯を締め、帯と同色の幅はば広ひろの巾きんで髪をくくっている。歳経へた妖であるせいか、十六の晄より大人びて見えるが、体軀は少年らしいしなやかさを失っていない。


「そう言えば、俺、鳳の人形とひよこ姿しか知らないけど、他ほかのものに変化できるの？」


『そんなことができるんだったら、とっくに成鳥に変化して、空を飛んでるさ』


　晄の問いに、鳳は仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。鳳皇は、神々の御ご座ざ所しよである崑崙を見守るという特化した役割を持つせいか、容易に姿を変えることができないのだという。


『ま、いいけどよ。飛べたら便利だとは思うけど、本ほん性しようが雛のまんまで、変化で成鳥になっても意味ねーし』


　鳳がなりたいのは、正しよう真しん正しよう銘めい、成熟した鳳皇なのだ。


「そうだ、いきなり鳥っていうのは難しいから、人形から始めたらどうかな。変化の苦手な鳳や、汪おう李りも人形にならなれるし」


　晄は、蛇の腕輪に目を移す。腕輪の蛇が首をもたげて、胡う乱ろんげにチャウを見下ろす。この腕輪は、水すい妖よう化か蛇だ族の王、汪李の変化だ。汪李も変化が苦手だが、人形にはなれる。


　汪李や鳳が人形に変化できるのは、晄が彼らに対して人の姿を思い描えがいたからだ。妖は、人との強い精神的な交流があり、その人間から人の姿を望まれ、自身もそうなりたいという願いが一いつ致ちすると、人形を得ることができるという。


　汪李の人形は、神と見み紛まがうほどの美貌の青年だ。晄が白銀の化蛇に対して、美しい青年を思い描き、汪李は晄を守る大人の男でありたいと願ったからである。


　鳳の場合は、ひよこだった鳳に対して晄が同じ歳とし頃ごろの少年を想像し、同時に鳳自身も晄の友でありたいと願った。だから、鳳は汪李と実じつ年ねん齢れいがさほど変わらないにもかかわらず、少年の姿なのだ。ちなみに、鳳の髪をくくる巾が紅色なのは、晄が鳳に出会った時に抱いだいた心象が、鶏の雛だったためにとさかが具現化したらしい。


「ね、チャウ、人形になってみようよ」


　晄はチャウをじっと見つめて、彼の人形を想像した。頭あたまに浮うかぶのは、よちよち歩きの赤ん坊ぼうだ。


『ぼく、ほーくんみたいになるの』


　けれど、チャウの姿は変わらなかった。ひよこになろうとしたのか鳳皇になろうとしたのかわからないが、どちらにしても、彼のなりたいものは人間の赤ん坊ではなかったようだ。


『何で、そこまでおれにこだわるんかなー』


　鳳はポリポリと頭の後ろを搔かいた。チャウはニコニコ顔で鳳を見上げている。


「すっかり懐なついちゃったね。鳳に助けてもらったことがよっぽど嬉うれしかったんだよ」


『けど、せっかく変化できる身体からだになったんだ。お前、変化の達人を目指すんだったら、おれへのこだわりを捨てて精しよう進じんしろ』


　鳳はしゃがみこんで、チャウの肩かたをガシッとつかんだ。


『うん、がんばるー』
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　チャウは、再びもさもさの前肢で羽ばたく真ま似ねをした。


『鳥へのこだわりは捨てていないらしいな』


　汪李はぼそりと呟つぶやき、


『だめだな、こりゃ。変化の達人への道のりは遠いぜ』


　鳳はがっくりと肩を落とす。


　そこへ、工房の表口から長身瘦そう軀くの青年が顔を出した。晄の兄、舜である。


「晄ちゃん、鳳君。荷物を運び出す準備、手伝ってください」


　彼は、怜れい悧りな切れ長の目にほんわりとした微び笑しようを浮かべて、少年二人を手招いた。


『そうだった。それでお前を呼びにきたんだった』


　鳳は立ち上がると急いで青銅器工房の中へ戻もどった。晄も彼の後に続いて建物の中に入る。


　表口を入ってすぐの土間には、大きな作業台が据すえられ、上には碗わんや壺つぼ、帯につける珮はいなど小型の青銅器が一いつ杯ぱいに並べられていた。


「さ、急いでください。午前中、魔ま除よけの珮が品切れになりそうだって、催さい促そくが来たんです」


　全然急いでいる様子もなく、舜は青銅器を箱に詰つめる。これらの品は、すべて舜が作ったものだ。見た目はのほほんとしているが、舜は名工と謳うたわれた父の血を引く青銅器作りの天才だった。


「こんなに売れるなんて思わなかったよ」


　陝邑は一度滅び、流る刑けい地となった。住んでいるのは流人と、洪こう水ずいで家や家族を失った女や子どもたちで、総勢二百人にも満たない。晄が領主に封ほうぜられた時は、ひたすら科せられた労ろう役えきに汗あせするしかなく、食べるだけで精せい一いつ杯ぱいの貧しい邑ゆうだった。もちろん、この工こう房ぼうも廃はい墟きよだった。


　陝邑復興にあたり、晄は青銅器工房の稼か働どうを目標の一つに掲かかげた。


　舜の仕事場を調ととのえ、陝邑の子どもたちに働く場を与あたえると同時に、ここで作られた青銅器を他の邑へ売りに出して、陝邑の経済活動を活発化させるためだ。幸い、陝邑の南にそびえる終しゆう南なん山ざんから、銅を掘ほり当てることができ、工房も修しゆう繕ぜんが完かん了りようして、先日からようやく生産、出しゆつ荷かできるようになったのである。


「ごめんね。舜しゆん兄にい、忙いそがしいのに、こんな小物作りさせちゃって」


　せっせと箱はこ詰づめ作業をしながら晄は言った。


　青銅器は呪じゆ具ぐや祭具としても用いられる。舜の作る呪具は水妖の王、汪李や崑崙の鳥、鳳も恐おそれるほどの威い力りよくがあり、陝邑で売る以外にも、貴族や王族からたくさんの注文が来ていた。


「いえいえ、大事な晄ちゃんのためですもの。それに、青銅器に貴き賤せんの別はありません。大型の呪具でも小型の食器でも、使う人が貴族だろうが庶しよ人じんだろうが、僕には大した問題じゃないんです」


　根っから青銅器作りが好きなのだろう。その証しよう拠こに、今回も舜の作品にはすべて、いつものびっくりまなこに獅し子しっ鼻ぱな、ニッと歯を剝むき出した恐ろしげな人面の装そう飾しよくが施ほどこされていた。これらの青銅器を使う人たちの気持ちを全く考えていない。


『これ普ふ通つうの碗だよな？　これで食うと不死身の怪かい人じんになるとか……』


　鳳は、青銅の碗を目の高さに掲げてしみじみ眺ながめる。


「呪具じゃありませんよ。普通のお碗です。可愛かわいいでしょう」


　びっくりまなこの人面を絶世の美女だと信じ、こよなく愛している舜は、ほんわりと笑った。


「煒い白はくが来たよ。さ、運び出そう」


　青銅器の入った木箱を抱かかえて、晄は外へ出る。


　表口には、漆しつ黒こくの蓬ほう髪はつに黒い肌はだの青年が荷車を引いて待っていた。彼の本性は平へい圃ほの神妖、駮はくである。戦士を彷ほう彿ふつさせる精せい悍かんな巨きよ軀くの持ち主だが、星が散った夜空のような眼めは、思いの外、穏おだやかだ。


『チャウは変へん化げがうまくなった。立派な鞠まり藻もだ』


　煒白は、肩かた越ごしに庭を見やる。チャウは完全な球体と化し、ぴょんぴょん跳はね回っていた。しかも鮮あざやかな緑色だ。何だか、鳥から遠ざかっているような気がする。








『そうか、鳥になろうとしていたのか。濡ぬれると大きくなる息そく壌じようが、水生生物を目指すのは変だとは思った』


　城下の南にある温泉に向かって荷車を引きながら、煒白は笑った。チャウは伸しん縮しゆく自在変化可能になったとは言え、息壌の性質は失っておらず、水分を含ふくむと一気に巨きよ大だい化するのだ。


　その彼は鳳の説得で犬に似た形に戻り、荷車の後をちょこちょこと小走りについて来ている。


「チャウがちゃんと変化できるようになるのは、いつなのかなー。一番最初に、何に変化するんだろ。楽しみー」


　煒白の隣となりを歩きながら、晄はチャウを振ふり返る。


『とりー。ぼく、とりになるー』


　チャウは無む邪じや気きに答え、


『しーっ。ここで喋しやべっちゃだめ』


　チャウと一いつ緒しよに荷車の後ろを歩く鳳が、慌あわてて唇くちびるに指を当てた。


　鳳は、『聞かれなかったろうな』と、キョロキョロ辺りを見回す。


　城下の大路は、大変な人通りだった。庶人から貴族まで様々な身分の者がそぞろ歩いたり、大路の両りよう脇わきに設けられた露ろ店てんを覗のぞいたりしている。


　領民は流人と、路頭に迷った女や子どもが二百名足らずという陝邑が、他の邑の人々で賑にぎわっているのは、終南山の麓ふもとから湧わいた温泉のお陰かげだ。


　三門峡の鬼き門もんが開いた事件の折、異界から赤せき龍りゆうという炎ほのおを吐はく妖あやかしが現れたのだが、突とつ然ぜん、莉由が不思議な力を発現させて赤龍を鎮しずめた。莉由の心に触ふれて、赤龍はどうやら莉由が気に入ってしまったらしい。その後、鬼門が閉じて異界に戻れなくなった赤龍は、終南山の泉に身を沈しずめた。すると、彼の発する熱のせいか、泉の水が温まったのだ。


　その泉の湯には、病や怪け我がを早く治す効能があった。湯に、人に活力を与える赤龍の陽の気が溶とけ込んでいるせいだろう。


　そんなすばらしい湯を、陝邑の民たみだけで使うのはもったいないと、晄は城下の南に巨大な湯船を作り、終南山から竹たけ筒づつで湯を引いて、大勢の人が入れるようにした。温泉の効能は口伝えに広がり、今では、遠くの邑からも多くの人々が湯治に訪おとずれるようになったのである。


　幸い、それらの湯治客はチャウの声には気づかなかったようだ。


『お前が妖だってばれると面めん倒どうなんだよ』


　陝邑の民は、汪李や煒白、鳳、チャウが妖であることを知っているが、他ほかの邑の者は知らない。犬が喋ったら騒さわぎになってしまう。


『何か用があったら、ワンワンって吠ほえるんだ。いいな』


『わんわん』


　チャウは鳳に従って犬を真似たが、わかっているのかいないのか、犬の声にはほど遠かった。


　やがて、大路に沿って並ぶ家々の向こうに、もわもわと立ち上る湯気が見えてきた。


「陝邑へようこそ！　湯ゆ殿どのの入り口はあちらです」


「旅の記念に、魔除けのお守りはいかがですかー！　高級青銅製、身につけていれば無病息災、家内安全。水難も避さけられますよー！」


「お風ふ呂ろの後に、果実酒を一杯いかが。お土産みやげ用に壺入りの物もどうぞ。壺も、もちろん高級青銅製！」


　大路の両脇に並んだいくつもの露店から、威い勢せいのいい客引きの声が聞こえる。舜が作った青銅器は、これらの店で土産物として売られるのだ。


「おーい、晄さん、来てくれ。魔除けの珮が売り切れだ。觥さかずきも残り少ねえ」


　露店の一つから、髭ひげ面づらの男が晄を手招いた。もと盗とう賊ぞくの頭かしら、焉えんである。領民の約半数が、彼のもと手下であることから、晄は彼に流人の統とう括かつと、政まつりごとの実務の大半を任せていた。


「わ、大変」


　晄は、煒白に荷車を店に寄せてもらい、慌てて荷を下ろす。


「荷車が空になったら俺に貸してくれ。湯殿の受付が御お礼れいの品で埋うまっちまった」


　焉は、湯殿の入り口を顎あごで指す。


　湯浴みは基本的には無料だ。晄が大きな湯殿を作ったのは、病や怪我に効くこの温泉に、大勢の人に入ってもらいたいと思ったからであって、温泉で儲もうけようというつもりはないからである。また、遠くの邑からやって来る者は陝邑に泊とまるが、空き家は山ほどあるので、そこを適当に使ってもらっていて宿しゆく泊はく代も取っていない。けれど、近ちか頃ごろは温泉に浸つかって病や怪我が快かい癒ゆした湯治客が、ただでは申し訳ないと、貝ばい貨かや食料などを置いていってくれるようになったのだ。


「俺たちも一緒に行くよ。この後、湯殿の筵むしろを取り替かえに行くつもりだったんだ。ちょっと待ってて」


　荷車に載のせた青銅器を露店に配り終えると、晄たちは空になった荷車を引いて、焉とともに湯殿に向かう。


　湯殿の手前には、もとからあった空き家を改装して休きゆう憩けい所を設けた。その休憩所の入り口が湯殿の受付である。受付の脇わきには、野菜や魚の干ひ物もの、反たん物ものなどが山積みになっていた。


「裏には、粟あわも三俵ほど置いてありますよ」


　受付係のおばさんが、ほくほく顔で貝貨の入った小こ袋ぶくろを焉に手て渡わたす。彼女は流人ではなく、去年の洪こう水ずいで家族と家を失い、飢うえ死にしかかっていたところを焉に拾われ、盗賊団が陝邑に流る罪ざいになった時に、一緒に陝邑に住むようになった者たちの一人である。晄が彼女と出会ったばかりの頃ころは、ガリガリに瘦やせていて暗い顔をしていたが、今は健康そうに太って、表情も見み違ちがえるように明るい。


「これだけありゃ、またいい種馬が買える」


　小袋の貝貨を数えながら、焉は顔をほころばせる。


「お頭、念願が叶かないましたねぇ」


　おばさんがしみじみと呟つぶやいた。陝邑では、労役の一つとして戦馬の育成を行い、盗賊に身を堕おとす前は馬飼いをしていたという焉が、馬の管理を一手に引き受けていた。盗賊時代の焉の夢は、再び馬とともに暮らすことだったのである。


「お頭はよせやい。焉さんと呼べ」


　焉は照れたように笑った。


（舜兄の青銅器も順調に売れてるみたいだし、ここの暮らし向きも少しずつだけどよくなってきたし──）


　焉たちの様子を見るにつけても、貧しかった陝邑が豊かになってきたことがわかり、晄も嬉うれしくなる。


「そうそう、今日も、晄さん宛あてに伝言を頼たのまれましたよ。今日は耿こう邑ゆうの東の里からお出いでになった方で、粟をありがとうございましたって。これで、この冬が越こせると喜んでいらっしゃいました。あの辺りは特に水害がひどかったらしくて、晄さんの粟が届かなかったら、飢え死ぬところだったそうですよ」


　おばさんは言った。


「役に立ててよかった──」


　今年の秋は、晄が領地を賜たまわってから初めて迎むかえた収しゆう穫かく期きだった。


　庶しよ人じんだった晄が、最初に賜ったのは田でんという小領主の地位と、亳はく邑ゆうの原野だった。呪じゆ詛そをかけられて暴れていた化か蛇だ、すなわち汪李を鎮めて従えた恩賞である。


　その時の晄は、身分を得ることなどに興味はなかった。しかし、亳邑領主であり王子でもある楓ふう牙がに、土地を得て収穫した粟を、洪水で畑を流された地域に分け与あたえよと言われ、晄は田の地位を賜った。そしてその約束通り、収穫した粟を先月それらの里に送ったのである。折しも、殷いんの各かく邑ゆうは度たび重なる租の徴ちよう収しゆうで困こん窮きゆうしていた。もちろん、国中を飢き餓がから救うまでには至らなかったが、多くの民が晄の送った粟で餓死を免まぬかれたのだ。


「赤龍に感謝しなくちゃね。温泉が湧いて陝邑が豊かになってきたから、あちこちに粟を配る余よ裕ゆうができたんだもの」


　粟を分け与える約束を交かわしたのは、陝邑の領主に封ほうぜられる前だったから、そんな約束もできたのだが、もしも、温泉が湧かなかったら、陝邑の民に食べさせたり、馬を買ったりするだけで手て一いつ杯ぱいだっただろう。


「じゃ、俺たち筵を取り替えに行って来るから」


　野菜類を荷車に積み終えると、晄は鳳とともに筵を抱かかえて湯船の方へ足を運ぶ。煒白と焉は俵を運ぶために裏庭に回ったが、チャウはトコトコと晄たちの後をついて来た。


　受付の奥は、囲い炉ろ裏りのある大部屋で、休憩所として湯治客に開放してある。そこでは、風呂上がりの家族連れや年寄りの一団が、干した果くだ物ものをつまんだり酒を飲んだりしながら、のんびりくつろいでいた。休憩所の奥の戸をくぐると、屋根のついた渡り廊ろう下かがあり、隣となり合った二軒けんの家に続いている。右の家が男性用、左の家が女性用の脱だつ衣い所だ。脱衣所は、衣類の入った籘とうの籠かごが床ゆかいっぱいに並んでいた。この様子だと、湯殿も相当に混こんでいそうである。


　晄は脱衣所を通り抜ぬけ、最さい奥おうの戸を開けた。湯船から立ちのぼる湯気が、青空に溶ける。


　湯船は、城の正堂一つ分ほどもあり、百人がいっぺんに入っても悠ゆう々ゆう泳げるぐらいの大きさがある。湯船というよりも、湯を張った池に近い。地面を掘ほって、日の光を操あやつる鳳が内側の土を溶かし、形を整えて固めたのだ。その巨きよ大だいな湯船に数十人の客が、ゆったり浸かっていた。湯船の周囲の土間には簀すの子を敷しき、洗い場にしてあるが、そこも髪かみを洗ったり、互たがいに背中を流したりする客たちで混み合っていた。


　初冬の露ろ天てん風呂は寒いのではないかと思われたが、陽の気が溶け込んだ湯は、十分に身体からだを温めるせいか、今まで寒いとか湯がぬるいなどの苦情が来たことはない。


「ここが流る刑けい地だなんて、忘れそうだね」


　足洗い用の筵を取り替えながら、晄は湯船の方に目をやる。


　湯船には、近所の里人に交じって、髪を冠かんむりで留めた見知らぬ貴族も浸かっていた。庶人も貴人も関係なく、同じ風呂に入っている人々を見て、晄は不思議な思いにとらわれる。


　陝邑は一度滅ほろび、その後妖あやかしによって占せん拠きよされた。そんな邑に住みたいと思う者はいないだろうと、陝邑は流刑地になった。忌いみ嫌きらわれても仕方のないこの土地に、今では身分を問わず、大勢の客が訪れるようになったのだ。


『病や怪我を治したくてここへ来てるわけだからさ。土地が穢けがれてるだの、下げ賤せんの者と同じ湯には浸かれねーだの、そんな文句をたれてる場合じゃねーんだろ』


　温泉を商売にするつもりで、こちらから客を招いたのだったら、こうはいかなかっただろう。


『わんわん』


　突とつ然ぜん、チャウが間の抜けた声で吠ほえた。見下ろすと、子犬の大きさだったチャウが、成犬の大きさにまで膨ふくらんでいる。


「大変！　湿しつ気けを吸っちゃったんだ」


　鳳が慌あわてて息そく壌じようを抱だき上げ、晄たちは急いで湯ゆ殿どのを出た。大きな犬を抱えて走る少年二人を、湯治客たちは何事かと目で追う。


『危なかったー』


　湯殿の裏まで一気に走り、晄たちはゼイハーと息をつく。


『すばらしい温泉だが、チャウには危険』


　荷車に俵を積んでいた煒白が、膨らんだチャウを見て言った。


「で、温泉の持ち主である我が領主も、この風呂には入れねえんだよなあ」


　焉に揶や揄ゆされ、晄はぷうと頰ほおを膨らませた。大勢の人に入ってもらえるようにと、大きな風呂を作った晄だが、自分自身は極度の水みず嫌ぎらいで、湯船もこれだけの大きさになると恐おそろしくて入れないのだ。


『こーくんもぬれたの？　ほっぺがふくらんでる』


　不思議そうに晄を見るチャウに、鳳も煒白も焉も爆ばく笑しようしたが、


『いつかは我も、晄とともにこの風呂にゆっくり浸かってみたい……』


　人ひと形がたになっても、人間離ばなれした美び貌ぼうであるため、人目のある場所では晄の腕うで輪わのふりをしているしかない汪李の呟きは、真しん剣けんそのものだった。


　荷車の俵や野菜を陝邑城の倉に運び込むと、焉が馬の餌えさをやりに行くとのことだったので、晄たちも彼を手伝うために、一いつ緒しよに外城の西にある牧場へ行った。


　広々とした草原に設けた柵さくの中では、十六頭の雌めす馬と三頭の雄おす馬が、のんびり日向ひなたぼっこをしていた。別の柵には二十頭あまりの牛もいる。陝邑は、戦馬の他ほかに労ろう役えきとして肉牛の育成も科せられているのだ。


「さ、おいで。ごはんだよ」


　晄たちは、放牧された馬を牧場の隅すみに立つ廏うまやへ連れて行く。チャウも牧場を駆かけ回って『わんわん』と馬を追い立てた。


「湯治客の謝礼と舜さんの青銅器のおかげで、予想外の実入りがあったんで、来春の繁はん殖しよく期までには雌馬を二頭と種馬を一頭買いてえと思ってるんだが、構わねえか？」


　晄たちが連れてきた馬を馬ば房ぼうに入れながら焉は言った。


「もちろんだよ。陝邑を馬の産地にするのが俺たちの最終目標なんだもの」


　陝邑を普ふ通つうの邑として機能させるために、青銅器工こう房ぼうの稼か働どうと同時に、馬の産地にすることも晄の目標の一つだった。山と河にはさまれた陝邑は、畑にできる土地が少ない。どうせ戦馬の育成が労役として科せられているのなら、農業を盛んにするよりは、馬飼いだった焉の知識を活いかして牧ぼく畜ちくに力を入れようと考えたのである。


「これで最初の目標の二つまでは、何とかめどがついたし、あとは軍隊の編制──」


　晄の声が少し暗くなる。


　戦いくさをするつもりはない。けれど軍隊は必要だ。


　陝邑は殷の最さい西せい端たんに位置し、西には周しゆう、南西には召しようという二つの国が控ひかえている。周も召も一応は殷に朝ちよう貢こうしてくる友好国だが、いつ反旗を翻ひるがえすかわからない。また、黄河対岸の蒲ほ邑ゆうは、王家に匹ひつ敵てきする有力氏族、虞ぐ氏の所領で、謀む反ほんに対する警けい戒かいが必要だった。


　そして、北には敵国、鬼き方ほう──。


　厳しい寒さと乾かん燥そうのために遊牧を行うしかない北方の民たみは、豊かな土地を手に入れようと、中原の入り口である陝邑を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていた。


　大きな戦を避さけるためにも、陝邑は強力な軍隊を編制してそれを誇こ示じし、周や召、蒲邑、鬼方に、攻せめ入る隙すきを見せないようにしなくてはならない。


「也や真しんがいてくれればな……」


　晄の声が暗くなった理由を、焉は察して言った。


　也真は、流人の一人として陝邑にやってきた。馬の扱あつかいにも慣れ、用兵の知識もあったので、晄は也真を衛え士じに取り立てた。猪いのししに襲おそわれた莉由を助けてくれたこともあり、晄は也真を信しん頼らいして、歩兵部隊の編制に係わってもらったり、志願兵の訓練を任せたりもした。


　けれど彼は、炎えん招しよう戈かの使い手である晄と、晄に忠誠を誓ちかった妖たちの実力を探さぐるために潜せん入にゆうしてきた鬼方の将軍だったのである。


「裏切られたんじゃなくて、最初から騙だまされていたんだって、わかってるんだけどね」


　晄は苦い笑えみを浮うかべる。晄は今でも也真が嫌いにはなれない。個人としての也真は悪人ではないからだ。


　厳しい自然環かん境きように生きる北方の民に豊かな土地を与あたえたいと、彼は言っていた。それは、貧しい陝邑の民に、豊かな暮らしをさせてやりたいと願う晄の気持ちと少しも変わらない。


　晄が也真に惹ひかれたのは、彼から同じ志を感じたからだろう。


『あいつも晄が気に入ったとか言ってたし、莉由に惚ほれてたから、もしかしてひょっこり婿むこに来るんじゃね？』


　冗じよう談だん半分で、鳳は軽く笑った。也真は去り際ぎわに、陝邑を落として莉由を嫁よめにもらうと言っていたのだ。也真ぐらいになると、莉由の気き丈じようさは可愛かわいく思えるらしい。


「それいいかも。也真に婿に来てもらって、鬼方と殷との和平の道を開いてもらっちゃったりして」


　晄もつられて笑った。もちろん冗談だ。


　也真は、鬼方の西半分を統とう括かつする左大将である。鬼方の重臣である彼が、陝邑領主の義ぎ兄けいになったら、鬼方は陝邑を足がかりにして攻め入ってくるかもしれないし、逆に也真を裏切り者として誅ちゆう殺さつするために、攻めて来るかもしれない。第一、殷が鬼方左大将の陝邑婿入りに黙だまってはいないだろう。どちらにしろ、陝邑は戦場になってしまうのだ。


『だが、莉由は男嫌い。私や汪李が莉由の前で人形になるだけで怒おこる。婿は無理』


　煒白は大おお真ま面じ目めに言った。








「あれ、莉りー姉ねえは？」


　夕刻、陝邑城に戻もどった晄は、食事の支し度たくができていないことを訝いぶかった。いつもならこの時刻には、莉由が夕食を調ととのえて待っているはずだ。


「ああ、晄ちゃん、お帰りなさい。僕が戻って来た時には、もういなかったんですよ。終南山へ木の実でも採りに行ってるんでしょうかねぇ」


　囲い炉ろ裏り端ばたで、粘ねん土ど板を熱心に彫ほっていた舜が顔を上げた。


　鳳は『腹減ったー』と、囲炉裏の脇わきに置かれた鼎かなえや甗こしきをのぞき込んだが、中は空だった。彼は人形のままだったが、煒白は莉由の登場に備えて小馬の姿に変へん化げし、汪李は小こ蛇へび姿で晄の腕うでに絡からまったままだ。ようやく子犬の大きさにまで乾かわいたチャウは、ちんまりと鳳の横に座る。


「舜兄、ここでもまだ仕事するの？　いくら青銅器の売れ行きがいいからって、そんなに根を詰つめなくても……」


　晄は舜の傍かたわらに腰こしを下ろし、兄の手元をのぞき込んだ。舜が彫っている粘土は、青銅器の型にするためのものだ。


「いえいえ、これは売り物にするんじゃないんです。何とか、共きよう工こうの気を封ふうじ込められないかなと思って」


　共工とは、古いにしえの水神の名である。


　女め神がみ女じよ媧かの時代から、共工は天下の支配権を得ようと、度たび々たび天界に戦いを挑いどんでいた。


　晄はその共工の気に取り憑つかれている。晄は共工の復活を目もく論ろむ者たちに命を狙われていた。


　王を裏切った占せん術じゆつ師し章しよう玄げんと、もう一人、共工の気に取り憑かれた少年──炅けいである。


　晄が死ねば、晄に憑いている共工の気が炅に移り、共工は復活する。逆に、炅が死んでも、炅に憑いている共工の気が晄に移り、やはり共工は復活してしまう。その時には、晄に憑いている河伯の加護と共工の気がせめぎあって、晄は命を落とすことになるという。


「共工の気を剝はがそうと思えばできないことはないんですけどねぇ。でも、下手へたに剝がして、その気が炅君のところへ行って、共工が蘇よみがえってしまったら、それはそれで晄ちゃんが苦労しますものねぇ。ホント、うちの晄ちゃんを炎招戈の使い手に選んだ黄帝を怨うらみます」


　舜は、ほんわりと苦く笑しようする。


『何だか、今、恐ろしいことを聞いたような……』


『人の身で、神の気を剝がすだと？』


　鳳と小蛇姿の汪李がバッと舜の方に振ふり向いて、目を剝むいた。


『私が祓はらえの術をいくつか教えたが──。普通の人間にはできない。私にもできない』


　女神英えい招しようから、この世の知識をすべて授さずかっている煒白が言った。


　妖あやかし三人組は、驚きよう愕がくと感かん嘆たんの入り混じった視線を舜に注ぐ。


『なら、晄から共工の気を剝がして、そこを炎招戈で滅ほろぼせばいいんじゃねえ？』


　ポンと手を打って、鳳は目を輝かがやかせたが、


「僕もそう思ったんですけどね。でも、光とか霧きりみたいなものだったら、祓った途と端たんに散らばってしまうかもしれないでしょ？　うまく斬きれるかなぁと──。神の気って、かなりしぶといらしいですし」


　舜は困ったような表情で目を細め、晄を見つめる。彼には、晄に憑いている共工の気と、それを抑おさえている河伯の加護が、清と濁だくの入り混じった光という状態で視みえる。それぞれが独立しているのならばともかく、どちらの光も水に属する神のもので、しかも目に見えない微び細さいな世界で混じり合っているのでは、この光が晄から離はなれた時、どんな形状をとるのか舜には予想できない。


「だから、気を剝がして、そのまま封じ込められるような呪じゆ具ぐを考えてるところなんです」


「それができたら、炅も救えるよね」


　共工が蘇って天界が戦になれば、人間界もただでは済まない。だから、絶対に自分は死ねないし、炅を死なせるわけにもいかない。単に気だけを剝がすこともできない。


　けれども、万一、自分に憑いている共工の気が炅に移ったら、炅はどうなってしまうのか。


　晄は炅の行く末も案じていた。


　炅は捨て子だ。反逆の神に取り憑かれたせいで捨てられたのかもしれない。炅を拾ったのは、殺しを請うけ負う呪術師だったという。温かい家庭も親の愛情も知らず、彼は殺人の術だけを叩たたき込まれてきた。


　晄の両親を殺したのは、炅と、彼の育ての親である呪術師だ。そして、その育ての親に呪じゆ詛そを返し、死なせてしまったのは舜である。


　晄も、一時は炅を殺したいほど憎にくんだ。炅はまだ晄を憎んでいる。同じ運命を背負いながら、晄は優やさしい両親に守られて育ち、炅は死と隣となり合わせの生活を強しいられてきたからだ。


　その憎しみが、晄を殺して共工を蘇らせる動機になっている。


（憎まれてもいいから……）


　炅にも幸せになってほしい。共工の気から解き放たれ、普ふ通つうの人間として、笑顔で暮らせるようになってほしかった。


「晄ちゃんは優しいですね。憎まれていても炅君を救いたいって思える晄ちゃんが、僕は大好きですよ」


　舜はどこか悲しい笑みを浮かべて、晄の頭を撫なでる。


　晄には知らせていないが、舜は晄を守るために、両親の仇かたきの呪術師以外にも、何人かの刺し客かくを殺あやめている。舜は敵に対する憐れん憫びんなど一ひと欠片かけらも持たなかった。情けをかけていては、晄を守れないからだ。敵を殺したことを悔くいてはいないが、素す直なおに炅を救いたいと願える晄を見て、舜は、ひどく切ない思いにとらわれる。


「舜兄？」


　いつも、何を考えているのかわからないほんわり笑顔の兄から翳かげりを感じ、晄は舜を見上げた。


「そんな都合のいい呪具はなかなか難しくてね。でも、晄ちゃんのためにがんばりますよ」


　舜はぐっと粘土板を握にぎる。


『それにしても、腹減った。莉由、遅おそいなー』


　鳳は、厨くりやに通じる戸口に目をやる。


『ぼくもおなかすいたー。しゅんにー、このねんど、たべていい？』


　チャウは、舜が持っている粘土板の端はじっこを、小さな舌でペロペロ舐なめる。


「こらこら、だめです。莉由ちゃんが帰って来るまで我が慢まんしてください」


　舜は慌あわてて粘土板を引いた。


　チャウは、金属以外は何でも食べる。食べた物は一応身体からだの一部になるようだ。粟あわや肉、魚、野菜など人が食べるような物を食べると、チャウは肥える。身体が太るのではない。土が肥えるのだ。金属を食べないのは、硬かたいからではなく土に還かえらないからだろう。


　贅ぜい沢たくを言わないので、莉由にはありがたがられているが、水気の多い物を食べると巨きよ大だい化するので、注意が必要である。


「莉りー姉ねえ、まさか山へ入って迷っちゃったとか？　俺、捜さがしに行って来る。煒白、一いつ緒しよに来て」


　晄が立ち上がった時、焉が一本の竹簡を携たずさえてやって来た。


「晄さん。今、桃とう林りんから使いが来て、これを置いてったんだが──」


「桃林から？」


　桃林とは、陝邑の西、山を一つ隔へだてたところにある小国である。国といっても、領土は陝邑程度の広さで、民たみの数も千名に満たない。黄土高原を南流してきた黄河が秦しん嶺れい山脈にぶつかり、東流を始めるちょうどその角に位置し、周や召、鬼方、殷という大国を結ぶ交通の要よう衝しようであり、古来よりそれら大国による争そう奪だつの地だった。今は一応、殷の属国で、領主は侯こうという身分を与あたえられている。


「お使いの人は？」


　隣となりの同盟国からの使者となれば、もてなさなければならない。


「引き留めたんだが、暗くなる前に山を越こえたいと、竹簡だけ置いて帰ってった」


「もしかして、俺が挨あい拶さつに行かないんで、桃林の領主が怒おこってるとか？」


　晄は竹簡を受け取ると、急いで紐ひもで綴とじられた竹の札を開く。


　本来ならば、陝邑の領主に封ほうぜられた時に、こちらから桃林へ出向かなければいけなかったのだが、その時の晄はまだ亳邑に住んでいたし、陝邑を復興させることに躍やつ起きになっていたため、就任を知らせる簡を送っただけなのだ。


「これ、領主からじゃない。差出人は──也真だ！」


　表書きに、鬼方左大将の名を見つけて、晄は愕がく然ぜんと目を剝いた。


『「也真!?」』


　舜も焉も妖たちも一いつ斉せいに瞠どう目もくする。


「どういうことだ……？　桃林は殷の属国だってのに、何で桃林の使者が、敵国の竹簡を……。まさか、桃林は鬼方に乗っ取られたってんじゃねえだろうな」


　焉の声は震ふるえていた。鬼方が桃林を落としたのなら、この陝邑に攻せめてくるのも時間の問題だ。


「まさか、宣戦布告じゃないでしょうね」


　舜からもほんわり笑え顔がおが消えている。


「ううん、違ちがうみたい。……招待状だって」


　晄は文字を目で追い、そのまま固まった。


『貸せ。おれが読む』


　鳳が晄の手から竹簡を取った。


『招待状。貴き殿でんにおかれては、ますます御ご清せい祥しようのこととお喜び申し上げる。突とつ然ぜんではあるが、私、呼こ衍えん也真と貴殿の姉、莉由は──婚こん礼れいの儀ぎ!?　噓うそっ!?』


　そこで、鳳は絶句した。舜が腰こしを浮うかす。


　煒白が人ひと形がたに変へん化げし、鳳から竹簡を取ると続きを読み上げる。


『──婚礼の儀を執とり行うこととなった。ついては、幾いく久ひさしく御ご懇こん情じよう賜たまわりたく、披ひ露ろうかたがた来きたる十二月戊ぼ申しんの日、桃林城にて粗そ餐さんを差し上げたいと存ずるので、御光こう臨りん賜りたく案内申し上げる。陝邑領主、晄殿。鬼方左大将、呼衍也真──』


　煒白が読み終わっても、誰だれも言葉を発しなかった。舜の手からぽろりと粘ねん土ど板が落ちる。


　晄は固まったままだったし、鳳や焉、汪李も呆ぼう然ぜんとしていた。


『どしたのー？　りーねーはとーりんにいるのー？　ゆーごはんにはかえってくる？』


　チャウが不思議そうに首を傾かしげた。
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「ほう、桃林に鬼方軍が駐ちゆう留りゆうしているとな」


　陽よう甲こう王は、居並ぶ臣たちの目も気にせずにふわわと大あくびを漏もらした。


「報告によれば、左大将呼衍也真が自ら指揮を執っているとのこと」


　殷の老ろう宰さい相しよう、曹そう晏あん仲ちゆうは苦にが虫むしをかみ潰つぶしたような顔で、まるで緊きん張ちよう感かんのない王を仰あおぎ見る。


「桃林が殷に背そむき鬼方に下ったとなれば、西方の入り口を守るは陝邑のみとなってござる。しかしながら流る刑けい地陝邑は軍を擁ようさず、陝邑が落とされれば鬼方は一気に中原へなだれ込んできましょうぞ」


「楓牙に言って、亳邑から援えん軍ぐんを送らせればよいではないか」


「南洛らく水すい沿いの宜ぎ陽ようが謀む反ほんを起こしたため、楓牙様はそちらの鎮ちん圧あつに行ってござる」


「そうであったかの」


　陽甲はさして困った様子も見せず、手にした觥さかずきを呷あおった。


「──主上」


　思わず怒ど鳴なりたくなったが、晏仲はぐっと拳こぶしを握ってそれをこらえた。陽甲は何かに取り憑つかれ、心の病に冒おかされている。激げき昂こうすると、気が触ふれたようになって暴れ回る発ほつ作さを起こすのだ。陽甲を案ずる晏仲は、彼の病状を悪化させたくなかった。


「桃林や宜陽だけではござらぬ。先月は、河口北岸の孤こ竹ちく、今月に入って、霊れい寿じゆ、曲きよく陽ようが鬼方に従属あるいは謀反の企くわだてがあるという報告が入ってござる」


　辛しん抱ぼう強づよく、晏仲は何度目かになる説明を繰くり返した。


「そう言えば、そんな話を聞いたような気もする」


　辺境の諸しよ侯こうが次々と殷に背き、このままでは殷が滅ほろぶかもしれないという危機に陥おちいっているにもかかわらず、陽甲は相変わらず関心を示さなかった。


「なお、曲陽はまだ鬼方と内通の段階。今のうちに懐かい柔じゆう策を採るのがよろしいかと存ずる。桃林については蒲ほ邑ゆうの虞ぐ氏に密使を送り、助力を請こうてはいかがでござろうか。桃林の領主は虞氏の縁えん戚せきでござる。虞氏は王家とは不仲なれど、桃林が鬼方に落ちるは虞氏にとってもゆゆしき事態。なれば、必ずや同盟に応じるに相そう違いござらん」


　宰相である自分が尽じん力りよくすれば、何とか持ちこたえられる──おのれにそう言い聞かせ、晏仲はできるだけ言葉を選んで進言した。


「余は、虞氏に助力など請いたくない。あやつは我が子し家を軽かろんじる、鼻持ちならんやつだ」


　陽甲は、怒いかりはしなかったが、露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。


「なれど、他ほかの邑ゆうには陝邑へ派兵する余力が──」


　晏仲が言い募つのろうとした時、


「陝邑の妖あやかしを使えばよろしいのに」


　陽甲の傍かたわらに侍はべっていた、匂におい立つような美び貌ぼうの女が言った。陽甲の寵ちよう姫き、梓し羅ら々らである。彼女は妖あやしいほどに美しく輝かがやく眼めで晏仲を一いち瞥べつすると、空になった陽甲の觥に酒を注ぐ。


　相次ぐ諸侯の叛はん乱らんも、陽甲が政まつりごとを顧かえりみなくなったのも、彼女が原因である。


　陽甲の関心はひたすら梓羅々に向けられ、彼女のために後宮を改築したり、夜ごと豪ごう華かな宴うたげを催もよおした。梓羅々が絹を引き裂さく音が好きだと知ると、国中から絹を集めさせた。国の財政は逼ひつ迫ぱくし、民人は重税にあえいだ。


　陽甲は梓羅々を片時も離はなさず、政を行う重ちよう屋おくの大室に同どう伴はんするようにさえなった。


　それら陽甲の専横を、晏仲を始め重臣たちが黙もく認にんしているのは、陽甲を諫いさめれば極きよつ刑けいが待っているということもあるが、梓羅々には不思議な力があり、陽甲の発作を抑おさえることができたからである。


「陝邑の妖？」


　臣たちの言は耳に入らなくても、陽甲は梓羅々の言葉には耳を傾かたむける。


「陝邑の領主は、化か蛇だという洪こう水ずいを起こす水すい妖ようを飼っているのでございましょう？」


　梓羅々は唇くちびるの端はしに妖よう艶えんな笑みを浮かべ、王の重臣だけが知るはずの極ごく秘ひ事じ項こうを口にする。


「そうだった。あの小こ童わつぱに鬼方を掃そう討とうさせればいいのだ」


「何と……」


　晏仲を始め、その場にいた官かん吏りたちは目を剝むいた。


「晄に、鬼方を掃討させる。急ぎ、陝邑へ使いを送れ。化蛇を使って、桃林もろとも水に沈しずめてしまえと──」


　蒼そう白はくの臣たちを他所よそに、陽甲はほろ酔よい加減でさらりと命じた。








　大室を出た晏仲は、その足で霊れい廟びように向かった。霊廟には大だい史し令れい隗かい利り條じようがいるはずだった。


　殷の王は、王直属の占せん術じゆつ師し──貞てい人じんの占うらないをもとに政を行い、貞人の長である大史令は、宰相に並ぶ地位と、政への影えい響きよう力を持っていた。しかし陽甲は、即そく位いしてから十六年の間、常に傍らにいた利條の言葉にも耳を貸さなくなってしまった。利條は出仕することをやめ、一人霊廟にこもって、陽甲の病を祓はらうための呪じゆ術じゆつに専念するようになっていた。晏仲はもうひと月近くも、利條の姿を見ていない。
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「利條、儂わしだ」


　入り口の前で、晏仲は声をかけた。返事はなかったが、宰相に任ぜられる前は軍ぐん籍せきに身を置いていた晏仲には、厚い戸の向こうに利條の気配が感じられる。


「開けるぞ」


　心配になった晏仲は、返事を待たずに戸を開けた。


　窓のない土つち壁かべの部屋には、一つだけ明かりが点ともっていた。奥には土を突つき固めて築かれた祭さい壇だんがあり、その祭壇の陰かげに利條はいた。冬だというのに、白い単衣ひとえを一枚着たきりで、うつむき、壁かべにぐったりと背をもたせかけている。


「利條！」


　晏仲は駆かけ寄り、彼の肩かたを揺ゆさぶろうとして、その冷たさと肩の薄うすさに驚おどろいた。乱れた髪かみを搔かき上げ、顔をのぞきこむ。目は開いていたが、焦しよう点てんを結んでいない。


「利條、しっかりしろ」


　晏仲は利條の頰ほおを軽く叩たたいた。虚うつろだった目に少しずつ精気が戻もどって来る。白はく皙せきの美貌はひどくやつれ、目の下には濃こい影かげが落ちていた。


「晏仲様……」


「何をやっておる。死ぬぞ」


　晏仲は羽織っていた裼せき衣いを取ると、利條に着せかけた。


「その様子では何日も食っておらんな。立てるか？　家まで送ってやる」


　晏仲は彼を立たせようとして利條の腕うでを取り、そこで、彼の白い腕に切り傷が何本も走っていることに気づいた。おおかたは乾かわいていたが、まだ薄く血が浮いているものもある。


「おぬし、まさか……」


　晏仲は祭壇に目をやった。祭壇の上には供く物もつを調理する鼎かなえと、それを盛る簋きが置かれている。その簋に満たされているのが人の血であることを知って、晏仲はギョッとした。


「自分の命数を供物にして、主上の祓いを──。禁術ではないか」


「もう少しなのですが……、なかなか力が及およばず」


「そうまでして──。おぬしほどの者の術が届かぬとは、いったい主上に憑いているものとは、いったい何なのだ？」


「……わかりませぬ」


　晏仲の問いに利條はそう答えた。


　陽甲に憑いているのは、共工の核かく──人でいうところの意思ではないかと利條は考えていた。それが陽甲の体内に巣くい、心の病をもたらしているのだ。


　しかし、それを利條は晏仲に告げていない。占術も呪じゆ術じゆつも祭さい祀しも、貞人の領域である。政のすべてが晏仲一人の肩にかかっている今、これ以上の重荷を晏仲に背負わせたくはなかった。


「主上の御ご容態はいかがでございます？」


「この数日は、発作が起きておらぬ。回復に向かっておられるようだ。おぬしの術が届いておらぬのなら、梓羅々がいるせいであろうか」


「左様でございますか……」


　利條は深い吐と息いきをついた。悪化していると、彼はそう思った。


　これまでの発作は、共工が表に出ることを陽甲が抗あらがったために起きたものだと思われる。発作が起きなくなったということは、共工の核が育ち、陽甲の意思を封ふうじてしまったからではないだろうか。


（これ以上育っては、主上のお心が完全に失われてしまう──）


　早急に、陽甲から共工を祓わなければならない。


「梓羅々殿は、相変わらず主上のおそばにおいでなのですね」


　遥はるか昔、悪あしき妖に取り憑かれて暴政を振ふるい、殷の湯とう王に討うたれた夏かの桀けつ王には、末ばつ喜きという寵姫がいた。末喜は共工の下僕の妖だったという。


　梓羅々は末喜と同じ妖なのではないか、そして、梓羅々が共工の核を護まもり、育てているのではないか──。利條は、そんな疑念も持っていた。彼女を陽甲から離したいが、面と向かって梓羅々と対決しては、かえって陽甲の命が危あやうくなる。


「そのことでおぬしに相談したいと参ったのだが」


　晏仲は苦い顔をした。


「桃林に鬼方軍が駐ちゆう留りゆうしておるのだ。あの女、晄を桃林へ行かせよと王にぬかしおっての、主上は晄に、鬼方の掃討を命じられたのだ」


「何と──！」


　利條は愕がく然ぜんと目を見開いた。


「止めなければなりません！」


　憔しよう悴すいしきっていてもなお優ゆう雅がだった彼の狼ろう狽ばいぶりに、晏仲の方が驚いた。


「晄を──、河伯の加護がある者を、あの地で戦わせてはなりません！」


　利條は晏仲にすがり、唇を震ふるわせてそう言った。




　二　聖なる山に、花は香る







「行ってはいけません。婚こん儀ぎをするから桃林へ来いだなんて、冗じよう談だんか、でなければ何かの罠わなに決まってます」


　舜はきっぱりと言った。


「でも、これだけ捜さがしてもいないんだもの。やっぱり莉姉は、桃林に連れて行かれちゃったんだよ」


　陝邑城の北堂、晄たちが居間にしている部屋である。


　也真からの招待状を受け取った後、莉由はまだ陝邑のどこかにいると考え、晄たちはまず、陝邑領内を捜した。陝邑城には舜の呪具があちこちに配されていて闖ちん入にゆう者を防いでいるし、陝邑から他ほかの街へ行く街かい道どうは黄河に沿っているので、莉由が陝邑を出れば、汪李の眷けん族ぞくである小化蛇たちが気づくはずだった。


　焉たちは、空き家も湯治客に貸している家もすべて訪ねて歩き、晄は三人の妖あやかしたちと周辺の里や終南山を捜し回った。捜そう索さくは夜明け近くまで行われたが、莉由は見つからず、手がかりの一つも得られなかったのである。


『どんなに陝邑が賑にぎやかだろうと、莉由が一言叫さけべば、私に聞こえないはずはないのだが』


　と、煒白は訝いぶかっていた。


『莉由を拐かどわかしたのは、也真本人ではなく、呪術師かもしれぬな。我らにも気づかせず、舜の呪具の護りをかいくぐるなど、呪力をもたぬ也真には不可能だ』


　汪李は、白銀の髪に涼すずしげな黄こ金がね色いろの瞳ひとみの青年に変へん化げしている。


「鬼方の眉び軍兵かな。湯治客に交じって潜せん入にゆうしてきたのかも」


　眉とは、戦せん闘とう専門の呪術師のことである。


「でなければ──、章玄かもしれません」


　舜の声は硬かたかった。


　章玄は、利條と大だい史し令れいの座を争ったほどの占せん術じゆつ師しで、呪術にも長たけ、その技わざは舜をも凌りよう駕がする。彼ならば、三人の妖の目と舜の護りをかいくぐって陝邑に潜入し、莉由を連れ出せるかもしれない。


「でも、何で章玄が也真に手を貸すの？」


　章玄の目的は、共工の復活である。鬼方の陝邑攻こう略りやくに乗じて晄を殺すのならわかるが、わざわざ莉由の拐かしを手伝ったりするだろうか。


「可能性の一つです。油断はできません」


「わざわざ招待状を寄こしたってことは、也真は多分婚儀の席で、俺に降こう伏ふくを迫せまるつもりなんだ。その前に、莉姉を取り返さなくちゃ──」


　莉由を盾たてにされたら、也真の言いなりになるしかない。


「それに、婚儀は十二月戊ぼ申しんの日、あと三日もある。それまで、莉姉を放ほうってはおけないよ。夜が明ける前だったら、鸞らんがいるから大だい丈じよう夫ぶ。俺を桃林へ行かせて」


　晄は、それまで月つき影かげのようにひっそりと端たん座ざしていた鸞を振り向いた。


　鸞は鳳の夜の人格で、その本ほん性しようは崑崙の鸞らん鳥ちようである。


　軽く伏ふせた瞼まぶたが長い睫まつ毛げの影を頰に落とし、月のように白い肌はだは頰にも薄うすい唇くちびるにも一いつ切さいの赤みがない。顔の作りは鳳と同じなのだが、まとう雰ふん囲い気きがまったく違ちがうためか、別人に見える。


　鸞は幻げん術じゆつが使える。也真に幻術をかけて莉由の居場所を訊き出すことができるし、万一、敵に遭そう遇ぐうしても、幻術でそれらの敵を眠ねむらせてしまうこともできる。


「……そうですね。莉由ちゃんがどこにいるのか、訊きき出してもらうだけでも……。僕も一いつ緒しよに行きますから」


「舜兄は、陝邑をもう一回捜してみて。犯人が呪術師なら、結界の中に隠かくされてて俺たちが気づかなかっただけかもしれないし、もしかしたら、也真からこっちに何か連れん絡らくがあるかもしれないもの」


　舜は心配そうだったが、「絶対に無理はしないでくださいね」と、結局晄たちを送り出してくれた。








　陝邑の西は、広々とした黄河の河原である。黄河が氾はん濫らんすると水すい没ぼつするその河原には、黄土が積もり、草木一本生えていない。ただ凍いてつくような風が吹ふき抜ぬけているばかりだった。


　荒こう涼りようとしたその河原を、晄は馬に変化した煒白に乗って桃林へ向かう。東の空が濃のう紺こんに色を変え始めていた。


　煒白の首の辺りにはチャウがしがみつき、チャウの背にはひよこ姿の鸞が乗っている。汪李は小こ蛇へび姿で晄の左ひだり腕うでに絡からまっていた。


『ここには莉由の匂においは残っていない』


　煒白は頭をもたげて風の匂いを嗅かいだ。


『だが、桃林へ行くには、この道以外にはないぞ。空を飛んで行ったのであれば別だが』


　汪李が西に目を向ける。


　河原の向こうには、南から黄河に注ぐ陝せん川がわが流れ、その先には険しい山がそびえている。桃林と陝邑をつないでいるのは、その山あいの谷の細道一本だけだ。陝せん西せい谷こくと晄たちが呼んでいるその谷の細道が、西方から中原へ入る唯ゆい一いつの陸路だった。代々陝邑の領主は、殷の入り口にあたる陝西谷の細道と、この河原を、敵国から守る役目を負っているという。


『也真の目的は、我らを陝邑から出すことなのかもしれぬな』


　汪李は言った。


　陝邑には軍隊がない代わりに、汪李たち三人の妖がいることを也真は知っている。也真は晄を桃林におびき寄せて、その隙すきに陝邑に攻め入ろうとしているのではないかと彼は言う。


「でも、そんなこと言ってられない。莉姉を連れ戻もどしたらすぐに引き返せばいい。いそいで助けなきゃ。きっと恐こわがってる──」


　晄は、山の裂さけ目のような細い谷を見つめて唇を嚙かむ。


『莉由は恐がらない。多分、怒おこっている』


　煒白はぼそりと言った。彼は以前、呪じゆ詛そをかけられて莉由を人ひと質じちにしたことがあり、彼女から、もの凄すごく叱しかられたことがあるのだ。


　河原を横切る陝川は、幅はばは二十丈じようあまりもあったが、それほど深くはなさそうだった。煒白はその川を神しん妖ようの脚きやく力りよくで一気に跳とび越こえる。


『雨の多い夏は増水して、川かわ幅はばも広くなり水かさも増すが、今の季節は人が歩いて渡わたれる。無論、鬼方軍の騎馬兵も──』


　汪李は不安げだった。


　陝西谷の細道へ入ると、途と端たんに辺りが真っ暗になった。左右から迫る切り立った山やま肌はだが、空を遮さえぎり、狭い箱の中に閉じこめられたような気分である。


『ここは風が澱よどんでいる。なのに莉由の匂いが残っていない』


　走る速度を落とさずに、煒白は辺りの気配を窺うかがう。


　陝西谷を抜けると、視界が一気に開けた。どこまでも続く平原の右手には広大な黄河が黒々と横たわり、左奥には険しい秦嶺山脈の山並みが濃こい影かげとなって、明け始めた空に浮うかび上がっている。


『桃ももの花の香りがする』


　煒白は足を止め、左側の山に目を凝こらす。晄には見えないが、山の斜しや面めんに桃の木があるのかもしれない。


「桃の花？　冬なのに？」


『そう言えば、この辺りでは昔から冬に桃の花が咲さいた』


　汪李も首をもたげて山の方を見た。先月、崑崙へ行った折に火神祝しゆく融ゆうから自分の過去を聞いてから、彼は異界で眠る以前の記き憶おくを少しずつ取り戻していた。


『桃の香りのせいか、鼻が利きかない。これでは莉由の匂いがわからない』


　煒白は、注意深く辺りに目を配りながら、緩ゆるやかな下り坂を歩き始めた。


『むせかえるようだな』


　汪李も顔をしかめる。晄には桃の香りは感じられないが、汪李たち妖にとっては相当強い匂いらしい。


「鬼方軍は？」


『桃林城の北、黄河よりの平地に陣じんを布しいている。馬だけで五千頭はいる。兵の姿は見えないが、陣じん屋やの中の気配からするとやはり五千ぐらいだろうか』


「噓うそ……」


　晄は青くなった。五千は大部隊である。鬼方は騎き馬ばで戦うため、兵の数が同じであれば、その機動力は戦車と歩兵を用いる殷軍を遥はるかに凌しのぐと聞いている。


「陝邑を攻略したら、洛らく邑ゆう、亳邑まで手を伸のばすつもりなのかもしれない……」


　殷は、陽甲王が心の病に罹かかって暴政を振ふるっているために、国が乱れている。諸しよ侯こうは離り反はんし、亳邑の楓牙も南洛水で起きた叛はん乱らんの平定に行っていると聞く。今、鬼方に攻せめられれば、亳邑が危ない。


『亳邑が落ちたら、殷は滅ほろぶであろうな』


　汪李は言った。亳邑は中原の中なか程ほどに位置し、殷の初代王成せい湯とうが都を置いた大都市だ。


「鬼方を陝邑で止めなきゃ──。でも、俺、戦いくさはしたくないんだ」


　汪李たちがいれば、たとえ鬼方の五千の兵が呪じゆ術じゆつの使える眉軍兵だとしても、絶対に負けるわけはないが、晄は彼らを人間と戦わせたくなかった。


『心配はいらない。まず、さっき通ってきた谷の細道の入り口にチャウを置く。次に汪李が河原に雨を降らす。すると、チャウは膨ふくらんで道をふさぐ。チャウを乗り越える者がいても、川が深くなっているので渡れない。戦わずに、鬼方軍を止められる。完かん璧ぺきな作戦』


「その手があったね。膨らんだチャウを縮めるのに、ちょっと苦労するかもしれないけど」


　煒白の名案に、晄はようやく気持ちが軽くなった。


　やがて、遥かな地平に桃林の城じよう郭かくが見えてきた。煒白の足なら、日が昇のぼる前に余よ裕ゆうで着ける。


　ところが──。


『わんわん』


　突とつ然ぜん、煒白の首にしがみついていたチャウが振り返った。見ると、チャウの背中に乗っていたひよこが、もふもふした毛の中にへちゃっと埋うもれていた。


「鸞!?」


　晄は急いで毛の中からひよこをすくい上げた。鸞は黒に近い藍あい色いろの、夜空のような色をしているが、なぜか朝焼けの空のような暗い赤に変色している。


「いったいどうしたの!?」


　しかし、鸞はぐったりとして目を閉じたままだ。


「夜明けが近いからかな？　でも、まだ朝ってほど明るくなってるわけじゃないのに」


　昼と夜が入れ替かわる時刻は、鳳と鸞は一つの体を共有する。その間、藍色のひよこは次し第だいに黄色に変わっていくのだが、暗赤色というのはどういうことだろうか。


『陰いんの気が薄くなっている。この際、日が昇るのを待った方がいいかもしれない』


　昼は陽、夜は陰に属し、この時刻ではまだ夜のうちに入るはずだが、陰の気が少ないらしい。


　左手の山やま裾すそに、煒白が黄土を掘ほって造られた無人の住居、窰よう洞どうを見つけたので、そこでしばらく鳳鸞の様子を見ることにした。


『何か変だ。谷の細道を抜けた時から感じていたが』


　晄とチャウが煒白の背から下りると、馬から人ひと形がたに変へん化げした彼は、首や肩かたをこきこきと回した。


『うむ。我も妙みような違い和わ感かんがある』


　汪李も晄の腕うでから解け、人形に変化する。彼も訝いぶかしげに眉をひそめていた。


「違和感て？」


『体の調子がおかしい。具合が悪いわけではないのだが』


「チャウは何ともないの？」


　チャウは晄の足元で心配そうに見上げているチャウに尋たずねた。


『わんわん』


「他ほかに人がいない時は、普ふ通つうに喋しやべっていいんだよ」


『わん、わわ？　わんわん──ん？』


　言いながら、チャウは小首を傾かしげた。


「え？　喋れないの……？」


　晄はしゃがみこんで、チャウの顔をのぞき込んだ。晄は、常人には聞こえない妖あやかしの声を聴きいたり、動物の気持ちを読み取ったりするという特とく殊しゆな能力を持っているので、チャウの言いたいことはおおよそわかる。それによると、『ぼくはげんきー、でもおくちがへんー』なのだそうだ。


「やっぱり、何かおかしい」


　晄は、汪李や煒白と顔を見合わせた。


　窰洞で火を焚たき、晄は鳳が出て来やすいようにひよこを温め、チャウもペロペロとひよこを舐なめる。ついでに革かわ袋ぶくろに入れて腰こしに下げていた炒いり豆や干し杏あんずなどで腹ごしらえしておく。


　その間に、煒白は城郭の北で陣を布いている鬼方の陣じん営えいを探さぐりに行った。俊しゆん足そくの煒白は半刻もしないうちに戻って来たが、莉由の気配はなかったという。


『私たちが莉由を捜さがしに来ることは、也真も予想しているだろうから、天幕を張っただけの陣営に置いておくとは、最初から思っていなかったが──』


「也真は？」


『陣営の中にいた。姿は見なかったが、声が聞こえた』


「莉姉は城下にいるのかな。桃林城の中とか」


　鸞が元気だったら、それを訊き出せたのだが、彼は晄の手の中で力なく横たわっている。呼吸はゆったりとしていて、苦しそうではない。深く眠ねむっている感じだ。


（いったい鳳と鸞に何が起こってるんだろ）


　そのうちに朝日が昇り、晄が窓まど際ぎわに出てひよこを太陽の光に当てると、ひよこはいつもの黄色に変わった。やがて、パチッと目を開ける。


『だりー、なんつー寝ね覚ざめの悪さ』


　ひよこは、翼つばさの先で眼めをこする。いつもの鳳だ。


「よかった──」


　晄はホッと息をついた。


『夜明け前に幻げん術じゆつを使って莉由を捜し出すはずだったのに、役に立たなくてごめん──って、鸞が言ってる。どういうわけか、鸞がいつもより早く引っ込んできて、で、おれはうまく表に出られなくてさ──』


　特にどこが痛むというわけではないが、力が出ないと彼は言う。


『人に変化できねえ。光の槍やりも出せねえ。こんなことは初めてだ』


　鳳は、翼を閉じたり開いたりしながら小首を傾げる。


「これって、誰だれかがみんなに呪術をかけてるのかな？」


　晄は妖たちを見回した。


『わからぬ。呪術をかけられたような感じはせぬが、見え方や聞こえ方はかなり鈍にぶっている』


『私もだ』


　汪李は窓の外の景色に目を凝らし、煒白もうなずいた。


『おれたちはまだ雛ひなだからしょーがねえにしても、水すい妖ようの王と平圃の神妖に、呪じゆ物ぶつもなしで呪術をかけるのは無理じゃねえの』


　鳳は言った。汪李は水妖最強といわれる化か蛇だ族の王であり、煒白は天の園、平圃を守るために創つくられた戦せん闘とう用の妖である。強力な呪具を直接体に打ちこまない限り、術をかけることはできないはずだった。


「いったい、何なんだろうね……」


　誰かが自分たちを陥おとしいれようとしているのか、それとも単なる自然現象なのか、原因がわからなければ対処のしようもなく、ただ、不安ばかりが募つのる。


『とにかく、城下へ行ってみよう。人間に話を聞いてみれば、何かつかめるかもしれない』


　煒白は焚き火を消すと、そう言って馬に変化した。


「莉姉、大だい丈じよう夫ぶかな……」


　煒白にまたがりながら、思わずつぶやく。夜明け前に莉由を見つけるつもりだったのに、こんな調子ではいつ見つかるかわからない。


『莉由のことは心配あるまい。莉由には自らの手で異界を作り、赤せき龍りゆうを鎮しずめたほどの力があるのだ』


　小こ蛇へびに変化して、晄の腕に巻きつきながら汪李は言った。


「うん。まあ、そうだけど……」


　莉由には何かの力が宿っているらしいが、その正体もわかっていないし、赤龍を鎮めた以外には、まったく力を発揮していないので、今回も莉由を守ってくれるかどうかはわからない。


　也真の目的が陝邑攻こう略りやくであるにしろ、根は優やさしいし、彼が莉由を嫁よめにしたいと思っているのは事実なので、莉由が酷ひどい目に遭あわされることはないだろうが、やはりこの目で無事を確かめるまでは心配である。


（莉姉、今いま頃ごろどうしてるんだろ。縛しばられて、暗くて狭せまいところに閉じこめられてるとか……。寒くないかな。御ご飯はんはちゃんともらえてるのかな）


　はやる気持ちを抑おさえ、晄は窰洞を出ると、桃林の城下に向かって煒白を走らせた。
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「まったく、何てことなのっ!!」


　莉由は衣ころもの裾すそをまくり、バン！　と扉とびらを蹴け飛とばした。すでにこの試みも十数度目になる。しかし何度やっても厚い樫かしの扉はびくともせず、ただ足が痛くなっただけである。


「もうっ。晄ちゃんたちの御飯の支し度たくしなくちゃならないってのにっ！」


　莉由は、今しがた蹴飛ばした扉に、どっかりと寄りかかった。


「今、何時ごろかしら」


　その部屋には窓がなかった。明かりは扉の横に立てられた燭しよくだけである。外が明るいのか、夜なのかさっぱりわからないが、自分的にはかなり空腹なので、きっと夕ゆう餉げの時刻はとっくに過ぎているだろう。もしかしたらもう朝かもしれない。


　苛いら立だってもしょうがない。晄たちは自分で何か作ったか、誰かに食事の支度を頼たのんで、食べているだろう。


「何でこんなことになったのよ」


　昼過ぎ、洗い物をしていたら、虎とらのような目つきをした官かん吏り風の男に、青銅の鏡を向けられたことは覚えている。あれはおそらく異界へ導く呪具だ。舜も似たような物を持っている。


　その後、穴へ落ちるような感覚に陥おちいった。途と中ちゆうで気を失い、地面に落ちた衝しよう撃げきで正気づくと、この扉の前に投げ出されていた。振ふり返った瞬しゆん間かんに扉が閉まったところをみると、この扉が外とつながっているのだろう。それで蹴飛ばしてみたわけだが、成果はなかった。


（お兄ちゃんと同じことができるなんて、あの男──）


　舜も晄も、自分に余計な心配をさせまいと、詳くわしいことは言わないが、晄は何者かに命を狙ねらわれている。だとすれば、自分は晄と引き替かえにされる人ひと質じちだ。


「急いで逃にげなくちゃ──。あたしのせいで、晄ちゃんを危険な目に遭わせられないもの」


　莉由はあらためて自分が閉じこめられているこの場所を見回した。


　陝邑城の大室よりも広い部屋だった。岩を掘ほって作ったものか、壁かべも天てん井じようも床ゆかも白い石だ。壁には色いろ鮮あざやかな織物が下がり、床には厚い毛皮のたかむしろが敷しかれ、貴族の館やかたのような豪ごう奢しやな内装である。囲い炉ろ裏りもないのになぜか室内は暖かく、窓がないことを除けば快適な部屋だ。人質を押し込めておくのはもったいない気がする。


　他に出入り口はないかと、莉由は扉の横の燭を台から外し、それを掲かかげて念入りに壁を照らす。


（あら──）


　扉から見て右側の壁に木の引き戸があった。耳を当てて向こうの様子を窺うかがったが、人の気配はしない。引き戸を一寸ほど開け、中を覗のぞいてみる。そこは寝しん室しつらしく、造りは今いる部屋とあまり変わらないが、夜具が敷かれていた。真新しい、王族や貴族が使うような羊毛の夜具だ。


（本来は誰のお部屋なのかしら？）


　寝ね心ごこ地ちよさそう、などと思いながら、莉由はその寝室に足を踏ふみ入れた。やはりその部屋にも窓はなく、枕まくら元もとに明かりが一つ点ともっているだけだった。


　寝室の奥の戸は、短い廊ろう下かを挟はさんで手洗い場と湯ゆ殿どのに続き、これまた王族が使うような大きな湯船が据すえられていた。体を洗うための絺ほそぬのと綌あらぬのは新品だ。湯殿の壁からは竹たけ筒づつが突つき出ていて、陝邑の温泉と同じく、湯が出っぱなしになっている。この壁の向こうは屋外なのだろうが、最初の部屋や寝室と同じくここも石の壁なので、とてもぶち破って脱だつ出しゆつするのは無理だ。


　湯殿を出て寝室に戻もどり、さらに壁を探さぐっていくと、もう一つ引き戸を発見した。


　そちらは衣装部屋だった。艶あでやかな紋もん様ようが染め抜ぬかれた絹の袿うちぎや、繭まゆ綿わたの袷あわせなどがたたまれ、あるいは衣い架かにかけられている。豪ごう華かさにも目を瞠みはったが、その枚数も半はん端ぱではない。さらに、左右の棚たなには、簪かんざしや珮はいなどが一いつ杯ぱいに並べられている。それらの品々もすべて新品だ。


「きれい──。どこのお姫ひめ様の部屋なのかしら」


　莉由は燭を掲げて、しばしそれらの衣類や装身具に見入った。


「中身は豪華だけど、造りがよくないわ」


　高貴な姫の部屋へ人質を入れておくのも不思議だが、明かり取りの窓すらないのも解げせない。昼でも燭を点さなければならないなんて、ものすごくもったいない。長年の貧びん乏ぼう暮ぐらしで、節約精神が体の芯しんまで染しみ通っている莉由にとって、浪ろう費ひは敵だった。


　脱出口がないか、莉由は寝室や最初にいた部屋をさらに丹たん念ねんに探ったが、例の扉と湯殿の竹筒以外に、外と通じていそうなところはない。


「困ったわねぇ」


　莉由は燭を台に戻すと、毛皮のたかむしろに腰こしを下ろし、分厚い樫の扉を眺ながめた。


（ここは、どこなのかしら？）


　陝邑にこんな家はない──というか、窓のない石の家など、今まで見たことも聞いたこともない。異界にいる間にどこか遠くへ運ばれてしまったのだろうか。しかし、晄をおびき寄せるために自分を人質にしたのなら、いずれ晄はこの近くに来るはずだ。いや、もう来ているかもしれない。


（大声で叫さけべば、煒白や汪李に聞こえるかしら）


　莉由は立ち上がると、大きく息を吸い込み、


「汪李ー！　煒白ー！　あたしのことはいいから、晄ちゃんを守ってーっ！　いいこと、絶対に、犯人の言う通りになんかしちゃだめよーっ!!」


　と、力ちから一いつ杯ぱい叫さけんだ。


　すると、扉の向こうでガタガタと閂かんぬきを外す音がした。


（まさか、声を聞きつけて、助けに来ちゃったの!?）


　莉由は焦あせった。


「あたしのことはいいって言ったでしょ。晄ちゃんは無事──」


　重い樫の扉が音もなく開き、長身の影かげが入って来た。それが汪李でも煒白でもないことに気づいた彼女は、ギョッとして後退あとずさる。


　微かすかな風に揺ゆれる燭の明かりが、男の白い肌はだと彫ほりの深い双そう眸ぼうを照らす。頭頂近くでくくった長い髪かみは、癖くせのある灰はい褐かつ色しよくだった。


「也真……」


　震ふるえる声で、莉由は敵国左大将の名を呟つぶやいた。


「久しぶりだな。元気だったか？」


　薄うすい唇くちびるに笑えみを浮うかべ、彼は強さと狡こう猾かつさを備えた獣けもののような目で莉由を見下ろす。


「あんた……何でここに……」


「外まで聞こえたぞ。自分のことよりも、弟か。お前らしい。その気き丈じようさがたまらないな」


　也真はクスクスと嬉うれしそうに笑い、一歩踏み出した。


　逆に、一歩後退った莉由は、彼の肩かた越ごしに開いたままの扉へ視線を走らせる。扉の向こうは、深い淵ふちのように真っ暗で、外の様子はわからない。


「あたしをうちに帰してよ」


　莉由は也真をじっと見つめ、彼に気取られないように、帯に下げていた青銅の珮をそっと外した。舜が作った土産みやげ物用のお守りである。それを手の中に握にぎり込み、じりじりと後退る。


「帰すくらいなら、最初から拐かどわかしたりはしない」


　空いた距きよ離りを埋うめるように、也真が近づく。扉と彼の背との間に、十分な隙すき間まが生まれた。


（今だわ）


　莉由は、青銅の珮を也真の顔をめがけて思いっ切り投げつけると同時に、ダッと駆かけ出した。しかし也真は、難なく投げつけられた青銅の珮を取り、脇わきをすり抜けようとする莉由を腕うでの中に捕とらえる。


「キャーッ！」


　全身に鳥とり肌はだが立ち、莉由は思わず悲鳴を上げた。彼から逃のがれようと夢中でもがく。


「放してやるから暴れるな」


　也真の腕がゆっくりと開いた。飛び退すさろうとして、勢い余った莉由は尻しり餅もちをつく。


「まるで野育ちの馬だ」


　後ろ手に扉を閉めながら、也真は苦く笑しようした。


「だが、なかなか懐なつかない馬ほど、御ぎよすのはおもしろい」


　彼は莉由の前にしゃがんだ。


「それ以上近づかないで」


　莉由は座ったまま後ろに退り、也真を睨にらみつける。


「鬼方では、男も女も強さを重んじる。お前はきっといい嫁よめになるだろう」


　莉由の視線を平然と受け止め、也真は言った。


「誰だれがあんたの嫁になんかなるもんですか」


「いや、もう婚こん儀ぎの日取りは決まっている。十二月戊ぼ申しんの日、三日後だ。晄にも招待状を送っておいた」


「…………は？」


　莉由は絶句した。


「結ゆい納のうの品も揃そろえた。鬼方では山羊やぎと馬を贈おくるが、一応、殷の風習に倣ならって衣装と飾かざり物にした。奥の部屋にあるが、もう見たか？」


「………………噓うそ」


　自分を拐かした男の顔や、真新しく豪華な衣類や装身具、隣りん室しつの夜具などがぐるぐると頭の中を駆け巡めぐった。うろたえていたのはほんの一いつ瞬しゆんだった。窓のない部屋と、一つきりしかない出入り口のわけを、莉由はすぐに理解した。


「つまり、嫁っていう名目であたしを人質にとって、汪李たちと戦わずに陝邑を乗っ取る算段なわけなのね」


「いいね。賢かしこさも、一つの強さだ」


　也真はクスリと笑い、


「半分以上は当たっている。──だが、陝邑を落とすためにお前を人質にするんじゃない。お前に惚ほれたから、嫁にするんだ」


　彼は、莉由の顎あごをつかもうとした。


　衝しよう動どう的に顔を背そむけたくなったが、それをぐっとこらえ、莉由は真っ直すぐに也真を見み据すえる。


　也真は伸のばしかけた手を途と中ちゆうで止めた。不思議なことに、いつもの獣のような鋭するどい目が、微かに翳かげっている。


「なによ……」


「弟のために犠ぎ牲せいになるつもりか」


「そうよ、悪い？　晄ちゃんは戦いくさをしないで、あんたの陝邑侵しん攻こうを止めたいと思ってるはずだもの。あたしがちょっと我が慢まんすることでそれができるなら安いもんだわ」


「そう思えることも一つの強さだな」


　也真は薄く笑い、再び莉由に手を伸ばす。今度は容よう赦しやがなかった。彼は莉由の首の後ろに手をかけ、顔を引き寄せる。


　莉由は目をそらすまいと、必死で也真を見つめ続け、彼もまた莉由をじっと見つめた。彼らしくない、一いち途ずな眼まな差ざしだった。


　突とつ然ぜん、ふわりと也真の方から近づいてきた。肩かたに莉由の額が触ふれる寸前で彼は止まり、結ゆい上げた髪にそっと口づける。莉由の心臓が跳はね上がった。カタカタと全身が震え始める。


「俺は本気だ。お前を正せい妃ひに迎むかえるのは、陝邑をとりたいからじゃない」


　也真はそう囁ささやくと、莉由から手を離した。


　耐たえきれず、莉由は横を向いて自分の腕を抱だく。だから、その時の也真の顔が少し辛つらそうだったことには気づかなかった。


　彼はおもむろに立ち上がり、扉とびらへと向かった。


「知ってるか？　暴れ馬ってのは、怒おこってるんじゃない。怯おびえているんだ」


　去り際ぎわに、也真は一度振ふり返るとそう言って扉を閉めた。


　しばらく息を詰つめていた莉由は、ほーっと長い吐と息いきをついた。途と端たんに涙なみだがドッと溢あふれてきた。


「あら、あたしったら……何で……」


　慌あわてて袖そでで頰ほおを拭ぬぐう。


「ほんとにもう、何て人なの。三日後に婚儀ですって？　信じられないわ。何でもかんでも力ずくで思い通りにしようとするんだもの。これだから男って──」


　嫁になど行きたくはないが、何としても也真を説得し、彼に陝邑から手を引かせなくてはならない。覚かく悟ごは決まっているにもかかわらず、なかなか止まらない涙を、莉由は自分でも不思議に思った。
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『何かいまいち。日差しの下にいても、あんまり日の光を感じねえ。何でかな』


　チャウの背の上で、鳳は空を見上げた。


「こんないい天気なのに」


　桃林の青い冬空には雲一つなかった。朝の冷え込みは厳しく、吐はく息は白かったが、背中に当たる日は、柔やわらかな暖かさを晄に伝えていた。


『おれ的には朝って感じがしねーし、冬って感じもしねーし、薄ぼんやりとした何かに包まれてて、陰いん陽ようの気が届いて来ねー気がするんだ』


　この世のすべての事象は、相反する陰と陽の二つの気の流れによって消長盛せい衰すいする。夏は陽、冬は陰に属し、昼は陽、夜は陰に属する。鳳と鸞はこの気の流れに敏びん感かんなのだが、今はそれが感じられないのだという。


「前に、陝邑が陰に属する妖あやかしに占せん拠きよされた時だって、鳳は全然平気だったのにね」


　その時の陝邑は、昼でも真っ暗で、三月も末だというのに、真冬のような寒さだったが、鳳鸞の昼夜の交こう替たいに影えい響きようはなかったし、二人とも人ひと形がたで術をつかいまくっていた。


『常に流れているはずの二つの気が、この地だけ止まっているのだろうか。こんなことがあるとは、私の知識の中にもない』


　女め神がみ英招から、この世のすべての知識を授さずけられた煒白も、不思議そうだった。


　やがて左手に、ひときわ高く白い山が見えてきた。雪が積もっているのではなく、山そのものが白っぽい岩でできているらしい。


「すご──。花が咲さいているみたいだ」


　中腹までは緑の松林に覆おおわれ、青空に向かって伸びる斜しや面めんは垂直に近いほど険しく、白い頂上はいくつもの峰みねに分かれていて、まるで開きかけた花のようだった。それが朝日を浴びて、神こう々ごうしいほどに輝かがやいている。


『五岳の一つ、華山だ』


　煒白は言った。


「へえ、あれが──。汪李に乗って崑崙へ行った時に、ちらっと眺ながめたことはあるけど」


　五岳とは、創世の神、盤古の体からできた聖なる五つの山の総そう称しようである。


　盤古の頭からできたという東岳泰山は、殷の王都奄えんの北にあり、今年の正月に晄はそこへ登って、泰山の神であり人の魂たましいを司つかさどる東とう岳がく大たい帝ていに会っている。泰山もかなり険しかったが、この華山はさらに峻しゆん険けんで、人の足では登れないと聞いたことがある。


『手前の東の峰が朝ちよう陽よう峰ほう、西が蓮れん華げ峰ほう。黄河と渭い水すいに面している北の峰が雲うん台だい峰ほう、南の落らく雁がん峰ほうは秦嶺山脈、終南山に続いている』


　煒白は朝日を照り返す白い山頂を見上げた。秦嶺山脈の中部から東部にかけてを終南山と呼び、陝邑の南にまで山並みが続いているが、終南山の主しゆ峰ほうは華山の南西にある。


『おっかねえとこだよな。いや、山が険しいって意味じゃなくてさ』


　チャウの背の上で、鳳は伸び上がってふもとの街を見み渡わたす。


　華山を囲む形で、東の殷、西の周、南の召があり、黄河沿いに北上すれば鬼方がある。桃林は、それら四つの大国へ通じる街かい道どうが交わる場所だ。


「すごく小さい国なのに、他ほかの大国から滅ほろぼされないのが不思議──。ってか、こんなとこによく人が住んでるよね」


　晄は、右手の黄河に目をやる。流れに沿って上流に眼めを凝こらせば、前方には秦嶺山脈沿いに東流する黄河最大の支流渭水と、南流してきた黄河がぶつかり、華山を避さけるようにしてこちらへ向かって来る様子が見える。黄河と渭水のどちらかの上流で雨が降れば、たちまち河が溢れて、この桃林は水すい没ぼつしてもおかしくはない。


『河伯は華山を重んじている。大昔は、華山がもう少し黄河に迫せまり、黄河が増水すれば華山のふもとは水みず浸びたしになったが、河伯が華山と中ちゆう条じよう山さんを押して河道を南北に広げ、華山が水に侵おかされないようにしたのだ』


　黄河を住み処かとする水すい妖ようの王、汪李は言った。


「中条山て、陝邑対岸の？　さすがに神様のやることは規模が大きいね」


『朝陽峰に、その時の河伯の手形がある。見えるか？』


　煒白がそう言うので、晄は目を凝らしてみたがよくわからない。


『おかしい。我にも見えぬ。黄河を住み処としていた頃ころは、濁にごった水流の中からでもその手形が見えていたのだが』


　小こ蛇へび姿で晄の左腕に巻きついている汪李が首を傾かしげた。


『昨夜よりも、見え方や聞こえ方が鈍にぶっているようだ』


　彼は目を細め、不安げに辺りの景色を眺めた。


『桃の香かおりが強くなっている……』


　煒白が呟つぶやいた。








「さて、二十歳ぐらいの娘と言われてもなあ」


　しばらく進むうちに、葉の落ちた灌かん木ぼくの間に畑地が点在するようになり、朝の野の良ら仕事に出て来た里人の姿がちらほらとあった。晄はそれら農家の人たちに尋たずねて回る。


「三日後には華か霊れい祭さいがあるんで、行商やら何やら出入りが激しいからな。他の国から来た者は一応城門で検あらためられるから、そこで訊きいてみればいい」


　莉由を見かけたと言う者は誰だれもいなかったが、里人からそう教えられた。


「華霊祭？」


　三日後と言えば、也真と莉由の婚こん儀ぎの日だ。


「華山の嶽神、西さい岳がく大たい帝ていのための祭さい祀しだ。お前さん、陝邑の人なら聞いたことないかい？　雲台峰の中腹にある桃の林はこの時季に花が咲くんだが、それに合わせて、国を挙げての盛大な祭りをやるんだ。その桃の花の下で友が友情を誓ちかったり、男女が愛を誓ったりすれば、永遠の絆きずなが結ばれるっていう言い伝えがあってね。婚儀のために遠くからやって来る二人連れがけっこういるんだよ」


　彼は日に焼けた顔をほころばせ、うきうきとした様子だった。


　晄は、その里人に礼を言って街を囲む城じよう郭かくへと向かう。


「華霊祭だって……俺、知らなかった。也真は、その永遠の絆が結べるっていう桃の花の下で、莉姉と誓うつもりなんだ」


『私の知識にもなかった。もしも本当に桃の花にそのような力があるのなら、二人が誓う前に莉由を取り戻さなければならない』


　煒白の声は硬かった。


　城郭が近づくと、晄は人ひと気けのない場所で煒白を止め、彼に脛すねあてに変へん化げしてもらう。殷では馬は馬車を引くものであって、乗るものではない。也真は、晄が煒白に乗ることを知っているので、城門で検められる時に身元がばれて、捕とらえられる恐おそれがあったからである。もちろん、汪李と鳳を懐ふところの中に隠かくしておくことも忘れない。也真はチャウのことは知らないはずだし、今よりも縮めるには相当乾かん燥そうさせなくてはならないので、そのまま連れて行く。


　案の定、城郭の東門には、門番以外に弓を背負い、丈たけの短い身しん甲こうを着けている鬼方の兵が見張りを務めていた。


「途と中ちゆうで姉とはぐれたのですが──」


　晄は、亳邑から来た旅人だと門番に告げた。鬼方の兵をちらりと見やったが、彼らは殷の言葉がわからないらしく、特に反応を示さなかった。


「昨日も今日も、他国の若い娘がここを通った記録はない」


　親切にも、門番は冊さくを持ち出して調べてくれたが、莉由が通過した形けい跡せきはなかった。


「他の門から入ったのかな」


　城内に入り、取りあえず晄は南門に向かうことにする。


「すごい人だね」


　よく整備された大路の両りよう脇わきには食べ物や衣類、装身具を売る店が並び、大勢の買い物客で賑にぎわっていた。その間を縫ぬうように、馬車や荷車が忙いそがしく行き交かっている。陝邑も、温泉地として知られるようになってからは活気づいてきたが、規模が全然違ちがう。まるで、今年の正月に見た王都の市のようだ。


『わんわん』


　背後でチャウが呼んだ。『あしがいっぱいすぎで、どれがこーくんのあしかわかんないー』のだそうだ。晄は彼を抱だいて行くことにする。


『鬼方軍が駐ちゆう留りゆうしてるってのに、なんて脳天気なんだ』


『戦いくさが起こるとか、我らがここで暴れるやもしれぬとかは、まったく想定しておらぬらしい』


　懐からひよこと小蛇が並んで顔を出し、チャウの頭越ごしに街の様子を眺める。


「妖の登場は、もともと想定外だろうけど──。それにしても、みんな元気そうだし、物も豊富だね」


　賑やかだった王都も、秋に訪おとずれた時には見る影かげもなく荒こう廃はいし、瘦やせた民人が路地裏で身を潜ひそめていた。他の邑ゆうも多かれ少なかれ、困こん窮きゆうしていることは湯治客から聞いている。それに比べ、店先に並ぶ売り物の種類や量だけでも、桃林がかなり豊かだということがうかがえた。


「殷王から、再三朝ちよう貢こうの催さい促そくがあったらしいですけどね。領主様が突つっぱねてるんですよ」


　朝食代わりの蒸むし餅もちを買った店で、それとなく尋ねてみると、店主は誇ほこらしげにそう答えた。


「すごいよね。吹ふけば飛ぶような小国なのに、王様の命令に逆らうなんて」


　蒸し餅を頰ほお張ばり、大路を歩きながら晄が言うと、


『王に逆らう桃林に制裁を加えるのは、陝邑領主の役目なんじゃねーの』


　と、鳳に揶や揄ゆされた。


「そっか。俺がこんなんだから、桃林が豊かなのか──って、笑い事じゃない。俺のとこに、鬼方軍を撃げき退たいして桃林を奪だつ還かんせよ、っていう命令が下るかもしれないってことだよね」


　王都から陝邑まで、最速の方法を駆く使ししても七日はかかる。使いが到とう着ちやくしていないだけで、命令はすでに下っているのかもしれない。


「命令が下っても、俺にはそんなことできないけど……」


『だが、王命に逆らえば、今度は陝邑が討とう伐ばつの対象になるぞ』


　汪李は言う。


「急いで莉姉を見つけなきゃ──」


　思わず歩く速度が増してくる。莉由を人ひと質じちに也真から降こう伏ふくを迫られ、一方で陽甲王から鬼方の撃退を命ぜられてしまったら、打つ手がなくなってしまう。莉由を取り戻もどし、あの谷の細道をふさいでしまうのが、今できる最善の策だ。


（根本の解決にはならないけど──）


　そんなことを考えながら急ぎ足で大路を曲がった時、うっかり老ろう夫ふう婦ふにぶつかってしまった。


「あ──と、ごめんなさい」


　ぶつかった相手は老夫婦の夫の方で、彼が持っていた袋ふくろが落ちて、入っていた榛はしばみがバラバラと転がり出た。


「すみません」


　晄はチャウを置いて榛を拾い集める。


「いえいえ、こちらこそすみませんでしたね。呑のん気きに歩いていたものですから」


　一いつ緒しよに榛を拾う彼の言葉には、外とつ国の訛なまりがあった。


「あなた、見て。子犬よ」


　妻はしゃがんでチャウを撫なでている。こちらはきれいな殷の標準語だ。


「この犬は、祭祀の犠ぎ牲せいになるのですか」


　老人が尋ねた。


「とんでもない。チャウは俺の友だちですから」


　晄はブンブンと首を振ふる。友だち以前の問題として、崑崙の妖あやかしを供く物もつにしたら西せい王おう母ぼが怒ど鳴なり込んで来てしまう。


「よかった。あまりにも可愛かわいいので、犠牲に捧ささげられたら可か哀わい想そうだと思ってしまってね」


　去り際ぎわに、彼はニコニコとしてそう言った。


「異国の旦だん那なさんと、中原育ちの奥さんなんだね」


　老夫婦と別れると、晄は再びチャウを抱き上げて歩き始める。殷では犬を犠牲に使うが、彼はそういう習慣がない国の出身なのだろう。


『顔つきからすると、南方出身だな』


『東西南北すべての道が開かれているため、ここには様々な国の者が住みついている』


　懐の中に引っ込んでいた鳳と汪李が顔を出した。


「あの御ご夫婦、仲がよさそうだった……」


　殷では、他国の人間に対する差別意識が激しく、大たい抵ていは奴ど隷れいか祭祀の犠牲にしてしまうが、桃林では、外つ国の者同士が、お互たがいの文化や習慣を理解しあってともに暮らしているのだ。


「大国に挟はさまれてるのに、ちゃんと国を保ってるし、民たみの暮らしは豊かだし──。桃林の領主ってすごいと思う。陝邑もこんな街にできたらいいんだけど──」


『陝邑と桃林の条件はあんまり変わんねーよな。領土の広さも同じぐらい、国境の街とか、河と山に挟まれてて畑が作りにくいっていうとこもさ。陝邑は流る刑けい地だから、民が少ない代わりに、横よこ槍やりを入れてくる貴族もいねーし。お前ならやればできるんじゃね』


　鳳はそう言ってくれるが、現実は鬼方に姉をとられ、殷王から戦を命ぜられたらどうしようと、おろおろしている状態である。


（桃林侯こうって、どんな人なんだろう。もしも俺と同じ立場に置かれたら、どうするかな）


　晄はふと、そんなことを思った。


　やがて、城郭の南門が見えてきた。門前には鬼方の兵士が立ち並んでいる。


『なんか、やな感じだぜ』


　鳳が言った。それは晄も感じた。大路には大勢の民人が行き交っているというのに、兵たちの視線が微び妙みようにこちらに集まっているような気がする。


「もしかして、俺のこと、ばれてる？」


　晄は引き返そうと踵きびすを返した。しかし、人ひと混ごみの向こうに、こちらへ向かって歩いて来る数名の鬼方兵が見える。彼らの目は確実に晄を捉とらえていた。そのうちの一人に見覚えがあった。三門峡の事件の時、陝邑に潜せん入にゆうしていた也真を迎むかえに来た鬼方王の衛え士じだ。


「やば──」


　晄は次の十字路まで何気ないふりをして歩き、角を右に曲がるとタッと駆かけ出した。後ろで、何事かと騒そう然ぜんとする民人の声に混じって、兵たちの呼び交う声がする。


『尾つけられていることに気づかなかった』


『おれもだ』


　汪李と鳳は愕がく然ぜんとしていた。


「一いつ旦たん、城外へ出よう」


　晄はチャウを抱かかえたまま、城じよう壁へきに向かって真っ直すぐに走った。隠れ場所を探して人混みの中を右往左往するよりも、外へ出る方が安全である。脛あてに変へん化げしている煒白の力があれば、城壁を跳とび越こえることなどわけない。しかし──。


「煒白、どうしたの？」


　晄の走る速度が、いつものように上がらない。


『わからない。力が出ない』


　狼ろう狽ばいした様子で煒白は答えた。鳳鸞と同じく、煒白も本来の力を発揮できなくなってしまったのだ。これでは、とても城壁を跳び越えることはできない。


　晄はさらに脇わき道みちを折れ、民家が密集する小路に入る。けれど、鬼方兵の声は少しずつ近づいていた。馬の蹄ひづめの音も聞こえてくる。


（どこか、隠かくれるところは──）


　晄は辺りを見回したが、隙すき間まなく家々が立ち並ぶばかりだ。怪け訝げんそうな人々の目が晄に向く。


　身を隠せそうな場所を探して、いくつもの路地を曲がっているうちに、もうどちらへ向かっているのかわからなくなってしまった。蹄の音が、すぐ後ろに迫せまっていた。焦あせって食しよく糧りよう庫らしき倉の角を曲がり、晄は愕然と足を止める。


「あ──」


　正面は、黄土を突き固めた高い城壁だった。左右は倉の壁かべである。戻ろうと振り返ったが、すでに十数騎きの鬼方兵が道みち一いつ杯ぱいに並び、逃にげ道をふさいでいた。兵に囲まれ、晄は壁かべ際ぎわに追い詰つめられる。


「なぜ逃げる。招待状を送っただろう。堂々と訪ねてくればいいのに」


　一頭の騎き馬ばが足を踏ふみ出す。


「也真……」


「意外に遅おそかったな。昨夜のうちに来るかと思っていた」


　鬼方左大将は、唇くちびるの端はしに薄うすい笑えみを浮うかべ、強さと狡こう猾かつさを備えた獣けもののような目で、晄を見下ろした。
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「宜陽侯を捜さがせ！　首をとってはならん。生かしたまま捕とらえるのだ！」


　白馬に乗り、深しん紅くの裼せき衣いをひるがえして、楓牙は南洛水北岸の河原を駆ける。彼は青銅の冑かぶとを被かぶり、丈たけの短い鎧よろいを着けていた。左手で手た綱づなを操あやつり、右手には玉が象眼された抜ぬき身の剣けんを振りかざして、兵たちを鼓こ舞ぶする。


　河原では敵味方合わせて数百乗の戦車と二千近くの歩兵が、砂すな煙けむりをあげて交こう錯さくしていた。


　戦せん鼓この音が轟とどろき、空には矢が飛び交かった。


　戦車には四頭の馬が横一列に軛くびきにつながれ、甲かつ冑ちゆう兵三名が乗っていた。中央の兵が御ぎよ者しやを務め、両りよう脇わきの兵が弓もしくは戈ほこを持って、敵の戦車とすれ違ちがいざまに弓を射り、あるいは戈で相手の喉のどを狙ねらう。し損じた敵を、一足遅おくれて走る歩兵が長なが柄えの鉞まさかりで迎え撃うった。


　亳邑軍は、じりじりと宜陽の兵を川かわ縁べりへと追い詰めていた。


（お前たちに、もう勝機はない。早く逃げろ）


　先せん陣じんに立って自軍の士気を上げる一方で、楓牙は、数を減らしていく敵の軍勢を苦い思いで眺ながめる。


「申し上げます！」


　伝令が楓牙の前に膝ひざをつく。


「脩しゆう牙が様より、宜陽侯は右軍の囲みを破り、敗走を始めたとのこと。急ぎ、追つい撃げきするようにとの御命令でございます」


「わかった。──累るい焰えん！」


　楓牙は背後を振り返り、影かげのようにつき従っている黒い裼衣の従者を呼んだ。


「中軍より一個大隊を連れて、周しゆう山ざんの森から回り込み、横から叛乱軍を川へ追い込め。宜陽侯を捕らえたら、兵は逃がして構わん」


「御ぎよ意い」


　駆け去る累焰の背を見送り、楓牙は小さな嘆たん息そくを漏もらすと、


「叛乱軍を上流へ追え！　敵の兵力を分断するのだ！」


　自ら敵兵の中に飛び込んで行った。








「悪かったな。宜陽侯があそこまで粘ねばると思わなかったのだ」


　陣じん屋やの中に入って来た脩牙は、冑を取り、額にかかった長い髪かみを搔かき上げながら苦く笑しようした。宜陽侯に突とつ破ぱを許した右軍は、脩牙が指揮を執とっていたのだ。


「こちらこそ。私も兄上に援えん軍ぐんをお願いするような事態になるとは思っていませんでした」


　先に席に着いていた楓牙は、用意しておいた觥さかずきを脩牙に渡わたす。


　南洛水の南岸一帯に勢力を持つ宜陽侯が、突とつ然ぜん洛邑に攻せめ入ったのは今月初めのことだった。大軍を持たない洛邑は宜陽軍に占せん拠きよされ、亳邑の楓牙に叛乱軍討とう伐ばつの命が下った。楓牙は洛邑の奪だつ還かんに成功したものの、ほぼ同時に嵩山南の負ふ黍しよが挙兵し、手て薄うすになった亳邑に攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのである。


　楓牙は、黄河対岸の耿邑を治める脩牙に援軍を求めた。叛乱軍を殲せん滅めつするつもりで戦うなら、亳邑軍だけでもやってできないことはないが、楓牙は無む駄だな血を流したくなかった。耿邑が動いたと知れば、叛乱軍が降こう伏ふくすると考えたのだ。予想通り、負黍は間もなく兵を退いた。


　脩牙はそのまま楓牙に合流し、亳邑耿邑の両軍は叛乱軍を南洛水の河岸に追い詰め、今日、累焰によってようやく宜陽侯を捕らえることができたのである。


「洛邑を落とし、お前をおびき寄せておいて、亳邑を負黍に乗っ取らせるのが、宜陽侯の戦略だったのだろう。いずれは[image: ]邑をとって王都へ攻め上るつもりだったか──」


　脩牙は苦い顔で觥を口にする。


「おそらく──。鄭ていあたりでも不ふ穏おんな動きがあるといいます」


　楓牙はうなずいた。


「まずいな。諸しよ侯こうが連合し始めているというのに、私たちは頭を出した土竜もぐらを叩たたいているだけだ。根本を解決しなければ、そのうちに殷が滅ほろぶ」


　脩牙の言う根本の解決とは、陽甲の暴政を止めることだ。


「主上の御容態はいかがです？」


　楓牙は尋たずねた。楓牙は殷王陽甲の末の異母弟である。脩牙は陽甲の同母弟で、楓牙にとっては陽甲を含ふくめて四番目の兄にあたる。互いの母の氏族同士の確かく執しつもあり、一人だけ妾しよう腹ふくの楓牙は兄たちに妙みような遠えん慮りよがあったが、脩牙の方では楓牙に親しみを感じているらしく、楓牙と上の三人の兄たちとの仲ちゆう介かい役を買って出ていた。歳が近いことや、実は政まつりごとよりも武術の鍛たん錬れんの方が性しように合っているという似た性格だからか、楓牙も、兄弟の中では脩牙が一番話しやすかった。


「発ほつ作さは起きなくなっているが、まったく覇は気きがない。梓羅々殿どのの言いなりだ。晏仲が苦労している」


　頻ひん繁ぱんに王都へ見み舞まいに行っているという脩牙は、緩ゆるく頭かぶりを振ふった。


「利條様の呪じゆ術じゆつは効いているのでございましょうか？」


　それまで、黙だまって二人に酌しやくをしていた累焰が尋ねた。


「主上の御ご様よう子すを見る限り、かんばしくないようだな。利條は霊れい廟びようにこもったままらしい。先日参朝した時にも彼の顔は見なかった」


「左様でございますか……」


　累焰は、占せん術じゆつの師である利條を案じていた。口止めされているが、陽甲に憑ついているものが共工の核かくであることも、また、梓羅々が共工を育てるために陽甲に取り入った妖あやかしであることも、累焰は利條から聞いていたからだ。


「このまま主上の御容態がよくならなければ、思い切って齊さい牙が兄上への譲じよう位いをお勧すすめするのだが、肝かん心じんの齊牙兄上が反対なさっておられてな……」


　齊牙は、陽甲のすぐ下の兄であり、王位の第一継けい承しよう権を持っている。


「脩牙兄上が、そこまで考えているとは思いませんでした」


　楓牙は瞠どう目もくした。


「昨年の洪こう水ずいで、耿邑の財政も逼ひつ迫ぱくしているのだ。梓羅々殿に贅ぜい沢たくをさせるために粟あわを献けん納のうして、民たみを飢うえさせるわけにはいかん」


　脩牙は忌いま々いましそうだったが、「そう言えば」と、急に笑顔になった。


「この間、狩かりに行ったら、里人が陝邑から粟が送られて来たと喜んでいた。陝邑領主とは親しいのだろう？　機会があったら礼を言っておいてくれ」


「わかりました。この件が落ち着いたら陝邑の様子を見に参ります」


　楓牙は、一年前の約束を晄が果たしたことを知り、顔をほころばせた。


「陝邑領主は庶しよ人じんの出身で、まだ少年だそうだな。主上が大抜ばつ擢てきしたとか。あの流る刑けい地をどうやって治めているのだろう。会ってみたい気もする」
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「陝邑には温泉があるのですよ。風ふ呂ろに入りがてら、引き合わせましょう」


　そんな話をしていると、


「叔しゆく栄えい殿が楓牙様に目通りを願っておりますが」


　と、衛え士じが告げた。


　叔栄は、鬼方に放った望ぼう乗じようである。望乗とは、呪術や占術を用いて警けい戒かいや捜そう索さくを行う尖せん兵ぺいのことで、楓牙は平素から望乗を各地に送り、諸侯や敵国の様子を探さぐらせていた。


「通せ」


　普ふ段だん、望乗の報告を聞く時には人ひと払ばらいをするが、脩牙とは情報を共有しておく方がいいと楓牙は考え、楓牙は叔栄を天幕のうちに招き入れる。


　入室した叔栄は、慌あわただしげに楓牙と脩牙に一礼した。


「鬼方軍が桃林まで南下いたしました。率いるは、左大将呼衍也真。桃林侯、虞ぐ佟とう韋い殿は鬼方に下った由よしにございます」


「何だと──!?」


　楓牙は腰こしを浮うかせた。脩牙も青ざめている。


「晄は──陝邑は無事か？」


「昨日の時点では、鬼方軍は桃林に駐ちゆう留りゆうしたまま、特に際きわ立だった動きはありません。陝邑も平常通り湯治客で賑にぎわっておりました」


　しかし、楓牙の不安は消えない。


　晄は、汪李や煒白、鳳に護まもられている。それを知っている也真が、安直に陝邑を攻めるとは思えないが、桃林からこの地までは、休みなしに馬車を乗り継ついでも一昼夜はかかる。その間に状じよう況きようが変わっている可能性は十分にあった。


「このまま北上して、陝邑で陣じんを布しく──」


　立ち上がりかける楓牙を、「焦あせってはなりませぬ」と、累焰が止めた。


「この戦いくさで、兵たちは疲ひ弊へいし、矢や兵ひよう糧ろうも尽つきかけております。一度亳邑に戻もどり、軍を立て直してからでも遅おそくはございませぬ」


「そうだ。亳邑は負黍の襲しゆう撃げきに遭あったばかりだ。領主が戻ってやらなければ、臣も民も安心できまい。それに、お前がまた亳邑を空けたと知れば、叛乱軍が巻き返しを図はかるぞ」


　脩牙もうなずく。


「桃林と陝邑にはそれぞれ配下の者を残し、変化があればすぐに楓牙様に知らせが届くように調ととのえております。私もすぐに桃林にとって返すつもりでございます」


　叔栄は言った。


「──わかった」


　言い募つのりたい気持ちを抑おさえ、楓牙は拳こぶしを握にぎった。




　三　隣りん国ごくの少年王







「莉姉はどこ？　無事なんだろうね」


　也真に連れられ、晄たちは桃林城の堂どう涂とを正堂に向かって歩いていた。これから、桃林侯、虞佟韋に引き合わせられることになったのだ。


　堂と堂を結ぶ、その塼かわら敷じきの小道を歩きながら、晄は辺りを見回す。よく整備された城内は桃林の衛士に混じって、鬼方の兵が立ち並び、一分の隙すきもない警戒態勢をとっていた。


「もちろん、俺の花はな嫁よめになる女だ。他ほかの男の目に触ふれないよう、大切にかくまってるよ」


　也真はクスクスと笑った。


「莉姉を陝邑から連れ出したのは誰だれ？　この地には何か呪術がかかっているの？」


「さてな──」


　晄の問いに、也真は平然とうそぶく。三人の妖が力を弱めていることを知っているのだろう。


「ところで、それは携けい帯たい食料か？」


　晄の後をトコトコとついて歩いているチャウを、也真は顎あごで指す。


『てめえ、食ったら承知しねえぞ』


　チャウの背の上で、ふんぞり返っていたひよこが剣けん呑のんな目で也真を見上げた。


「これは俺たちの友だちなの。食べ物扱あつかいしないで」


『わんわん、わわわん（ちょっとぐらいならたべてもいいよー）』


　と、チャウは言っていたが、あえて訳さない。濡ぬれると殖ふえる息そく壌じようを食べさせたら、腹が大変なことになりそうだ。


「鬼方では犬は食わん。山羊やぎや馬を守らせるために飼うことはあるが──。ふむ、愛あい嬌きようのある顔だし、なかなか賢かしこそうだ。莉由が寂さみしがるだろうから、これも鬼方に連れて行ってもいいか？」


　真しん剣けんな表情でチャウを見下ろす也真に、


「だめっ！　莉姉も嫁よめにやらないし、チャウもあげないっ！」


　晄は憤ふん然ぜんと言った。


「なぜ、そう息巻く。お前は戦を避さけたいのではなかったのか？」


「そうだけど──」


「陝邑をおとなしく明け渡わたしてくれたら、陝邑を戦場にはしない。民の安全は保障してやる。莉由は正せい妃ひとして丁てい重ちように迎むかえるつもりだ。決して悪いようにはしない」


「そんなわけにはいかないよ。莉姉はきっと、お嫁になんか行きたくないって思ってるし──」


　中原の入り口である陝邑が降こう伏ふくしてしまったら、鬼方軍は一気に殷になだれ込む。今の殷には、鬼方と戦って勝てるだけの力はないだろう。殷は滅ほろび、中原は鬼方のものになってしまう。


「婚こん儀ぎまではあと二日ある。その間に、よく考えてみるんだな。莉由やお前にとって、そして陝邑の民たみにとって、何が一番幸福なのかを──」


　そう言って、也真は薄うすく笑った。


　正堂の前には数名の女によ官かんが待ち受けていた。袷あわせも打ち掛かけも白く、髪かみを結ゆわずに首の後ろでくくっている。巫女みこなのだろうか。


　也真とは正堂の階きざはしで別れ、そこから先はそれら巫女風の女官に案内された。


「あれ……？」


　階を上がって、正堂の回かい廊ろうに足を踏ふみ出した途と端たん、周囲がしんと静まりかえった。空気が澄すみ渡り、日差しさえも色を変えたような気がした。


『結界ではないな』


　小こ蛇へび姿の汪李が、目だけを動かして周囲を窺うかがう。


『神域に入ったような感じだ』


　脛すねあての煒白が呟つぶやく。


　女官たちは足音も立てずに、滑すべるように回廊を進んだ。


　正堂の周囲は鬼方兵や桃林の衛士が歩ほ哨しようを務めていたが、不思議なことに、堂内には官かん吏りらしき者の姿はなく、すれ違ちがうのは巫女風の女官か、男性でも、潔けつ斎さい中の占せん術じゆつ師しのように白しろ装しよう束ぞくで髪を首の後ろで一つにくくっている。


「佟韋様はこちらでお待ちです」


　女官は、五つに仕切られた堂の中央の間に晄たちを連れて行った。


「大室──？」


　晄は驚おどろいた。正堂の中央の間、大室は重要な評議を行ったり、正式な会談を行ったりする場である。しかも、先に桃林侯は入室して待っているという。賓ひん客きやく扱あつかいだ。


　この部屋に、大国に囲まれ、陝邑と変わらない領土しか持たないにもかかわらず、国としての体制を崩くずさずに、民の豊かな暮らしを守り続けている領主がいるのだ。


（いったいどんな人なんだろう……）


　晄は顔が強こわばるのを感じながら、大室の戸をくぐった。


　大室の最さい奥おうの席に、一人端たん座ざしている桃林侯を見て、晄は目を瞠みはった。


（天てん女によ──？）


　彼は、真っ白な袷に、白い紗しやの肩かた掛かけを羽織っていた。その白い衣ころもの上を、結わずに流したままの黒くろ髪かみが艶つや々つやとして腰まで垂れている。中央できれいに分けられた前髪の下には、まなじりの切れ上がった目が、静せい謐ひつな光をたたえていた。身にまとう衣と、美しく高貴な容よう貌ぼうを見て、一いつ瞬しゆん天女かと思ったが、紛まぎれもなく人間で、整った鼻筋や顎の線は女のものではない。


　歳は、おそらく晄とほとんど変わらないだろう。彼は、天界に住む方がふさわしいと思われるような少年だった。


　彼は、真っ白な衣の袖そでを払はらい、


「桃林領主、虞佟韋と申します」


　と、両手を重ね合わせて、丁てい寧ねいに拝礼した。さらさらと長い黒髪が肩かたに流れる。


「陝邑領主、晄──です」


　晄は、佟韋へ目を釘くぎ付づけにしたまま、上の空で礼を返した。


「若じやく輩はい者なので、驚かれましたか？　僕も、陝邑領主が僕と同じぐらいの歳だと聞いた時には驚きましたよ」


　彼は微かすかな笑えみを浮うかべた。穏おだやかだが、大人びた笑顔だ。


「もしや、貢みつぎ物ですか？」


　彼が、チャウとその上のひよこを指差したので、


「違います！　食べ物じゃありません」


　晄は慌あわてた。


「冗じよう談だんですよ。崑崙の息そく壌じようと、鳳ほう皇おうでしょう？」


　鳳ばかりか、チャウの正体まで一目で見み抜ぬかれたことに、晄は一層驚いた。鳳のことは也真から聞いたにしても、佟韋はチャウのことを知らないはずだ。


「僕には、普ふ通つうの人には見えないものが視みえるのですよ。左大将から陝邑領主には妖あやかしが従っていると伺うかがった時には、信じられませんでしたが──」


　佟韋は目を細めて、晄の左腕の腕うで輪わと右脚の脛あてを順に眺ながめ、最後に晄の顔を注視した。


「大変なものを背負っておいでですね……」


　晄にまとわりついている、清と濁だくの光、すなわち河伯の加護と共工の気が、彼にはわかるのだろうか。


「脛あてを着けたままでは、晄殿どのも座りにくいでしょう？　化か蛇だの王と平圃の神しん妖ようも、どうか楽になさってください。この部屋には、しばらく近づかないように言ってありますから」


「殿はいいよ。俺もいつも通りに喋しやべるから。汪李、煒白、人ひと形がたになって」


　晄が言うと、汪李と煒白はするりと身を解き、人形になると無言で晄の両りよう脇わきに控ひかえた。


「なんと、美しい──」


　佟韋はしばらく、白銀の髪に黄こ金がね色いろの瞳ひとみの青年と、浅黒い肌はだに夜空のような瞳をした偉い丈じよう夫ふに見とれていたが、


「崑崙の鳳皇は、お加減でも悪いのですか？」


　と、ひよこのままの鳳に目を移す。


『ほっといてくれ』


　鳳は翼つばさを胸の前で組んで、そっぽを向く。


「訊きいてもいいかな。俺の姉、莉由はどこにいるの？　こんなに立派に国を治めてる君が、どうして、拐かどわかしなんかに手をかしたの？」


　晄は桃林の領主に会ったら、まず訊いてみたいと思っていたことを率そつ直ちよくにぶちまけた。


「僕も知らないのです。左大将から、この城で婚儀を行いたいという申し入れがあったのは、鬼方軍が桃林に進しん駐ちゆうしてからのことです。花はな嫁よめがあなたの姉上だと知ったのも昨日のことですし、左大将が莉由殿をどこに隠かくしたかも教えてもらっていません」


　晄はじっと佟韋を見つめたが、彼の言葉に噓うそはなさそうだった。


「じゃ、どうしてこんな簡単に鬼方の進駐を許しちゃったの？」


「言うまでもありません。桃林を守るためです」


　彼はきっぱりと答えた。


「この小さな国が、これまでどこにも滅ぼされなかったのは、大国の庇ひ護ごがあったからです。独立国として認めてもらい、他国からの侵しん攻こうがあった際には戦力を供給してもらうことを条件に、遠方との交易の便べん宜ぎを図はかったり、他国の情報を提供したりして、桃林は生き残ってきました。殷の属国は多かれ少なかれ、みなそうなのではないですか？」


　穏やかだった佟韋の目に、怒いかりが滲にじみ始めていた。


「今まで桃林は殷に守られてきました。ところが、最近の陽甲王は属国を守るどころか、重税をかけ、逆らえば叛乱と称しようして討とう伐ばつにかかる。そんな国に従っていたら、桃林が滅んでしまいます」


「俺もそう思うけど──」


「以前は、桃林を直接的に守るのは陝邑の役目でした。けれど今の陝邑は、とても桃林を守るどころではないでしょう？　だから、鬼方と手を結ぶことにしたのです」


「……ごめんね」


　つまり、自分が頼たよりにならないから、桃林は鬼方に下るしかなかったのだ。


『そういうのって、裏切りとか言うんじゃね？』


　鳳がぼそりと呟いた。


「そうかもしれませんが、僕の氏族は帝てい舜しゆんの末まつ裔えいです。最初から殷への忠誠心などありませんでしたから、さほど良心は痛みません」


　佟韋は鳳の中傷をさらりと受け流した。


「あ、帝舜の末裔って、蒲邑公の──」


　晄はそこでようやく、佟韋の姓せいが、蒲邑の領主と同じだということに気がついた。


　蒲邑は、この桃林とは黄河を挟はさんで斜ななめ向かいだ。蒲邑公、虞氏は、王の一族である子家が殷を興おこす前からこの辺り一帯に大きな勢力を持っていた有力な氏族で、王座を狙ねらっているとも噂うわさされている。


「君、もしかして、殷を滅ぼして虞氏の国をつくろうとしているとか……？」


　狼ろう狽ばいして晄が尋ねると、


「あなたは、庶しよ人じんの出自だと伺うかがいましたが、氏族のしがらみもないのに、どうして殷王に従っているのですか？」


　逆に訊き返された。


「どうして……って言われても……」


　焉たちのように、住む場所も毎日の糧かてを得る方法も失った人たちに、人並みの暮らしをさせてあげたい。ただ、それだけのことだ。


「殷の邑ゆうを預かる領主として責務を感じているのですか？　心の病に冒おかされ、国を食いつぶす王に、義理立てすることもないでしょうに」


　晄には返す言葉が見つからない。


「蒲邑公の思おも惑わくはさておき、僕は虞氏の国を興したいと思っているわけではありません。ただ、この桃林には、どうしても守りたいものがあるのです。一いつ緒しよに来ていただけますか？」


　そう言って佟韋は立ち上がった。








　穏やかな冬の日差しの下、桃林と陝邑の二人の少年領主は、桃林の草原を華山に向かって馬を駆かる。


「神妖の変へん化げした馬に乗るなんて、うらやましい」


　佟韋は言った。


「俺、君が馬に乗れるなんて思わなかったよ」


　佟韋の守りたいものは、華山の北峰、雲台峰の桃の林にあるということだった。てっきり、馬車で行くのかと思ったら、驚いたことに佟韋は鞍くらをつけた馬に乗り、供も連れずに桃林城を出たのだ。


「桃林には、中原の民たみよりも西の羌きよう族の方が多く、北方から流れてきた遊牧の民も大勢います。乗馬は彼らから教わりました」


　佟韋の言葉に、今朝出会った老ろう夫ふう婦ふを晄は思い起こす。


「桃林には他ほかの国の民が大勢住んでいて、差別もなく、みんな仲良く暮らしているんだね」


「すべて仲良くとまではいきませんが、少なくとも異民族だからと言って、奴ど隷れいにしたり祭さい祀しの生け贄にえにしたりはしません」


「人を犠ぎ牲せいにはしないんだ」


　殷では、祭祀の犠牲にしばしば人間を使う。その多くは羌族で、一部族が丸ごと捕とらえられて、生き埋うめにされることもあった。


「僕が殷に従うことを止やめた理由の一つに、そのことがあります。羌族の民は、一方的に攻せめて来ては、自分たちを捕らえて生け贄にする殷を憎にくんでいます。そこへ陽甲王の乱行が重なり、先月、王使が租の催さい促そくにやって来た時には、暴動になる寸前でした」


（佟韋ってすごい──）


　晄も人を犠牲にするのは嫌いやだった。民族や身分に関係なく、人の命は大切にされなくてはならない。もしも、王都の評議に出られるような立場になったら、真っ先にそれを進言したいと思っていた。佟韋も同じことを思い、さらにそれを行動で示したのだ。


「いずれ、崑崙の神々は人の命を供く物もつに欲しいとは思っていないのでしょう？」


　佟韋は、晄の肩の上に留まっている鳳に同意を求める。


『まーな。ってか、何を供物にしようが、人の祈いのりにいちいち耳を傾かたむけちゃいねーんだ』


　鳳は不承不承といった様子でうなずいた。貢ぎ物扱あつかいされたことを、まだ根に持っているらしい。


「出自に関係なく、桃林で暮らす者は僕にとっては大切な民です。民を生け贄などにせず、大切にしてくれる国に、僕は従いたいと思いました」


　佟韋は視線を前方に戻もどし、静かに、けれど断固として言った。


　やがて、道は華山の急登にさしかかった。煒白が難なく登るのは当然だが、ごつごつと岩の突つき出た険しい上り坂を、佟韋は巧たくみに手た綱づなを操あやつった。


　二刻も登った頃ころだろうか、晄は佟韋に導かれ、桃の林を望む岩いわ棚だなに立った。


「うわ──」


　雲台峰の斜しや面めんに広がるその光景を見下ろし、晄は思わず感かん嘆たんの声を上げた。


　一面の桃の花だった。青い空を背景に、桃色に飾かざられた白い山が、斜めから差し込む冬の日差しを浴びて銀に輝かがやいている。ところどころ桃花の隙すき間まに見える透すき通った帯は小川だろうか。


「華山を祭る、華か霊れい祭さいの会場です」


　佟韋は誇ほこらしげな笑えみを浮うかべていた。


「すごい──」


　晄はしばらくの間、咲さき誇る花に見とれていたが、やがて桃の花から、ブンブンという羽音に紛まぎれて、小さな声がしていることに気がついた。


「何かいる──」


　晄が呟つぶやくと、


「視みえるのですか？」


　佟韋は軽く瞠どう目もくした。
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「視えないけど、声は聴こえる」


　──佟韋ガ来タ。


　──オ客ヲ連レテイル。化か蛇だト駮はくト鳳ほう皇おうト息そく壌じよう。


　そんな声が晄の耳の奥に届いていた。


「僕が守りたいものとは、彼らのことなのです」


　ブーンと数匹ひきの羽音が近づいて来た。佟韋が左手を差し出す。


「これって桃の精せい霊れい？」


　晄はその音の源を目で追う。音は、佟韋の左手の上で止まった。


『崑崙の仙せん桃とう樹じゆの精の眷けん族ぞく、蜂はち鳥どりだな』


　鳳は佟韋の手の上をじっと見ていた。彼には精霊が視えているらしい。


「蜂鳥？　鳥なの？」


　とても鳥の羽音には聞こえない。


『蜂みたいな羽音だし、蜂みたいに空中に停止したまま飛べるから蜂鳥。実際、本物の蜂より一回り大きいかなって程度の大きさだし』


　細長いくちばしがあり、金属的な光こう沢たくのある鮮あざやかな緑の羽う毛もうも生えていて、見た目は、鳥だと鳳は言った。


「虞氏の血筋の者で、この蜂鳥が視える者が桃林の領主を継つぐというきまりがあります」


　佟韋は言った。


「ここの桃は華山の嶽がく神しん、西岳大帝に愛めでられた特別な木で、この木に宿る蜂鳥は、西岳大帝の使いとして、僕たちと西岳大帝をつなぐ役割をしています。そして、代々の桃林領主は、西岳大帝を祀まつり、蜂鳥たちを介かいして西岳大帝の声を聴きく役割を担になっているのです」


　佟韋を見て、天てん女によかと思ったのはあながち間ま違ちがいではなかった。彼は神意を伺うかがう巫ふ術じゆつ師し、覡げきだったのだ。


「先刻、崑崙の鳳皇が、神々は人間の祈りに耳を傾けないと仰おつしやっていましたね」


　佟韋は、鳳に視線を移した。


『神々の気き性しようとか、願いの内容にもよるけどよ。二人の人間から、同時に矛む盾じゆんすることを願われたら、神はどっちの願いを聞き届けたらいいんだ？　戦いくさがいい例だ。人間は戦の前に戦勝祈き願がんするけどさ、神にしてみりゃ、どっちかに味方することで、善良な人間が大勢死ぬならどっちにも味方できないだろ？　おおざっぱに言えばそういうこと』


　鳳はそう言って肩かたをすくめる。


「そう、神は人の祈りをすべて聞き入れることはできません。それは西岳大帝も同じこと。けれど、この蜂鳥たちは僕の祈りを西岳大帝に届け、西岳大帝の御み心こころを僕に伝えてくれます」


　佟韋は、左手の上にいる蜂鳥を右の指先で撫なでた。蜂鳥の佟韋に対する親しみや信しん頼らい感が晄に伝わってくる。


「西岳大帝は、この土地に住む民や獣けものたち、草木を護まもっています。どんな旱かん魃ばつがきても、決して涸かれない泉を湧わかせたりもしてくれます。雨の少ない内陸で、桃林だけは水に困りません。それもみな、蜂鳥が西岳大帝と人間とをつないでくれているからです。彼らがいなければ、桃林の民は生きてはいけないのです」


　桃林の民には、蜂鳥の姿は見えないが、民は桃の木には西岳大帝の使いが宿っていることは知っていて、華霊祭はこの花の満開に合わせて行われるという。


「太古、人が地上に現れたばかりの頃には、この地は桃の木で埋め尽つくされていたそうです。桃林という地名もそこからきたのでしょう。けれど、この地を巡めぐる人の戦のせいで、今ではこの峰にしか残っていません」


　佟韋の静せい謐ひつな眼めに翳かげりが走る。


　──オイシソウ。


　蜂鳥は、ブーンとチャウの上に場所を移した。崑崙の土の妖あやかしの気を感じたらしい。他の蜂鳥たちもブンブンとチャウに集まって来る音がする。


『わわわんわーん（くすぐったーい）』


　おびただしい数の蜂鳥がチャウの毛の中に潜もぐり込み、チャウは身をよじった。人の食べ物を食べているチャウは、よく肥えているらしく、晄の耳に蜂鳥たちの御ご機き嫌げんな声が聴こえてくる。


「国とは何でしょうね」


　チャウと戯たわむれる蜂鳥たちを視ながら、佟韋は言った。


「その土地に住む神や精霊、妖、そして人──。すべてを含ふくめて国があるのではないでしょうか。そこには、国を治める王が子家の者である必要はどこにもありません。国を大切にしてくれるなら、民族にかかわらず王は誰だれでも構わないと思いませんか？」


「俺に、降こう伏ふくしろと……？」


　晄は、チャウから佟韋へ視線を移す。


「左大将は、桃の林と蜂鳥たちを守ってくれると約束してくれました。殷王は、陝邑の流る人にんたちを守ってくれると思いますか？」


　彼は穏おだやかな光をたたえた眼で、真しん摯しに晄を見つめていた。


　──莉由やお前にとって、そして陝邑の民たみにとって、何が一番幸福なのかを。


　晄の脳のう裏りに、也真の言葉が蘇よみがえる。


（誰が中原を支配しても……）


　晄の心が揺ゆれる。


「民も妖も精霊も、平安に暮らすことができればいい──。ただ、それだけを思っています」


　晄がまさに思っていたその言葉を、佟韋は言った。
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　扉とびらの閂かんぬきを外す音に、毛皮のたかむしろに座していた莉由は、ビクッと体を強こわばらせた。


　三度三度、也真が食事を運んで来るのだが、そろそろやって来るのではないかと思うと、かえって緊きん張ちようし、つい閂の音に耳を澄すましてしまうので、本当にその音がすると心臓が飛び出るのではないかと思うほど驚おどろいてしまうのだ。


「開けるぞ」


　彼は扉を開ける前に、必ず声をかける。彼なりの気き遣づかいなのだろう。


　莉由は大きく一つ深呼吸をし、「どうぞ」と、努めて平静な態度で応答した。


「婚こん礼れいの衣装が出来上がった」


　両手に大きな布の包みを抱かかえ、燭しよくの明かりに照らされる彼の笑みは優やさしげだった。


「腹が減っているか？　そろそろ昼ひる餉げだが、早くこれをお前に見せたくて、食事ができるのを待ちきれずに来てしまったんだ」


　也真は扉を閉めると、布の包みを莉由の前に置き、結び目を解いた。


「殷と鬼方の、両方の婚礼衣装を用意した。これは桃林で仕立てさせた殷風の衣装だ」


「きれい──」


　広げられた衣ころもの雅みやびな美しさに、莉由は眼を瞠みはった。白地に金糸銀糸が織り込まれた錦にしきの袿うちぎ、淡あわい緑の袷あわせ、袿の上に羽織る紗しやは薄うす桃もも色いろだ。


「こちらは鬼方から取り寄せた。鬼方では、娘むすめはありったけの財産を身につけて嫁よめに行くんだ」


　鬼方の衣装は、毛織りの筒つつ袖そでの上衣と袴はかまだった。深い紅くれないの地に、濃のう紺こんの糸で蔓つるの模様が刺し繡しゆうされている。その上に首くび飾かざりや腕うで輪わを着けるらしいが、その豪ごう華かさに莉由は息を呑のんだ。


　精せい緻ちな紋もん様ようが浮うき彫ぼりになった円い小さな板はすべて金で、それが何十枚も細い鎖くさりでつながれている。首に掛かけるのか、腰こしに巻くのか、どちらにしても重そうだ。腕輪らしき円えん環かんは、磨みがき抜ぬかれた銀だ。何十個もあるのだが、腕うでにはまりきるのだろうか。他ほかにも、どこに着けるのかわからない金銀の珮はいが、数え切れないほどある。


「すごいわ──」


「気に入ったか？　お前ならきっと、どちらを着ても似合う。婚こん儀ぎはこの地で一度、鬼方に戻もどったら鬼方王を招いてもう一度行うつもりだ」


「鬼方王……」


　何だか現実のこととは思えない。自分は本当に鬼方左大将の正せい妃ひになるのだろうか、というより、自分が男に嫁とつぐというのが信じられない。


　煌きらびやかな衣装にぼんやりと目を落とす莉由に、也真は小さな吐と息いきをついた。


「──晄が来たぞ」


「晄ちゃんが!?」


　莉由はバッと顔をあげた。


「婚儀の前に、お前を連れ帰ろうとしたのだろうな。大だい丈じよう夫ぶだ、手て荒あらな出で迎むかえはしていない」


「で、晄ちゃんは今どこに？　まさか、牢ろう屋やとかに入れたりしてないでしょうね。ねえ、会わせてちょうだい」


　莉由は膝ひざを乗り出した。也真との距きよ離りはきっちり五尺で保たれているが、それは無意識のなせる技わざである。


「やっとお前らしくなったな」


　也真はクスクス笑った。


「会わせてやるわけにはいかない。せっかく手に入れた花はな嫁よめを逃にがしたくないんだ」


「あたし、──逃げたりしないわ」


　莉由はぐっと腹に力を入れ、真っ直ぐに也真を見つめた。


「嫁に行くから、俺に、陝邑を諦あきらめろと？」


　莉由の意図などとっくにわかっていたのか、也真は軽く笑う。


「そうよ。あんたはあたしを人ひと質じちにして、晄ちゃんに降伏を迫せまる気でしょうけど、汪李たち三人の妖がいれば、あたしを婚儀の場で連れ戻すぐらいわけないのよ。でも、そうなったら汪李たちと鬼方軍の戦いになっちゃうわ。仮に晄ちゃんが降伏したとしても、陝邑が鬼方に下れば、王も他の邑ゆうも黙だまってないでしょ。どっちにしても、陝邑は戦場になっちゃうのよ。あたし、それだけは避さけたいの」


　晄のためにも、汪李たち三人の妖に、人を殺させるわけにはいかない。


「要は、鬼方の民が中原で暮らせるようになればいいわけでしょ？　あたしは、炎えん招しよう戈かの使い手の姉よ。あたしが鬼方左大将の妻になったことを殷王に知らせて、言うことを聞かなければ、汪李や煒白、鳳をけしかけるって、王を脅おどせばいいのよ。あんただったら王を丸め込むぐらいのこと、簡単にできるはずよ」


「そうだな、それも一つの手だ」


　唇くちびるの端はしに苦い笑えみをにじませ、是ぜか非ひか、つかみ所のない声こわ音ねで也真は答えた。


「だめかしら？　昨日から一いつ生しよう懸けん命めい考えてたのよ」


「男を操あやつりたいなら、もう少し迫り方を工く夫ふうしなくちゃな」


　也真はそう言うと、莉由の横に座り直した。距離が一気に一尺に縮まる。逃げないと決めたにもかかわらず、反射的に仰のけ反ってしまった。


「……ご、ごめんなさい。婚儀までには克こく服ふくするわ」


　莉由はぎくしゃくと姿勢をもどした。こんなにあからさまに嫌いやがっていては、籠ろう絡らくどころか怒おこらせてしまう。


　しかし、也真は怒らなかった。思いの外優しげな微び笑しようを浮かべて、莉由を見下ろす。


「触ふれてもいいか？」


「ど、どうぞ」


　彼は莉由の肩かたに手をかけ、そっと引き寄せた。兄や晄よりもずっと硬かたく厚い胸が、肩に押しつけられる。


「震ふるえている。こんなことで、よくそんな作戦を立てたな」


　彼は指先で、莉由の頰ほおにかかった髪かみをすくい上げた。


「だ、大丈夫よ。晄ちゃんのためだったら、相手が男だろうが蛙かえるだろうが、嫁とついでみせるわ」


「なんで蛙なんだ？」


「この世で一番苦手なのが蟫螂ゴキブリで、次に蛙が苦手だからよ」


　さすがに相手が蟫螂だったら、嫁には行かない。


「ひどいな」


　也真はクスクス笑った。


「何でそこまで男が嫌きらいなんだ？」


「知らないわ。亡なくなったお父さんやお母さんに訊きいてみたこともあるけど、何でか言いたがらなかったの。うちは昔から、魔ま法ほうの鼎かなえ──知ってるでしょ、お父さんが作った呪じゆ具ぐ──、それを狙ねらってしょっちゅう刺し客かくや強ごう盗とうに襲おそわれてたから、そのせいかもしれないわね」


　自分の男おとこ嫌ぎらいが、恐きよう怖ふの裏返しであることを莉由は薄うす々うす感じていた。男でも、年寄りや子どもは嫌ではない。力で女を虐しいたげるような真ま似ねはしないとわかっているからだろう。


「安心しろ。鬼方に行ったら、舜や晄の代わりに、俺がお前を守ってやる。蛙一匹ぴき近づけさせやしない」


　也真は莉由の髪を指先で梳すきながら言った。


「俺は、河か套とうの南にある黄河河岸の出城にお前を住まわせようと思う。そこなら、舜や晄への簡を小こ化か蛇だに託たくせるだろう？　蛙はたまに見るが、蟫螂はいないし」


　河套は、黄河の上流、黄河が南流を始める前の砂さ漠ばく地帯だ。鬼方は北方に広大な領土を持つが、河套は最も陝邑に近い。


「見み渡わたす限り黄土の大地で、地平から日が昇のぼり、地平に沈しずむ。朝日と夕日は陝邑で見るよりもずっと美しいぞ。冬は寒いが、春、雨の後には一いつ斉せいに草が芽め吹ぶき、色とりどりの花が一面に咲さき乱れる。その時季には民たみが山羊やぎを連れて集まり、たくさんの仔こ山羊が生まれるんだ」


　也真は広々とした草原風景や、質素だが逞たくましい民人たちの暮らしを語って聞かせる。舜や晄と離はなれて、見知らぬ土地へ行かなければならない莉由の不安を和やわらげようとしているのだろう。


（優しい人なのね……）


　莉由は、ひどく切ない気持ちで彼の声に耳を傾かたむけた。


「山羊の乳で作った酪らくや酥そは、そのままでも旨うまいが、麦粉と練り合わせて焼いた菓か子しは絶品だぞ。──そういや腹が減ったな。そろそろ昼餉が調ととのった頃ころだろう。待ってろ、今持って来る」


　そう言うと也真は立ち上がり、部屋を出て行った。


　彼が触れていた肩に手をやり、莉由はいつの間にか震えが止まっていることに気づいた。


　決して無む理り強じいはせず、男嫌いの自分の心がほぐれるのを也真は待っていてくれるのだ。


（あたしは、あんたの気持ちを利用しようとしてるだけなのに……）


　莉由は、床ゆかに広げられたままの婚礼衣装に目を落とし、小さな吐息を漏もらした。
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「俺は、どうしたらいいんだろう……」


　晄は囲い炉ろ裏りの火を見つめながら膝を抱かかえて呟つぶやいた。


　桃林城、東堂の一室である。華山から戻ると、晄はこの東堂に軟なん禁きんされた。縛しばられているわけではなく、出された昼ひる餉げも豪華だったが、堂の周囲は鬼方の眉び軍兵に囲まれている。汪李や煒白がいれば逃げ出すのは簡単だが、莉由を人質に取られている間は妙みような動きは見せられない。


「みんなが幸せに暮らせれば──、ただ、それだけでいいんだけどね」


　今まで、鬼方の侵しん攻こうを食い止めることだけが、民を守ることだと思っていた。けれど、桃林の民の暮らしぶりを見たり、佟韋の話を聞いたりするうちに、民の暮らしを守ることと、国を守ることとは別なのだと思うようになった。


『いっそ、降こう伏ふくしちまえば？　お前は陝邑を戦場にはしたくねーんだろ。それに、佟韋の言う通り、腑ふ抜ぬけた王に政まつりごとを任せてたってこの先いいことねーもん。焉は納なつ得とくしてくれるだろ？』


　ひよこ姿の鳳はチャウの背の上で、翼つばさを枕まくらに寝ねそべったまま言った。


「どうかな……」


　陝邑の民は罪人だ。殷の政がずさんなために、食うに困って盗ぬすみを働いた者がほとんどである。焉は、盗とう賊ぞくの頭かしらとして捕とらえられた時、自分たちに罪を犯おかさせたのは誰だれだと怒っていたぐらいだ。しかし、陝邑が鬼方の領土になってもいいと思うだろうか。


『今の王に対する忠誠心はなくとも、成湯が築いたこの王朝を滅ほろぼしたくないと思っている者は多いのではないか』


　人ひと形がたで囲い炉ろ裏り端ばたにあぐらをかいている汪李は言った。


「うん……。たとえ陝邑が降伏したって、今度は洛邑、亳邑で戦いくさが起こるだろうし」


　邑の領主を含ふくめ、殷の諸公は王族で固められている。鬼方が中原を支配することなど、絶対に許さないだろう。


『そこがおれにはわからねえ。善いい国を築いてくれるなら、王が北方生まれだろうが、南の島生まれだろうがかまわねーだろうに』


『鬼方王が、中原の民にとっても善い国を築くかどうかはあてにならぬ』


　人間界を一つにくくる崑崙の鳳ほう皇おうと、黄河を住み処かとする水すい妖ようは微び妙みように考え方が食い違ちがう。


『たとえ鬼方王が立派な人物だとしても──、もしも崑崙から西王母が追い出されて、代わりに共工が君臨したら、鳳、お前は納得できるか？』


　汪李の向かいで、囲炉裏に薪まきをくべながら煒白は言った。


『それは──絶対無理』


　鳳は肩をすくめる。


『そういうことだ。愛国心や忠誠心というものは、利害関係だけでは計れぬ。まともに政もできぬ王を、晏仲や利條が廃はい位いせずに支えているのが、そのいい例だ』


「愛国心……」


　汪李の言葉に、自分の迷いの根底にもそれがあることに、晄は気がついた。


（戦はしたくない。民に、住む所や食べる物に困らない暮らしをさせたい。でも……）


　鬼方に降伏すれば、少なくとも陝邑が戦場になることは避けられる。汪李や煒白の存在を公おおやけにすれば、他ほかの邑ゆうにも鬼方に下るように脅おどしをかけることも不可能ではない。


　しかし、それで民は幸福と言えるだろうか。


「楓牙に相談できればいいんだけど……」


　誰かの助言が欲しかった。


『けど、楓牙は王の弟だ。王朝を滅ぼすなんて、最初っから選せん択たく肢しに含まれてねーだろ』


　鳳は言う。


「一番いいのは、鬼方と仲良くできる殷の王族が、王位に就つくことだと思うんだ。本当は楓牙が王様になってくれればいいんだけどね。でも、楓牙は妾しよう腹ふくの王子だから、氏族間の確かく執しつやら何やらで、そう簡単にはいかないし……」


　たとえできたとしても、婚こん儀ぎまではあと二日だ。王を交こう替たいさせて鬼方と交こう渉しようするだけの時間はない。


「舜兄なら何て言うかな……」


　晄は、窓から陝邑の方角を眺ながめた。空は朱しゆに染まりはじめ、一日の終わりを告げようとしていた。
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　その頃、舜は、鋳い型がたを作るための粘ねん土ど板を手に、黄河河岸に立っていた。粘土板には、いつものびっくりまなこにニッと歯を剝むき出した人面を中心に、四方の風の神や伝説の妖あやかしを象しよう徴ちようする紋もん様ようがびっしりと刻まれていた。この紋様が呪じゆ物ぶつとしての力を青銅器に与あたえるのである。


（晄ちゃん、莉由ちゃん……）


　舜は黄河の上流、桃林の方角を眺める。傾いた日が黄おう褐かつ色しよくの水流を赤く染め上げていた。


　莉由を拐かどわかした者が、力のある呪術師であり、莉由を取り戻もどしに行った晄は、桃林でその呪術師と戦うことになるだろう。その呪術師が章玄である可能性もある。


　章玄がいかに手て強ごわい相手か、舜は三門峡での戦いでいやというほど思い知らされた。


　そこで、せめて晄にまとわっている清い光──河伯の加護を強めたいと、昨夜から一いつ睡すいもせずに紋様を彫ほり続け、最後に河伯の力を得ようと、黄河へやって来たのである。


　岸辺に膝ひざをつき、舜は粘土板を河の水に浸ひたす。


　この作業をする時、舜はいつも、ある一つの光景を思い出す。


　淡あわい光に包まれ、小こ舟ぶねに乗って流れてきた小さな赤子──。


　王都の下流、黄河の河口近くだった。当時、父は、南なん庚こう王の正せい妃ひを出した嬉き氏に仕えていた。正妃が男子を産み、王位争いが勃ぼつ発ぱつしたことは、幼かった舜の耳にも届いていた。


　河幅はばが何里にも及およぶ河口付近で、赤子の乗った小舟を見つけることができたのは、赤子を流した貞てい人じんの力だと、父は言っていた。


　晄にも莉由にも、このことは絶対に知らせないと舜は心に決めていた。


（今さら知らせる必要なんかありませんものね）


　自分に言い聞かせる。


　事実を隠かくし続けていたにもかかわらず、晄は炎えん招しよう戈かの使い手になり、共工の復活を目もく論ろむ敵に狙ねらわれ、邑の領主として政に参画する立場になってしまったのだ。この上、真実を突つきつけても、ただ晄と莉由に衝しよう撃げきを与えるだけだ。


　冷たい黄河の流れに手を浸し、やるせない思いを嚙かみしめていると、


　──舜殿どの。


　突とつ然ぜん、頭の奥で老人の声がした。親しみのこもった柔にゆう和わな声こわ音ねだった。


　呪力を持つ舜には、それが人の声ではないことがすぐにわかった。声の主は河の中にいるようだった。


「誰です？」


　──河伯の使いと、今はそう申し上げておきましょう。


　その一言で、舜は声の主の正体を知った。


「なぜ……？　今まで僕が河伯の力を借りようと、黄河に呪具を持って来たのは初めてではないのに、どうして今回ばかり……」


　──まずは、これをお受け取りくだされ。


　黄河の底に、淡い輝かがやきが生まれた。輝きは流れに逆らって、ゆっくりとこちらに向かって来る。それは掌てのひらに載のる長さの小刀だった。小刀は舜の前で止まり、舜が拾い上げると輝きを消した。


　──拙せつ者しやがまだ人であった頃ころ、これは占せん術じゆつの結果を亀きつ甲こうに記す時に使っていた削さく刀とうにございまする。十六年間水底に埋うもれておりましたが、多少なりとも拙者の呪力が残っているはず。これで呪具の紋様を刻みなされ。さすれば呪具に拙者の力が宿り申す。


　革かわ紐ひもが巻かれたその削刀は相当に使い込まれているらしく、柄つかには指の痕あとがくっきりとついていたが、十六年もの間、水に浸つかっていたにもかかわらず、刃はには錆さび一つ浮ういていない。


「ありがとうございます。ですが……」


　──あなたにはお話ししなければならないことが、たくさんございます。あなたのお父上、尭ぎよう殿とのお約束のこと、お妃きさき様の御ご消息。


　舜はハッと削刀から目を上げた。


「お妃様とは、南庚王の正妃のことですか？　あの方は、生きていらっしゃるのですか!?」


　──左様。南庚王の崩ほう御ぎよに際し、殉じゆんじなかったのでございます。


（南庚王の正妃が、生きている──！）


　舜は、愕がく然ぜんと目を見開いた。


　──なれど、今それをお話ししている時間はございませぬ。あなたには、その削刀を用いて急いで呪具を作っていただきとうございます。


「待ってください。何をそんなに急いでおられるのです？　どうか、お妃様の──」


　──晄殿が危険です。


　舜の言葉を老人の声が遮さえぎった。


　彼の話を聞くうちに、舜の顔が見る見るうちに青ざめていった。
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「叔栄から、何か連れん絡らくはあったか？」


　起き床しようした楓牙は、すでに身み支じ度たくを済ませて控ひかえていた累焰にまずそれを尋たずねた。


「いいえ、今のところは何もございません」


　累焰は頭かぶりを振ふる。


「也真は何を企たくらんでいるのだ」


　苛いら立だたしげに呟つぶやき、楓牙は手早く着き替がえると足早に正堂へ向かう。


　宜陽から亳邑に戻り、丸一日が過ぎていた。一刻も早く陝邑へ出兵し、鬼方への警けい戒かい態勢を敷しかなければならない。気持ちは焦あせっているが、戦せん禍かに遭あった洛邑、亳邑の復旧工事の手配や、謀む反ほんを起こした宜陽の処理に追われ、また、兵ひよう糧ろうの確保や馬車の修理など新たな戦の準備がまだ調ととのわずにいたため、陝邑へなかなか行けずにいた。


（陝邑への動きが、何かあっていいはずだが……）


　鬼方に桃林と陝邑の間にある陝西谷を越こえられたら、殷はお終しまいだ。各地で諸公が離り反はんし、主だった邑はその鎮ちん圧あつに奔ほん走そうしている今、殷には鬼方と戦うだけの力がない。也真はそれを知っていて桃林まで侵しん攻こうしてきたのだ。也真が、この絶好の機会をみすみす逃のがすはずはない。


　こちらの準備が調うまでは仕し掛かけて来るな──と祈いのる一方で、楓牙は鬼方軍の沈ちん黙もくに不気味さを感じていた。


　昨夜から、累焰に命じて何度か鬼方の動静を占うらなわせたが、貞人に匹ひつ敵てきする技わざの持ち主である累焰にも、鬼方の未来は占みえなかった。何かの術が施ほどこされているのだ。


　戦いくさの前に敵国に潜せん入にゆうし、様々な術を施して自国を有利にすることも望ぼう乗じようの役割の一つだが、こちらが桃林や陝邑に望乗を放っているのと同様、亳邑にも鬼方の望乗が入り込んでいて、占術の邪じや魔まをしていると思われた。


「陝邑の焉殿が楓牙様に目通りを願っております」


　衛え士じがそう知らせてきたのは、その日の午後だった。


「焉が？」


　楓牙は訝いぶかった。鬼方から陝邑へ何かの動きがあったのだろうが、そのことで相談があるのなら晄がやって来るはずだ。盗とう賊ぞく団の頭目だった焉は、陝邑では流る人にんたちを統とう括かつする立場だが、一歩陝邑から離はなれれば受じゆ刑けい中の罪人である。なぜ彼がわざわざ訪ねて来なければならないのだろうか。


　楓牙は仕事の手を休めて、焉の待つ南堂に向かった。


「楓牙王子、どうか、晄さんを──陝邑をお助けください!!」


　焉は、楓牙の顔を見るなり、切せつ羽ぱ詰つまった様子でそう言うと、両手をついて叩こう頭とうした。


「晄はどうした」


「昨日、桃林に行ったきり戻って来ねえんです」


「なぜ、そのような早まったまねを」


「莉由さんが拐かされて、也真から婚こん儀ぎの招待状が届いたんで……」


「婚儀──？」


　楓牙は耳を疑った。


「婚儀は十二月戊ぼ申しんの日、つまり明後日あさつて、桃林城で行うとのことなんです。也真は、莉由さんを人ひと質じちに、陝邑へ降こう伏ふくを迫せまるつもりなんじゃねえかと。それで、晄さんは莉由さんを取り戻しに行ったんですが、まだ戻って来なくて…………」


　楓牙の顔から血の気が引いていく。


「詳くわしく話せ」


「也真から婚儀の招待状が届いたのは一昨日おとといの夕方でした」


　焉は、莉由が昼ひる餉げの時にはいたが、夕方、男たちが仕事から戻った時にはいなくなっていたこと、招待状は桃林の使いが持ってきたことや、陝邑領内をくまなく捜さがしまわったが莉由は見つからなかったことなどを楓牙に語った。


　晄が陝邑を発たったのは、昨日の未明で、鸞の幻げん術じゆつを使えばすぐに見つかるはずだと言っていたのにもかかわらず、日が高くなっても戻って来なかったのだという。


「晄さんの身に、何かあったんじゃねえかと、いてもたってもいられず──。それに汪李たち三人の妖あやかしがいなけりゃ、俺たちには陝邑を守るすべがねえ」


　鬼方軍が陝西谷を越える前に手を打たなければならないと考え、亳邑へ助けを求めに来たのだという。


「よく知らせてくれた」


　楓牙は直ちに将たちを招集した。土と地ち勘かんのある焉を加えて、戦略会議を開く。


「眉び軍兵の小隊を桃林へ潜入させろ。陝邑領主とその姉の行方ゆくえを捜すのだ。千八百乗の戦車部隊は、陝西谷の河原へ陣じんを布け。後発の部隊は崤こう山ざんの南なん麓ろくで待機し、鬼方軍が終南山を迂う回かいしてきた場合は、いったんへ崤山の南へ誘さそい込んで、三門峡へ追い詰つめる」


　言いながら、楓牙はある疑念を抱いだいていた。


（莉由が拐かどわかされ、晄が桃林へ赴おもむいたことを、なぜ望乗は私に報告して来ない）


　叔栄は桃林と陝邑に望乗を配し、何かあればすぐに連絡が入るようにしたと言っていた。移動時間を考こう慮りよしても、一昨日の事件なら、昨日のうちに知らせが来るはずだ。


（桃林の望乗は、正体が暴あばかれて鬼方軍に捕とらえられた可能性はあるが、陝邑の望乗が、莉由の拐かしを知らせて来ないのはおかしい）


　桃林に鬼方軍が駐ちゆう留りゆうしていることも、陝邑と桃林の両方に望乗を放ったことも、将たちには昨日のうちに告げておいた。


（誰だれかが、私に届くはずの情報を握にぎり潰つぶしているのか──？）


　楓牙は、居並ぶ将たちの顔を見回した。
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（やっぱり、降伏はできないよな……）


　夜具の中で、晄は天てん井じようを見つめていた。


　天井近くの明かり取りの窓の外が、黒から濃のう紺こんに色を変えていた。もう夜明けは間近だ。


　一昨日の夜は、莉由を捜すために陝邑を奔走し、一いつ睡すいもしていなかったのにもかかわらず、昨夜、この桃林城の東堂で床とこについてからも、ほんの少しまどろんだだけだった。


（国全部が、桃林みたいになればいいのに……）


　桃林は、晄が思い描えがいていた理想の街だ。


　民たみも妖も精せい霊れいも、種族を越えてみなが仲良く豊かに暮らせればいいという、佟韋の考え方は間ま違ちがってはいない。鬼方の民が中原を目指す理由も十分にわかる。山羊やぎを追いながら草原を放ほう浪ろうする彼らにも豊かな暮らしができるようになるといい。


　けれど、陝邑が鬼方に降伏したら、今度は、中原の民が幸せにはなれない。


（国っていう境がなくなってしまえば一番いいんだけど）


　晄はごろりと寝ね返がえりを打った。


『眠ねむれないようですね』


　黒に近い藍あい色いろのひよこが言った。崑崙の夜を見守る鸞らん鳥ちようは眠らないので、鸞は晄がほとんど眠れずに夜を明かしてしまったことをずっと見ていたのだ。


　鸞は小こ蛇へび姿でとぐろを巻いている汪李に包まれていた。水すい妖ようの汪李は陰いんに属するので、『夜になっても陰の気が感じられません』と、だるそうな鸞に、陰の気を送っているのである。


「みんなが幸せだと思える国って、どんなかなーとか、どうすればそういう国にできるのかなとか、色々考えちゃってね」


　横になったまま晄は言った。


　壁かべに寄りかかって眠っていた煒白が目を開けたが、すぐに閉じる。汪李もチラと晄を見たが、また目を閉じた。二人の妖はたとえ目覚めても、こういう時は晄が再び眠りにつきやすいように眠ったふりをする。チャウは小さないびきをかいて、本当に眠っている。


「もしも崑崙から西王母が追い出されて、共工が君臨することになったとしたら、鳳は絶対納なつ得とくできないって言ってたけど、鸞はどう思う？」


　陰陽の対極にいる鳳と鸞は、体は一つでも考え方が全く正反対だ。


『本当にそんなことが起こったら、西王母様について、一いつ緒しよに崑崙を出ます』


　鸞は、月つき影かげのようなひそやかな笑えみを浮うかべた。


『もしも、それも叶かなわずに共工に仕えることになったら……、そうですね、じっと我が慢まんするでしょう。それなりの幸せを見つけられるように、努力ぐらいはするとは思いますが』


「長いものには巻かれるんだ」


　晄は、汪李のとぐろの中にいる鸞を見て小さく笑った。


　鬼方が中原を支配したら、先祖代々の土地を捨てて、そうやって遠方へ流れて行く人もいるだろうし、それなりに馴な染じんでいく人もいるだろう。


（鬼方の民も中原の民も、みんなが豊かに幸せになってほしいけど、俺が也真に降伏したぐらいのことじゃ、そんな夢は叶わないもの）


　まずは、王都の評議に参加できる立場を得て、王の暴政を止やめさせる。そして、鬼方との友好関係を築くように進言する。そうすれば、中原の民は国を失わず、鬼方の民は豊ほう饒じような土地で暮らせるようになる。


　晄は、あらためて自分がすべきことを思い起こした。








「佟韋に会いたいんだけど」


　晄は朝あさ餉げを運んできた巫女みこ風の女によ官かんに、取り次ぎを頼たのんだ。


　女官は「伺うかがって参ります」と席を立ち、


「佟韋様は、明後日の華か霊れい祭さいに備えて、潔けつ斎さいに入っております。こちらへお出でになることはできませぬゆえ、社へお出でくださいとのことでございます」


　朝餉が済む頃ころに戻もどって来たその女官は、そう言って晄たちを正堂の地下にあるという社へ案内した。


　正堂までの堂どう涂との周囲は、一分の隙すきもないほど鬼方の兵が立ち並んでいて、無言で晄たちを目で追っていたが、正堂の階きざはしを登る晄たちを咎とがめたり、後について来ようとする者はいなかった。回かい廊ろうに立った途と端たん、昨日と同じく神域に入ったような不思議な気配が辺りに満ちた。


　しかし、昨日とは異なり、研とぎ澄すまされた空気の中に、楽の音が遠くから溶とけ込んでいた。


　編へん鐃どうや編へん磬けいといった音律が奏かなでられる打楽器や、陶とうでできた塤けん、鼓つづみなど、大編成の楽器群が奏でる調べに、朗々とした歌声が重なっている。


　佟韋の声だ。透すき通った声は、美しい和音に合わせてゆったりとした旋せん律りつを歌い上げている。


『祭さい祀しで、神に奉ほう納のうする楽だ』


　人ひと形がたの煒白が言った。


　正堂の北の端はし、すなわち大室の北きた隣どなりの部屋に、社の入り口はあった。部屋の床ゆかに四角い穴が空いていて、地下に下りる階が設けられている。


　神域のような気は、ここから漏もれているようだった。


　女官は手て燭しよくをかざしてその階を下りて行き、晄たちも彼女の後に続く。


　長い階を下りきると、そこは正堂の大室がすっぽりと収まるほどの広い部屋だった。四よ隅すみに燭が立てられ、黄土を掘ほって突つき固めた壁には、真っ白な布が天井から床まで垂れ下がり、床には白い毛織りのたかむしろが敷しかれている。


　社の奥には祭さい壇だんが設けられ、楽人たちは、それを囲む形で楽を奏していた。


「すごい……」


　晄は、こんなにたくさんの楽器を使って演奏される楽を今まで聞いたことがない。いくつもの編鐃や編磬、鼓、その他見たこともないような楽器が壁かべ際ぎわに並び、陶塤を吹ふく楽人は十数名にも及およんだ。楽人はみな真っ白い衣ころもを着け、髪かみを首の後ろで一つにくくっている。


　佟韋は、その中央で祭壇に向かって歌を歌っていた。美しい調べが、白一色に覆おおわれた社に吸い込まれていく。


　晄は陶とう然ぜんと楽の音に聞き入った。


　佟韋の声は心の奥にまで染しみ入り、晄の頭の中に、風に移りゆく雲や、果てしない大おお海うな原ばらなどの光景が浮かんでは消える。


　楽が止んでも、晄はしばらく身動きできなかった。チャウも目を丸くしたまま立ち尽つくしている。楽は呪の一つだと聞いたことがあるが、たしかに今の楽と佟韋の歌は、人ばかりでなく鳥や獣けものや妖、精霊たちの心を揺ゆさぶり、神々に訴うつたえかける力があるように思えた。


「お待たせしましたね」


　祭壇に向かっていた佟韋が、こちらを向いた。そこでようやく晄は我に返る。潔斎のせいか、佟韋の静せい謐ひつな眼めは昨日よりも冴さえ冴ざえとして、いっそう天てん女によに近い雰ふん囲い気きだ。


　彼は楽人たちを下がらせると、晄たちに座るように勧すすめ、自分も祭壇を背にしてたかむしろに座す。


「あなた方に御ご足そく労ろうをわずらわせて申し訳ありません。潔斎中は、あまり大勢の人の気に触ふれたくなかったので──」


　大勢の人というのは、堂の外にいる鬼方兵のことなのだろう。佟韋は微かすかに苦い笑みを浮かべた。


『ここは、どことつながってんだ？』


　鳳は社の中を見回した。


「気がつかれましたか。さすがは、崑崙の鳳ほう皇おうですね。桃ももの林の祠ほこらと西岳大帝の御ご座ざ所しよにつながっているのです。ここから蜂はち鳥どりを介かいして西岳大帝に祈いのったり、西岳大帝の意思を聴きいたりします」


　正堂に満ちる気配は、西岳大帝のものだったらしい。


　北堂の北側にも祭壇があり、定例の祭祀を行う時にはその祭壇を用いるが、桃の林にいる蜂鳥を召しよう喚かんする場合には、この社を使うのだそうだ。


「西岳大帝の意思──」


　晄はふと、赤せき龍りゆうのことを思い出す。


「西岳大帝は天界を伏ふつ義ぎ、女媧、神しん農のうの三皇と共工の、どちらに委ゆだねたいと思ってるのかな」


　陝邑に温泉をもたらしてくれた赤龍は、共工の統治を望んでいた。赤龍は勇ゆう猛もうで性しよう根ねの据すわった立派な龍だ。晄は赤龍に会って、天界の争いが単に善悪で分けられるものではないことを知った。


「なぜ、そんなことをお聞きになりたいのです？　あなたには共工の気が憑ついていて、それを河伯が抑おさえているように私には視みえますが、あなたは、共工の容いれ物であることから逃のがれたいのですか？」


　佟韋は咎めるような口調で言った。


「そういうわけじゃないけど──。君は桃の林を守るために、中原を鬼方に委ねたいと思ってるわけでしょ？　で、もしも西岳大帝が共工の統治を望んでるんなら、そのわけを知りたいな、とか思って」


「どちらでもありません」


　佟韋は言った。


「盤古神の体からできた五岳は、天界の覇は権けん争いには興味がないと聞いています」


「興味がない──？」


「天界も人間界も超こえた、もっと大きな視野で世界を見ているからです」


「そうなんだ……」


　五岳の神にとって、天界の覇は者しやの交こう替たいも人間の営みも、悠ゆう久きゆうの時の流れから見れば、取るに足らない些さ末まつなことなのかもしれない。


「がっかりしましたか？」


「少しね。でも、見ている位置も、見ているものも違ちがうなら仕方ないよ」


　晄が、弱々しい笑みを浮かべると、


「受け入れるのですか？　怒おこらずに──」


　佟韋は驚おどろいたようだった。


　晄は、西岳大帝が人間界をどのように見ていようとも、自分は全力を尽くして共工の復活を阻そ止しするつもりだったからそう言ったのだが、佟韋にはそれが伝わらなかったらしい。


「当代の炎えん招しよう戈かの使い手は、覇は気きに欠けていらっしゃる」


　不快そうに言う佟韋に、晄は「え？」と瞠どう目もくし、小こ蛇へび姿の汪李は首をもたげ、煒白の眉まゆがピクリと上がった。


『何でそうなるんだよ。晄のことをよく知りもしないで、勝手なこといってんじゃねえ』


　チャウの背中に座っていた鳳が、憤ふん然ぜんと立ち上がった。


「鳳、止やめて。怒ってくれるのは嬉うれしいけど、そんな話をしに来たんじゃないし」


　晄は慌あわてて鳳を抑おさえた。


「どのような御ご用よう向きでしょう」


　佟韋の表情は冷たかった。


「ごめん。俺があれこれ迷ってばかりいるから、がんばってる君には歯は痒がゆいかもしれないね」


　晄は佟韋に向き直り、居住まいを正した。


「俺、鬼方に降こう伏ふくすることはできない。陝邑が鬼方に占せん領りようされたら、今度は他ほかの邑ゆうと鬼方との戦いくさになる。俺は中原を戦場にしたくない」


「あなたには、化か蛇だの王と平圃の神しん妖ようという強い味方がいるのですから、他の邑を黙だまらせるのはさほど難しいことではないでしょうに」


　佟韋は冷厳な態度で言った。


「それも考えたけどね。でも力ずくで従わせても、民たみは幸せにはなれない。自分の国を大切に思う人の心を無視はできないよ」


「莉由殿はどうするのです。左大将は莉由殿と引き替かえに降伏を迫せまるおつもりでしょう？」


「だから、君に協力してもらいたいと思って。君から也真に、陝邑攻こう略りやくを止めるように言ってもらえないかな。民を守ることを第一に考えている君なら──」


「お断りします」


　晄が言い終わらないうちに、佟韋は言い放った。晄は愕がく然ぜんと瞠目する。


「あなたが戦を避さけたい気持ちはよくわかります。けれど、私は桃林の民と桃の林、そして蜂鳥を守らなくてはなりません。鬼方五千の大軍が、この城の北で陣じんを構えているのですよ。申し訳ありませんが、刃やいばの切っ先を喉のど元もとに突きつけられた状態で、他人の命いのち乞ごいはできません」


「俺には汪李たちがついているし、君には西岳大帝がついている。俺たちが手を結んだと知れば、也真はきっと諦あきらめるよ」


「あなたはわかっていない。桃林は、殷と手を結んでも何一つ得るものがないのです。暴政を敷く王に従って、桃林を滅ほろぼせというのですか」


　佟韋は表情を険しくした。


「君は、桃林さえ守れれば、中原が戦になっても知らないってこと!?」


　晄の語気がつい荒あらくなる。


「他国を気き遣づかっている余よ裕ゆうは、こちらにはないと言っているだけです。このような事態を招いたのは、中原の諸公の責任です。彼らに真しん剣けんに王や鬼方と向き合わせればいいでしょう。以前にも言った通り、桃林は異民族がともに暮らす街ですから、王が鬼方王でもまったく構わないのです。殷の民の愛国心に同調する気はありません」


「もちろん、殷の諸公にも真剣に考えてもらうよ。でも今は桃林で鬼方を止めてもらうしか戦を避ける方法がないんだ──！」


「どうかお引き取りください。これから華か霊れい祭さいの準備にとりかからなければなりません」


　言い募つのる晄を、佟韋は冷れい淡たんな表情で見み据すえた。これ以上は何を言っても無む駄だだと、その目は語っていた。


　晄は拳こぶしを震ふるわせて彼をしばらく見つめていたが、


「──わかった」


　やがて立ち上がると、佟韋に背を向けた。


　残された佟韋は、妖あやかしたちを連れて階きざはしを登る晄の背を見送りながら唇くちびるを嚙かむ。


（あなたは、炎招戈を与あたえられ、強大な妖が従っている。いくらでも中原を守る方法があるでしょう……）


「僕に与えられているのは、蜂鳥と心を交かわす力だけなんです」


　彼はぽつりと呟つぶやいた。








『なんてわからずやなんだ！　晄がどんな思いで、どんな苦労を背負ってるか知らないくせしてっ！』


　東堂に戻もどっても、鳳はまだチャウの背の上で翼つばさを振ふり回し、地じ団だん駄だを踏ふんでいた。


『晄と変わらぬ歳の少年だ。見た目は淡たん々たんとしているが、華山の嶽神を祀まつり、異民族の坩堝るつぼのような国を治め、大国と渡わたり合うだけで一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいなのだろう』


　煒白は小さな吐と息いきをつき、


『だが、晄を軟なん弱じやく者扱あつかいするのは許せん』


　汪李はフンと鼻を鳴らした。


（彼なら、戦を避けることを第一に考えると思ったのに）


　妖たちの会話を聞きながら、晄はやるせなさを嚙みしめる。


　重責に押し潰つぶされそうな自分を、必死で奮い立たせている──。佟韋の眼めの奥にはそんな翳かげがあった。だから、西岳大帝が天界の覇権争いに興味がないと知って、仕方がないと言った言葉に苛いら立だったのだろう。


（俺も同じだ）


　追い詰つめられて必死だったから、桃林のことしか考えてない佟韋に腹を立てた。


「こうなったら、婚こん儀ぎの席に莉姉が現れた時に、強ごう引いんに奪うばい返すしかないかな……」


　晄は誰だれにともなく呟いた。


　婚儀が明後日に迫っていた。
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「ねえ、今日は何日？　それって、お昼ご飯？」


　食事を持って来た也真に、莉由は尋たずねた。


「丙へい午ごの日だ。これは夕ゆう餉げ」


「そう……。月も日も見えないから、時間の感覚がなくってね」


　婚儀は明後日あさつてだ。今日明日には、陝邑侵しん攻こうを止やめるよう、説得しなければならない。


「本来ならば、女によ官かんたちに湯ゆ浴あみの手伝いをさせ、髪かみをくしけずらせて、婚こん礼れい前の準備にいそしんでいる時分なのだろうに、済まない」


　也真は、豪ごう華かな食事の載のった盆ぼんをたかむしろの上に置き、自らもその前にあぐらをかいた。見ると、盆の上の料理は二人分ある。


「あら、ここで一いつ緒しよに食べるの？　今まで御ご飯はんだけ置いて、さっさと出てっちゃったのに」


「今夜は珍めずらしく時間が取れたんだ。これまで一人で食事をさせて済まなかったな」


　也真は、鬼方特産の酪らく茶ちやなるものを二つの碗わんに注ぎ、一つを莉由の前に置いた。


「明日は都合があって、一日留守をする。婚儀までには戻って来る。食事は誰か別の者に持って来させよう」


「えー……」


　では、也真を説得する機会はこれが最後になってしまうのかと、莉由が困ったような顔をすると、彼は嬉しそうに笑えんだ。


「俺が来ないと寂さびしいか？」


「むさ苦しい兵が来たら嫌いやだわ。できれば晄ちゃんか、鳳がいいんだけど」


　莉由は酪茶をすすった。初日に、これが出て来た時には、嗅かぎ慣れない匂においに閉口したが、今では何とか飲めるようになっている。


「それはだめだ。今はまだこの場所を晄たちに知らせることはできない。女官か、そうだな、佟韋──桃林の領主に頼たのんでおこう。やつは晄と同じぐらいの歳だ。それならいいだろう？」


「へえ。佟韋様ってそんなに若いの……」


　桃林の領主に会えるのは幸運かもしれない。佟韋を説き伏ふせて、彼からも也真に鬼方の陝邑攻略を止めるように言ってもらおう。


「さては、佟韋を抱だき込もうとしているな」


　莉由の心の内を読み、也真はクスクス笑った。


「ばれた？　でも、汪李たちに陽甲王を脅おどしてもらって、中原へ移住して来るっていうあたしの案は、鬼方にとっても悪くないはずよ。費用もかからないし、兵の命を犠ぎ牲せいにしなくても済むんですもの」


「そうだな」


　也真はいつも通り曖あい昧まいな返事をする。


「どうして、うんって言ってくれないの？　この案は無理？　何か不都合なことがある？」


「悪くない。俺もそうしたいと思う」


　也真は碗を取り、粥かゆを口に運び始めた。


（思うだけで、実際にそうする気はなさそうね。どうしたら、この人の進軍を止められるのかしら）


　莉由は酪茶をすすりながら、也真の表情を窺うかがう。


「食べないのか？」


　莉由の視線に気づいて、也真は目を上げた。


「食べるわよ」


　初めて二人で食事をするのだ。ここで彼の機き嫌げんを損そこねるわけにはいかない。


「鬼方でも粟あわ粥がゆが主食？」


　莉由は酪茶を置いて、粥の碗を取った。


「粟よりも麦の方が多い。と言っても、粟も麦も殷ほど豊富じゃない。寒い上に水が少ないから、畑にできる場所が少ないんだ。だから、民は山羊やぎを飼って遊牧する」


「粟粥も食べ納めかしら……」


「粟ぐらいなら取り寄せてやる。俺もお前の作る粟粥が食べたい。最初に陝邑で食った粥、流る人にんを歓かん迎げいする宴うたげの席だ。あの粥は旨うまかった。あれはお前が作ったんだろ？」


「そんなこともあったわね」


　ほんの三ヶ月ほど前のことだが、ずいぶんと昔のことのように思えた。


「今思うと、宴ってほどの御ご馳ち走そうじゃなかったわね。今食べてるこの夕食の方がずっと豪ごう勢せいだわ。でもあの時は、あれで精せい一いつ杯ぱいだったの。今はもうちょっと陝邑も豊かになってるわ」


「温泉が湧わいたそうだな」


「よく知ってるわね。赤せき龍りゆうが泉に身を沈しずめたら、お湯になったの。そう言えば、ここの湯ゆ殿どのもお湯が出っぱなしだけど、やっぱり温泉があるの？」


「泉は豊富らしい。そのうちのいくつかから、最近になって温かい湯が出るようになったそうだ。赤龍が身を沈めた泉と水脈がつながっているのかもしれない」


　そんな話をしながら、二人は差し向かいで食事をする。


「これ、なに？」


　莉由は、とろりとした白っぽい物が入った小こ鉢ばちを手にとった。


「酥そだ。山羊の乳を発はつ酵こうさせて作る。無理に食べなくてもいいんだぞ」


　莉由は酥の匂いを嗅いだ。何となく饐すえたような匂いは気になったが、思い切って一口食べてみる。


「──おいしいわ」


　匂いの割に、味はよかった。酸味の中に仄かな甘みがある上品な味だ。


「食い物にこだわりはないんだな」


「鬼方へお嫁よめに行くんですもの。鬼方の味に慣れなくちゃ」


　笑って答える莉由に、なぜか也真は痛ましげな眼まな差ざしを投げかけた。


「じゃあ、今度会うのは婚儀の席だ」


　食事が終わり、也真は盆の上の物を片づけ始めた。


「ね、陝邑侵攻のこと、ちゃんと考えて。あたし、あなたに晄ちゃんと戦ってほしくないの」


「口説き方がだんだん上手うまくなってきたな」


　也真は揶や揄ゆするような笑みを浮うかべた。


　片づけが済んでも、也真はなかなか部屋から去ろうとしなかった。この機会を逃のがさず、確固たる約束を取りつけなくてはならない。


「晄ちゃんが降こう伏ふくしても、あなたがそのまま東進すれば、今度は楓牙王子と戦うことになるわ。あの人は晄ちゃんみたいに戦いを避さけたりしない。きっと大きな戦いくさに──」


　言い募つのる莉由の言葉を遮さえぎって、


「唇くちびるに酥がついてるぞ」


　也真は、手を伸のばして莉由の唇の端はしを指先で拭ぬぐった。莉由は一いつ瞬しゆん体を強こわばらせたが、逃にげずに彼のなすがままにしておく。


（大だい丈じよう夫ぶ、明後日の婚儀までには慣れるわ。山羊乳満まん載さいの鬼方料理にも慣れたんですもの）


　酥を拭い取っても、也真の指は莉由の唇から離はなれなかった。じっと莉由を見つめたまま、いつまでも飽あかずに、莉由の唇をなぞる。


「まずいな……」
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　唐とう突とつに也真は呟つぶやいた。


「何が？」


「明日、留守にしたくなくなった。ここにいたい。ずっとこのまま、お前と二人きりで過ごしたい」


　いつもは狼おおかみのような鋭するどい眼差しが、迷子の子犬のような風ふ情ぜいだった。莉由の心臓が跳はね上がる。


「い、いれば……いいじゃない」


　一緒にいる時間が長ければ、彼を説得する機会も増える。


　也真は莉由を見つめたまま答えない。彼の指先はまだ唇を撫なでている。


「どうしたの？」


「葛かつ藤とう中。こんなことで悩なやむのは初めてだ。自分でも驚おどろいているし、困っている」


「そ、そう？」


　ここが正念場だとは思うが、こういう時にどんな仕草をしてどんなことを言えば也真を籠ろう絡らくできるのか、莉由にはわからない。


　莉由が答えあぐねていると、也真は莉由の唇から指を離し、肩かたに手を回した。


「抱いてもいいか？」


　いつものように一言予告し、彼は莉由をぐっと引き寄せた。


「キャ──」


　その力が余りに強かったので、驚いた莉由は思わず抵てい抗こうした。しかし彼の腕うではびくともしない。固く抱だきしめられ、莉由は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。


「いや、いやよ！　放して──！」


　莉由はもがいたが、也真は放さなかった。


「落ち着け。これ以上は何もしない、大丈夫だ」


　彼の囁ささやく声が、耳に届くまでにはしばらく時間がかかった。


「そうだ。いい子だ」


　也真は指先で、莉由の髪かみを梳すくようにして撫でた。莉由の体からすこしずつ力が抜ぬけてくる。


「ご、ごめんなさい、びっくりして…………お願い、怒おこらないで」


　也真にもたれかかったまま、莉由はしゃくり上げた。


「こちらこそ。強ごう引いんな真ま似ねをした。悪かったな」


　也真は莉由の髪をなで続ける。


「あたしのこと、暴れ馬扱あつかいしてない？」


「そうかも。条件反射だ。多分」


　クスクスと笑い、也真は莉由の濡ぬれた頰ほおをそっと拭った。


「だが、慣れただろう？　暴れ馬もそうやって人に懐なついていくんだ」


　也真は腕を解き、莉由を解放した。


「やはり、どうしても明日の予定は外せない。今回最大の難題を解決しなくちゃならないんだ。だが、明後日あさつての婚こん儀ぎまでには必ず戻もどって来る。花はな嫁よめ衣装を身につけて、待っていてくれ」


「わかったわ」


　也真は空の食器を載のせた盆ぼんを持つと、扉とびらの向こうへ姿を消した。莉由は閉まった扉に寄りかかり、ほーっと長い息をついた。


　怖こわかった。やはり力では女は男に敵かなわないことを思い知らされた。


　けれど、彼が力ずくで弱い者を虐しいたげるような男ではないこともわかった。莉由は也真が怒らずにいてくれたことに安あん堵どし、彼に感謝もしていた。


「そう……慣れたわ。今度は暴れない……だから、戦は止やめて」


　再び目の奥が熱くなってきて、莉由は何度も瞬まばたきをしてそれに耐たえた。





　閂かんぬきをかけ、盆を片手に也真は真っ暗な通路を歩き始めた。


「──らしくない」


　彼はそう呟いて自じ嘲ちようする。


　暴れ馬馴ならしには、もう少し時間をかけるつもりだった。婚儀の後でもよかったのだ。けれど、もしかしたらこれが今生の別れかもしれないと、ふと思った。途と端たんに理性を失ってしまったのだ。


　もう夕刻だというのに、通路の先は眩まぶしい白い光が満ちていた。その光の中を通り抜けると、いきなり桃林城の北ほく壁へきに沿って作られた自軍の陣じん営えいに出る。


　背後を振ふり返ると、そこは城の北門で、門の向こうは土地神を祀まつる祭さい壇だんだ。たった今通ってきた暗い通路も石の部屋も見当たらない。


　祭壇と北門には、何枚かの呪じゆ符ふが貼はられている。莉由を拐かどわかしたあの男が、祭壇と北門の間に異界への通り道を設けたというが、也真にはその仕組みはわからない。


　北門の前には、側近の一人が也真の武具を手にひざまずいていた。


「楓牙王子が、亳邑城を発たったとのことです」


　桃林の東、黄河下流の堤つつみの上にのろしが上がっていた。


「楓牙は、騎き馬ばで戦う我らと谷で相対するような愚ぐは犯おかさないだろう。陝邑寄りの河原へ陣じんを布しくに違ちがいない。予定通り、夜の間に陝西谷を越こえる」


　也真が盆を手て渡わたすと、側近が彼に鎧よろいを着せかける。


　どうしても外せない予定、今回の最大の難題が迫せまっていた。
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　その夜──。


『起きろ、晄』


　二日続きの徹てつ夜やで、泥どろのように眠ねむり込んだ晄は、汪李に揺ゆり動うごかされて目を覚ました。


「どしたの？」


『蹄ひづめの音がする。もの凄すごい数だ。鬼方軍が動き始めた』


　煒白が壁かべを透すかして外を眺ながめ、耳を澄すませている。


「動き始め──って、陝邑を攻こう撃げきするつもりなの!?」


　晄は跳ね起きた。


「何で……。婚儀の席で、也真は俺に降伏を迫るんじゃなかったの？」


『お前が承知するかしないか定さだかではない交こう渉しようなど、はなから、あてにしていなかったということだろう。莉由を拐かしたのは、我らを陝邑から出して、桃林に足止めするためだったわけだ』


　汪李はフンと鼻を鳴らした。


「止めなきゃ──」


『だが、莉由の居場所がわからない』


　煒白が言った。三人の妖あやかしが鬼方軍を止めに入れば、おそらく也真は莉由を盾たてとして使う。


『申し訳ありません。わたしが役に立てないばっかりに……』


　黒に近い藍あい色いろのひよこが、チャウの背中でうなだれる。鸞に幻げん術じゆつが使えれば、兵から莉由の居場所を聞き出すことなどわけなかったのだ。


「とにかく、急いで莉姉を捜さがそう」


　晄は炎えん招しよう戈かを腰こしに佩はき、裘かわごろもを羽織った。


『桃林の衛え士じはいない。鬼方の眉び軍兵が二十人、堂の周りを囲んでいる』


　煒白が戸を一寸ほど開け、隙すき間まから外の様子を窺うかがう。


『舐なめられたものだ』


　汪李は肩をすくめた。


　二人はおもむろに戸を開けると回かい廊ろうに出た。晄もその後に続き、チャウと鸞は戸の陰かげに身を潜ひそめる。


　月はすでに沈しずみ、内城の東門の脇わきに点ともされたかがり火だけが唯ゆい一いつの明かりだった。晄には、一番近くの階きざはしの下に、兵の影かげが一つあるのはわかったが、他ほかの兵は闇やみに呑のまれていてよくわからない。


　晄たちが部屋から出て来たのを見み咎とがめ、階の下の鬼方兵が何か言いかけたが、その前に突とつ然ぜん、煒白の姿が消え、次の瞬しゆん間かんには、彼はその鬼方兵の前に立っていた。煒白の動きは速すぎて、晄の目では追えないのだ。ぐずぐずと兵がくずおれ、煒白に倒たおれかかる。兵の前に立った時、煒白はすでに鳩尾みぞおちに拳こぶしを入れていたらしい。煒白は彼を受け止めると、そっと地面に横たえた。


　煒白は物音一つさせなかったが、気配に気づいたのか、数名の兵がかけてくる足音が聞こえてきた。


　煒白は無言で足音の方へ向き直り、彼はそれらの兵も一いつ瞬しゆんで昏こん倒とうさせた。さすがに異変を察したのか、堂のあちこちで呼び交かう声がする。声は近づいて来るが、晄には言葉がわからない。


　ダッと回廊に跳とび上がり、一人の鬼方兵が大刀を振りかざして突とつ進しんしてきた。


　汪李が、晄を背にして兵の前に立ちはだかる。大刀の間合いに入る寸前で、汪李は兵の懐ふところに滑すべり込み、硬かたい鎧の上から兵の腹に膝ひざ蹴げりを入れると、前にのめった彼の腕をねじりあげ、大刀を取り上げる。


　階下でも一瞬で勝負がついたらしい。煒白が息も切らさず階を上がってきた。


『訊きいてみたが、莉由の居場所を知っている者はいなかった』


『こいつにも訊いてみてくれ』


　汪李は、腕うでをねじられてうめいている兵の背中を押し、煒白の方に向かせる。


　煒白は鬼方の言葉で兵に語りかけた。女め神がみ英招からこの世のすべての知識を授さずかった煒白は、鬼方の言葉がわかる。


『知らないそうだ。この三日間、彼らの部隊は内城の見張りに徹てつし、陣にも戻っていないらしい』


　それを聞くと、汪李は『そうか』と、兵の首の後ろに空いた方の手で手刀を入れる。声もなくくずおれる兵から手を離はなし、汪李はその手を見て、握にぎったり開いたりして首を傾かしげた。


『おかしい。昨日よりもさらに力が落ちている』


『私も何だか体が重い』


　煒白もさえない表情だった。


『ことによると、我らはすでに、何かの罠わなにはまっているのかもしれぬな』


　汪李はしんと静まりかえった桃林城を見み渡わたした。
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　満天の星の下、白い山やま肌はだは、それ自体が発光しているかのように、闇やみ夜よにくっきりと浮うかびあがって見えた。黄河に面したその崖がけには、巨きよ大だいな掌てのひらの跡あとがついていた。仙せん掌しよう崖がいである。


　崖を望む岩いわ棚だなに、一人の男と少年が向かい合って座していた。男は、貴人であることを示す冕べんをかぶり、ゆったりとした玄げん端たんを身にまとっている。一方、少年は、長い髪かみを巾きんでくくり、生き成なりの麻あさの布ほ衣いに羊の裘という、庶しよ人じんの身なりをしていた。あどけなさの残る容よう貌ぼうは秀しゆう麗れいだったが、その眼めは歳に似合わず、ひどく禍まが々まがしい。


　章玄と炅である。


　二人の間には、青銅の鑑かんが置かれていた。中に水を入れ、姿を映す鏡である。


　章玄は孤こ高こうの虎とらのような鋭するどい目で、鑑を凝ぎよう視しした。鑑には二人の姿も頭上の星も映らず、代わりに甲かつ冑ちゆうに身を包んだ大勢の兵たちの姿が映っている。章玄は居ながらにして遠方のできごとを知る術に長たけていた。


「也真と楓牙は、夜明けに陝邑西の河原で相まみえるようだな。さて、こちらは──」


　章玄は鑑の水に指先を入れ、軽くかき混ぜる。水面にさざ波が立ち、映っていた兵たちの姿が消えた。やがて静しずまった水面に、晄と人ひと形がたの妖二人、ひよこを乗せた子犬が映る。


「へえ、今日は占みえるんだね」


　炅は鑑を面おも白しろそうにのぞき込んだ。晄と三人の妖は、舜の呪じゆ術じゆつによって占せん術じゆつから隠かくされているはずだった。


「華霊祭が近い。人の作った呪具など、聖なる山の力に敵かなうものではない」


　章玄は唇くちびるの端を吊つり上げ、不敵な笑えみを浮かべた。


　鑑の中で、晄は桃林城の中を人目を避さけるようにして探さぐっていた。


「鬼方軍を追って陝邑へは戻もどらなかったようだ。こちらの目もく論ろ見み通りだな」


「ふーん。自分の領地の危機だってのに、姉さんの方が大事だなんて、領主としての自覚がないんじゃない」


　炅はつまらなそうに呟つぶやいた。


「お前にはわかるまい」


　章玄は冷れい笑しようする。


「べつにわかりたくもないよ。まあ、晄のその馬ば鹿かさ加減があったから、今回の作戦が成り立ったわけだから、いいんだけどね」


「晄の情の篤あつさがやつの強みでもあり、弱みでもある。同じように、育ての親に殺しの技わざしか教わらなかったお前には、お前だけの強さがあり、それは時として弱点にもなる」


「戦うのに、なんでそれが弱点になるのさ？」


　炅は鑑から章玄に視線を移し、不満そうに尋たずねた。


「守るものがなければ、生きることに執しゆう着ちやくしないからだ。晄とお前と、同じような窮きゆう地ちに立たされたら、お前の方が早く死ぬ」


　章玄は愉ゆ快かいそうに言い、炅は一層不満そうにして章玄から目をそらした。


「だが、今回はお前の方が遥はるかに有利だ。死ぬなよ。殺せ」


「わかってるよ」


　炅は立ち上がり、「寓ぐう、おいで」と、空に向かって呼びかけた。彼の声に応じて、おびただしい数の蝙蝠こうもりに似た妖が集まって来る。蝙蝠ではない証しよう拠こに、その妖は翼つばさとは別に前足を持っていた。


「じゃ、行って来るね」


　炅は章玄に背を向けると、寓を従えて岩を下りて行った。




　四　裏切られた精霊たち







　星の並びが、夜明けの近いことを知らせていた。


『ここにも莉由はいない』


　小さな鼠ねずみに変へん化げして倉の中へ侵しん入にゆうしていた煒白が人形に戻り、首を振ふる。


「城内にはいないのかな」


　堂はすべて探ってみた。家人が住む長屋や廏うまやの中も捜さがしたが、莉由は見つからなかった。


『五感がうまく働かない。いつもだったら、ここにいても城内すべての様子が手に取るようにわかるのだが──』


　煒白は眉まゆをひそめる。


「念のため、陣じん屋やに行ってみよう」


　晄は内城の北門に向かって歩き出した。陣屋は、城下へ入る前に煒白が調べ、莉由の匂においも気配もないことはわかっていたが、鬼方兵が去った今なら、何か新しい手がかりが発見できるかもしれない。


　北門の手前には、定例の祭さい祀しを行うと佟韋が言っていた祭さい壇だんがあった。祭壇を囲う四阿あずまやの柱には、真新しい木の呪符が貼はってある。その祭壇の陰かげに身を隠し、晄たちは様子を窺うかがった。閉じられた門の脇わきにはかがり火が焚たかれ、門前に二人の人ひと影かげが見える。


『鬼方兵ではないな。桃林の衛え士じだ』


　北門の方角に目を凝こらし、汪李が言った。


『待っていてくれ』


　煒白は、すっと音もなく衛士たちに近づき、彼らが声を上げる前に昏こん倒とうさせる。


　開けられた門の外を見て、晄はがっくりと肩かたを落とした。陣じん営えいの天幕はすっかり片づけられ、だだっ広い平地には焚き火の跡が数カ所残っているだけだった。


『戦いくさに連れて行くはずはないのだが』


　汪李は訝いぶかしげだった。


　莉由は自分たちを桃林に足止めするための人ひと質じちである。自分たちが鬼方軍を追うことを想定して盾たてに使うなら、わざわざ婚こん儀ぎの招待状などを寄こす必要はない。


「近くの里人の家にでも、閉じ込められているのかな」


　晄は門を出て、周辺に人家がないか見渡す。


『莉由の匂いが……』


　地面に残された鬼方兵の足あし跡あとを念入りに探っていた煒白が、ふと門の下で足を止めた。


『まだ新しい。ほんの微かすかだが、莉由の匂いが也真の匂いに混じっている。也真は莉由に会った。莉由の残り香がをつけて、ここにいた──そんな感じだ。でもおかしい、なぜここで途と切ぎれている？』


　煒白は門の外側から城内を眺ながめる。


　彼の声に、門前へ戻ろうとした晄は、門柱にも真新しい呪符が貼ってあることに気づいた。


「これ、祭壇に貼ってあるのと同じだ」


　祭祀や呪術のために祭壇に呪符を貼るのはわかるが、同じ呪符を門柱にも貼るだろうか。


『この紋もん様ようは、異界の道を開く呪術で用いるものだ』


　煒白は呪符に描えがかれた紋様を指でなぞる。


「そうなの!?　じゃ、莉姉は異界にいるってこと？」


『かもしれない。または、莉由はここから離はなれた場所にいて、この呪符は、この門とそことを結ぶ道を開くための物かもしれない』


「どうすれば俺たちもそこへ行けるの？」


　チャウが門の内外を行ったり来たりしているが、異界の道が開く様子はない。


『もう一枚、呪符を貼るのだと思う。この類たぐいの呪術は、普ふ通つう、五枚の札を使うが、ここには四枚しかない』


　呪符は四阿の東西の柱にそれぞれ一枚ずつ、それに向かい合うようにして左右の門柱に一枚ずつ貼られている。


「中央の、土の呪符がないんだ」


　舜も青銅器を用いて呪術を行うが、複数の呪具を使う時には、大たい抵ていの場合、木火土金水を象しよう徴ちようする五つを用いる。呪具の持つ力も重要だが、配置も大切なのだと舜から聞いたことがある。


「煒白、土の呪符を作れる？」


『紋様は描けるが、私が作ってもただの木の札にすぎない』


　呪じゆ力りよくのある者が、それなりの手順を踏ふんで紋様を描かなければ、呪じゆ符ふとしての力は生まれないという。


「舜兄なら……」


　晄が右の門柱の呪符に手を伸のばそうとすると、


『だめだ。呪符を剝はがしてしまったら、道が開かなくなる』


　煒白に言われ、晄は慌あわてて手を引っ込めた。


『土の呪符だけ新しく作っても意味はない。他ほかの呪符と同じ時に、同じ者が作った物でなくては力を発揮しない』


「じゃ、どうしてもそれを捜さなくちゃ──」


　その時、『わんわん（ここにあるよー）』と、チャウが門と祭壇の間の地面を猛もう然ぜんと掘ほり始めた。ババババッと上がる土つち煙けむりに、背中の鸞がむせる。


「さすが、土の妖あやかし。土の呪符の気配がわかるんだね」


　晄たちが駆かけ寄ろうとした時、ブーンと数すう匹ひき分の羽音が近づいて来た。音はチャウの掘った穴に舞まい降りたようだ。


「蜂はち鳥どり？」


　呪符が、ふわりと宙に浮ういた。そのまま羽音と一いつ緒しよに手の届かない高さへ上がる。


「待って──」


　晄は、呪符を運ぶ蜂鳥たちに呼びかけたが、彼らは無言で城じよう壁へきを越こえ、どんどん遠ざかってしまう。


「追いかけよう」


　馬に変化した煒白に急いでチャウを乗せ、自分も鞍くらに跳とび乗ると、晄は羽音を追って城外へ出た。


「どうしたんだろ？」


　濃こい青に色を変え始めた空を、蜂鳥はかなりの速度で、南へ向かって飛んで行く。汪李に化か蛇だの姿になってもらって、こちらも空を行けばいいのだが、里の民たみが野の良ら仕事に出始めていた。


『我らを案内しているのか？』


　小こ蛇へび姿で晄の腕うでに巻きついた汪李が、首をもたげて蜂鳥たちの気配を目で追う。


　華山の白い山やま肌はだが迫せまっていた。蜂鳥たちが向かっているのは、住み処かの桃ももの林なのだろうか。


　急坂にさしかかるころには、東の空がだいぶ明るくなった。チャウの背の上では鸞が茜あかね色いろになってぐったりとしている。


　やはり、蜂鳥たちは、桃の林に向かっているようだった。晄たちは蜂鳥を追って一昨日おととい、佟韋に案内された雲台峰への山道を登る。


『寓だ──』


　小蛇姿で晄の腕に巻きついていた汪李が、頭上を見上げた。


「え──？」


　愕がく然ぜんとして晄は空を振り仰あおぐ。そこには、ほの白い華山を背に、無数の蝙蝠こうもりに似た妖が、一ひと塊かたまりになって舞まっていた。


　呪符を抱かかえた蜂鳥たちは、その寓ぐうの群れに吸い込まれる。


「噓うそ……」


『我らは案内されたのではなく、おびき寄せられたらしいな』


　汪李が硬かたい声で呟つぶやいた。


　煒白が走る速度を落とした。登るにつれて眺ちよう望ぼうが開けてくる。桃の林を望む岩いわ棚だなへさしかかった晄は、前方に、自分と同じく共工の気に取り憑つかれ、自分の命を狙ねらう少年の姿を見つけて、目を剝むいた。


「炅……」


「待ってたよ。久しぶり──でもないか。元気だった？」


　彼は土の呪符を手に、禍まが々まがしい眼めを細めて、薄うすい笑えみを浮かべた。


「莉姉を拐かどわかしたのは、章玄だったってこと……」


「そう。化蛇の王や平圃の駮はく、崑崙の鳳ほう皇おう、そして、僕の養父に呪じゆ詛そを返して殺した青銅器作りの舜。そいつらの目を盗ぬすんで莉由を陝邑から連れ出せるなんて、並の呪術師じゃ無理だよ。そのくらいは予想してたんだろ？」


「なんでそんなことを……」


「鬼方左大将は、陝邑を落とすためにお前たちを陝邑から遠ざけたかった。で、僕たちは、お前たちをこの華山におびき寄せたかった。だから共同戦線を張ったのさ。ああ、でも、左大将が莉由を嫁よめにしたいのは本当らしいよ」


「俺たちを華山に……」


　なぜ──と問おうとして、晄は、桃林に来てから汪李や煒白の力が衰おとろえ、鳳鸞は術も使えず、変へん化げもできなくなったことに思い当たる。この地の何かが、三人の妖の力を削そいでいるのだ。


「そうさ。華山がお前の墓場になるんだ」


　東の稜りよう線せんから日が昇のぼった。朝日を浴びて、露つゆに濡ぬれた桃の花が宝玉のように輝かがやく。


　いつの間にか、何千という蜂鳥の羽音が晄を取り囲んでいた。








　遠くでドーンという地じ響ひびきが聞こえ、佟韋は目を覚ました。夜具を出ると寝しん衣いの上に裘かわごろもを羽織り、回かい廊ろうへ出る。


「何があったのです？」


「わかりません。この晴天では、雷かみなりということもないでしょうに──」


　階きざはしの下の歩ほ哨しようは狼狽うろたえた様子で、矛ほこを握にぎりしめて空を仰ぐ。


　その間にも、地鳴りのような音は絶え間なく続き、衛え士じや女によ官かんたちがバタバタと部屋から出て来て城内は騒そう然ぜんとなった。


（まさか……）


　也真は、桃林を戦場にはしないと言っていた。それに、人間の戦いくさではこんな音はしない。


　佟韋の脳のう裏りに、陝邑領主に仕えている化蛇と駮、鳳皇の姿が思い浮かぶ。


　その時、慌ただしげに一人の衛士が駆けてきた。


「陝邑領主がおりませぬ。東堂の見張りを務めていた鬼方兵は全員昏こん倒とうしておりました。また、北門の歩哨が、未明に何者かに襲おそわれたとのことにございます」


「何!?」


　佟韋は階を駆け下りて北門へ向かった。門前では、数名の衛士が、二人の歩哨に肩かたを貸して立たせようとしているところだった。


「いったい、どういう──」


　足を踏み出しかけて、佟韋は祭さい壇だんと門の間に浅い穴が空いていることに気づいた。穴をのぞくと、埋うめられているはずの呪符がない。


　佟韋は、今日一日留守をするという也真に、莉由の食事を頼たのまれていた。呪符がなければ、彼女の所へは行けない。


（何があった……？）


　その時、別の衛士が駆けてきた。


「申し上げます。華山で山鳴りがすると、また雲台峰の中腹、桃の林で水柱が上がるなど、奇き妙みような現象が起こっていると里人が知らせて参りました」








　炎えん招しよう戈かを手に、晄は息を切らせて桃の林の中を走っていた。全身はずぶ濡れで、衣ころもの袖そでは破れ、裾すそにも無数のかぎ裂ざきができている。煒白が脛すねあてに変化して晄の脚あしに巻きついていたが、煒白の力はさらに弱まり、晄の疾しつ走そうに思うような速度を与あたえてはいなかった。


　晄の左側を人ひと形がたの汪李が併へい走そうしていた。右の足元には、ひよこを乗せたチャウが駆けている。ひよこは朝日を浴びて黄色に変わっていたが、まだぐったりと毛の中に埋もれていた。


　晄の背後にはおびただしい数の羽音が迫っていた。


　──死ネ。河伯ノ加護ヲ持ツ者ヨ。


　蜂鳥たちは口々にそう呟いていた。


　操あやつられていることは明白だったが、蜂鳥たちが、河伯を厭いとう理由がわからない。


『前からも来るぞ』


　汪李が言った。


　前方の桃の梢こずえがざわざわと鳴った。次の瞬しゆん間かんには弾はじけるようにして、蜂鳥たちが晄たちを襲う。炎招戈を振ふり上げ、晄は蜂鳥たちの中に飛び込んで行った。羽音と声を頼たよりに、一気に振り下ろす。刃やいばに触ふれた蜂鳥が、憐あわれな悲鳴を上げてぼとぼとと地面に落ちた。しかし、蜂鳥の数はあまりにも多すぎた。残った蜂鳥たちが、鎌かま鼬いたちのように風を巻き上げて晄の両りよう脇わきを通過する。


　ビシッと鋭するどい衝しよう撃げきとともに、衣の肩や袖が裂さけた。


　その間、汪李は背後から迫っていた蜂はち鳥どりたちと対たい峙じしていた。汪李の両手の爪つめは、指と同じぐらいの長さにまで伸のびていた。強きよう靭じんな化蛇の鱗うろこが変化した爪の刃だ。晄をめがけて飛んでくる蜂鳥たちを、その刃で牽けん制せいする。


「きりがない──」


　間断なく襲って来る蜂鳥を払はらいながら、晄は唇くちびるを嚙かんだ。黄帝から授かった柄つかによって、炎招戈は斬きっても滅ほろぼさずに、蜂鳥にかけられた呪詛を解くことができるようになっていた。しかし、何千何万ともつかない数の蜂鳥たちすべての呪詛を解くことは不可能だ。


　斬り損そこねた蜂鳥たちが、旋せん回かいして右みぎ脇わきから晄を襲って来た。晄は炎招戈を薙なぎ、刃をすり抜ぬけて迫る蜂鳥を身をひねって避よける。一いつ匹ぴきの蜂鳥が晄の頰ほおをかすめた。


「つ──っ！」


　頰に、熱い痛みが走った。


『晄！』


　汪李が晄を抱だきかかえるようにして、その場にうずくまる。蜂鳥たちは容よう赦しやなく突つっ込んできたが、化蛇の皮ひ膚ふにはね返される。


『わんわん（こないでー！）』


　晄たちを背にして、チャウが吠ほえた。その声に怯おびえたとは思われないが、蜂鳥たちは一いつ旦たん下がり、晄たちを遠巻きにして隙すきを窺うかがう。


『血が──』


　晄の顔を見て、汪李は黄こ金がね色いろの眼を見開いた。晄の頰に細い切り傷ができ、血が滴したたっていた。


　河伯に護まもられた晄は、滅めつ多たなことでは傷を負わないはずだった。河伯の加護を失ってしまったのだろうか。


「大だい丈じよう夫ぶ。大した傷じゃない。でも、今の俺は普ふ通つうの人と同じように怪け我がをするみたいだね」


　晄は頰から顎あごに伝う血を、手の甲こうで拭ぬぐう。


『お前は華山を下りろ。土の呪じゆ符ふは我が取り戻もどす』


「だめだよ。炅の目的は俺を殺すことだもの。蜂鳥たちを連れて炅も追っかけて来る。俺、里の人たちを巻き込みたくない」


『ならば、林を抜けてもう少し開けた場所に移動してくれ。この中では本ほん性しようも現せぬ』


「わかった」


　晄は立ち上がり、再び走り始めた。一いつ斉せいに羽音が追ってくる。


　前方に、木々の根元を縫ぬうようにして流れる小川があった。幅はばは一丈じようほどだ。


「煒白、跳とんで」


　小川の岸辺で、晄は脛あての煒白が巻きついている右みぎ脚あしでダッと跳ちよう躍やくする。しかし、飛ひ距きよ離りは不十分で、対岸につま先を引っかけた晄は、勢いよく小川に尻しり餅もちをついた。大して水深はなく、腰こしから下が水に浸つかっただけだが、水が怖こわい晄は全身に鳥とり肌はだを立てた。チャウは先に無事に小川を跳び越こえていたが、飛沫しぶきがかかり、彼は一回り大きくなる。


『済まない』


　脛あての煒白は人形になって、晄を小川から引き上げる。普ふ段だんなら、何十丈もの距きよ離りを一気に跳べる煒白である。彼の方が晄よりも愕がく然ぜんとしていた。


　小川の水がざわざわと揺ゆれた。水は、意思を持つ生き物のように一ひと塊かたまりになって持ち上がり、林の奥へ吸い込まれていく。


『来るぞ』


　汪李と煒白は、晄を背にして、水が吸い込まれた方角へ向き直った。チャウは危険を察して晄たちから離はなれる。


　ドン！


　腹に響ひびくような重低音が鳴った。ザーッと梢を揺らし、巧たくみに幹の間をすり抜けて、巨きよ大だいな蛇へびの形をした水の塊かたまりが渦うずを巻いて襲って来た。大きく開いた蛇の口から、何列にも並んだ鋭い牙きばがのぞく。


　煒白が一歩前に出て、水の蛇に立ち向かった。自ら左ひだり腕うでを蛇に嚙かませ、右のこぶしで蛇の喉のどを突く。同時に汪李は背に翼つばさを生やして晄を抱きかかえ、飛び退すさった。しかし、水の蛇の勢いは凄すさまじく、水に呑のまれた三人は桃の木をなぎ倒たおしながら数丈も吹ふっ飛び、地面に叩たたきつけられた。晄の耳の奥に小さな悲鳴が届く。水の蛇はザーッと形を崩くずし、斜しや面めんを流れて行った。


　汪李に抱かかえられ、地面に腹ばいになったまま、晄は呆ぼう然ぜんとしてその様子を眺ながめる。


『大丈夫か』


　汪李が晄を支えて起き上がった。


「俺は大丈夫。でも、桃の木が……」


　無残に折れた桃の木を見て、晄は声を震ふるわせる。


「残念。殺やったと思ったんだけどな。河伯の加護が弱くなった割にはしぶといね」


　その時、どこからか炅の声がした。晄たちはハッと辺りを見回したが、密生する桃の木に視界を遮さえぎられ、彼の姿は見えない。


『どこにいる──』


　汪李は歯がみした。


　いつもの汪李や煒白なら、炅の居場所を特定するぐらいはわけないのだが、視覚、聴覚、嗅覚ともに衰おとろえてしまった彼らにはそれができないのだ。


「逃にげてばっかりいないで、僕を捕つかまえにおいでよ。呪符が欲しいんじゃなかったの？」


　炅の嘲ちよう笑しようが聞こえた。小川の水が、再び一方向に向かって吸い込まれ、次の瞬間には、新たな水の蛇があらぬ方向から襲いかかってきた。


　汪李が晄を抱えて飛び上がり、煒白はチャウをすくい上げながら横に跳ぶ。


　水の蛇は地面に激げき突とつして、水みず煙けむりを上げながら散った。それまで、晄のいた場所に直径が十丈近くにもなる大穴が空いていた。


『また、力を上げている』


　険しい声こわ音ねで、煒白が呟つぶやいた。


　水神共工の力を得た炅は水を操る。この水の蛇は炅が作ったものだ。晄に憑ついている共工の気は河伯によって抑おさえられているが、炅に憑いた共工の気は日々育つ。それとともに炅の力も増すのだが、硬かたい岩の表面を瞬しゆん時じに削けずり取るなど、信じられない威い力りよくである。


「ほらほら、ぼんやりしてると息そく壌じようが濡ぬれて大きくなっちゃうよ。桃ももの林が埋うまったら、西岳大帝は怒おこるだろうね」


　数すう匹ひきの水の蛇が、四方から迫せまって来た。煒白はチャウを抱いて走ったが、蛇は幹の間をすりぬけて彼らを追う。


　晄を抱えた汪李は、桃の花の中を上方に飛び、林の上に出た。しかし、そこには寓ぐうの群れが待ち受けていた。


「うわっ」


　汪李は急旋回して寓の群れを避け、さらに上じよう昇しようするがなかなか振り切れない。


『来たれ、我が眷けん族ぞくよ』


　飛びながら、汪李は黄河の方角に向かって呼びかけた。黄河には、晄たちが小こ化か蛇だと呼ぶ小さな化蛇が棲すんでいる。汪李は小化蛇に寓や蜂鳥を牽制させるつもりだった。


　しかし、小化蛇はやってこなかった。この雲台峰は黄河に面した北の峰だ。この程度の距離なら声の大きさとは無関係に、汪李と小化蛇たちは互たがいの声に感応するはずだった。


『だめか……』


　汪李の力が削そがれたためか、小化蛇たちの力も削がれているのか、汪李の耳に小化蛇たちの返事は聞こえなかった。


　汪李は上空に逃げることを止やめ、大きく旋回すると下降した。


　林の中に戻ると、寓はそれ以上追って来なかったが、代わりに蜂鳥たちが飛びかかって来た。


　汪李は地面に着地すると、強靭な化蛇の翼で晄を囲う。蜂鳥たちがバチバチと翼にぶつかってはね返った。


『晄！　汪李！』


　煒白とチャウが駆かけて来た。チャウはまた一回り大きくなっていた。


『わんわん（こーくんをいじめちゃだめー！）』


　チャウは、晄を包む汪李に覆おおい被かぶさって盾たてとなり、煒白が拳こぶしを振ふり回して蜂鳥たちを追い払う。スッと蜂鳥たちが退いたと思った途と端たん、水の蛇が襲おそって来た。


『キャー』


　慌あわてふためくチャウを煒白が抱えて飛び退のき、汪李も晄を抱えて水の蛇を避けた。蛇はそのまま直進し、数本の桃の木を粉ふん砕さいしてようやく形を崩す。


　晄の耳に、蜂鳥の断だん末まつ魔まの声が届いた。


「止めろ！　止めてくれ！」


　思わず、汪李の腕うでから抜ぬけ出た晄は、炎えん招しよう戈かを掲かかげて叫さけんだ。


「これ以上、蜂はち鳥どりを巻き込むな！　俺の命が欲しいなら、林を出て正々堂々と戦え！」


　声を震わせ、晄は林の奥に向かって怒ど鳴なる。


「相変わらず熱いね。僕はお前のそういうとこが嫌きらいだ」


　右方の桃の幹の陰かげから、おもむろに炅が姿を現した。晄たちはザッと身構える。


「林から出るわけないだろ。何のためにここまでお前をおびき寄せたと思ってるんだ？」


　炅の手が上がった。晄に向けられた手の平に、ざわざわと水が集まる。それは彼の手の平の前で巨大な球となって渦を巻き始めた。


「でもまあ、お前がそう言うならお遊びは止めて、そろそろ本気でいこうか。決着が早ければ、犠ぎ牲せいになる蜂鳥の数も少なくて済むものね」


「止よせ!!」


　水の量が、尋じん常じようではないと悟さとった晄は目を剝むいた。


　ドン！　と轟ごう音おんを響かせて、炅の手の平から水の蛇が放たれた。


　今まで以上に巨大なその蛇は、バキバキと桃の木を粉砕し、竜たつ巻まきのように螺ら旋せんを描えがきながら晄に向かって飛んできた。


　蜂鳥たちの悲鳴に、心臓をえぐられるような思いで晄は炎招戈の柄つかを握にぎり直した。牙を剝いて迫る蛇の頭に、渾こん身しんの力を込めて刃やいばを振り下ろす。


　バリッ!!


　水と金属が触ふれ合う音とは思えない爆ばく発はつ音を発し、蛇は形を崩す。しかし、水の勢いは止まらず、晄は後方に吹き飛ばされた。背後に控ひかえていた汪李が晄を抱え、もろともに桃の枝に背中から突つっ込んだ。晄の全身に鋭するどい痛みが走る。


　転がるように地面に着地した汪李と晄を蜂鳥たちが襲う。


　炅の手の平には、再び水が集まっていた。








「これは……」


　数名の兵を連れ、桃の林を望む岩いわ棚だなへ馬で駆けつけた佟韋は愕然と目を剝いた。


　一面に咲さいていたはずの桃の林に、縦じゆう横おう無む尽じんに道が走っている。巨大な何かが通り、木を倒したのだ。木が粉砕され、剝きだしになった山やま肌はだにはいくつもの穴が空いていた。


　ドンと、山を揺るがすような音が聞こえた。彼方かなたで水みず飛沫しぶきを上げて木が倒れていく。


「どうしてこんなことに──」


　佟韋は馬を下り、林へ走った。いつもなら、佟韋が桃の林を訪おとずれれば集まって来るはずの蜂鳥たちが来なかった。


「佟韋様、危のうございます！」


　兵たちが追ってくる。


　林の中に入った彼は蒼そう白はくになった。


　何百という蜂鳥たちが地面に落ちていた。目を閉じ、力なく翼つばさを開いている。折れた桃の木に宿っていた蜂鳥たちだ。


　佟韋は膝ひざをつき、足元の蜂鳥を震える手でそっとすくった。


「いったい誰だれが──」


　再び轟音が鳴り、佟韋は顔を上げた。立ち上がり、音のする方へ向かって走る。


　途と中ちゆうで、数匹の蜂鳥が佟韋のところにやって来た。炎招戈に触れて、呪じゆ詛そを解かれた蜂鳥たちである。


　蜂鳥たちは口々に林の奥でのできごとを語り、佟韋を林の奥へと導く。


　やがて、前方の木の間に、晄と彼を背にかばう二人の妖あやかしの姿が見えた。奥の方には子犬姿の息壌もいる。


「晄──！」


　声をかけようとして、次の瞬しゆん間かんに起きた出来事に、佟韋は息を呑のんで立ち止まった。


　横合いから、三匹びきの巨きよ大だいな蛇へびが晄たちを襲ったのだ。半ば透すき通ったその蛇は、桃の木をなぎ倒たおしながら彼らに迫った。一匹目の蛇を化蛇は長く伸のびた爪つめで切り裂さき、二匹目の頭を駮はくが拳で突く。三匹目の蛇の頭頂を、晄が炎招戈で断たち割った。蛇は形を崩してザーッと水になったが、勢いに負けた三人は数丈じようも吹ふっ飛んだ。


「あれは何なんだ──？」


　背後で一人の兵が呆然と呟いた。


　佟韋が、蛇のやって来た方に視線を移すと、そこには、自分と大して歳の変わらない少年がいた。酷こく薄はくな笑えみを浮うかべ、手の平を晄に向けている。


　その手の平に水が集まるのを見て、


「止めてください！　桃の木が倒れれば、蜂鳥が死んでしまいます！」


　佟韋は思わず少年の方へ駆け出した。


　地面に這はいつくばっていた晄は、その声にハッと振り向いた。炅の手の平が佟韋に向く。


「佟韋！　来ちゃだめだ！」


　晄が駆け出したのと、炅の手から水の蛇が放たれたのとがほぼ同時だった。


　煒白と汪李が、蛇と晄たちとの間に割って入ろうとしたが、蛇は弧こを描いて彼らの横をすり抜けた。晄はダッと跳ちよう躍やくして佟韋を押し倒す。晄の背を蛇の牙きばがかすめ、鮮せん血けつが迸ほとばしった。


『晄!!』


　襲い来る二匹目の蛇を煒白が拳で砕くだき、汪李が晄と佟韋の二人を抱かかえて飛び退すさった。


　凄すさまじい水飛沫を浴びて、桃林の兵たちが腰こしを抜かす。


「もしかしてお前は桃林の領主？」


　炅は目を瞬またたいた。刺し客かくとして育てられた彼は、誰すい何かもせずに佟韋を殺そうとしたのだ。


「君は──、いったいどうしてこんな真ま似ねを──」


　佟韋は唇くちびるを震ふるわせる。


「ごめん……。炅は俺を殺したくて……」


　荒あらい息をつき、晄は言った。


　そこで佟韋は、水の蛇を放った少年に、晄と同じ濁にごった光がまとわりついていることに気がついた。


　代々、桃林領主は、聖なる華山と桃の精せい霊れいを守るために大だい史し令れいに匹ひつ敵てきする知識を受け継つぐ。
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「君が死ねば、君に憑ついている水神の気は、あの少年に……」


　佟韋は事態の重大さに気づいて戦せん慄りつする。


「左大将は、そんなことは言ってませんでした。ただ、晄にも降こう伏ふくを勧すすめるようにと……」


「也真は詳くわしいことは知らないんだ」


「そんなものを背負って……、僕をかばって怪け我がまでして……」


　晄の背からはおびただしい血がこぼれていた。佟韋には、晄を守る河伯の加護が弱まっているのが視みえる。


「大だい丈じよう夫ぶ。俺は死なない。こんな程度のことで、死ぬわけにはいかないんだ。共工がこの世に蘇よみがえったら、天界で大戦争が起こる……」


　痛みに顔を歪ゆがめて晄は言い、佟韋は瞠どう目もくして晄を見つめる。


「そういう会話、ホントむかつくんだよな」


　炅はフンと唇を歪め、


「憎にくたらしいから、桃林侯はこの子たちに殺させちゃおうかな」


　炅の周囲に桃の蜂鳥が集まり始めた。


「君たち……」


　佟韋は青ざめた。蜂鳥たちの様子が尋常ではない。表情が妙みように乏とぼしいにもかかわらず、ひどく殺気立っている。


「どうしたというのです？　僕がわからないのですか？」


　──佟韋、殺ス。河伯ノ加護ヲ持ツ者ト一いつ緒しよニ殺ス。


　蜂鳥はそう呟つぶやいていた。


「蜂鳥は炅に操あやつられているんだ。あいつが欲しいのは俺の命だ。君は兵を連れて逃にげて……」


　晄が言うと、


「そんなこと──」


　佟韋はしばらくの間、蜂鳥たちと兵を交こう互ごに見ていたが、やがて唇を引き締しめてうなずくと、


「お前たちは逃げなさい！　できるだけ遠くへ、急いで、早く！」


　と、兵に命じた。


「化か蛇だの王。この上に正堂の社に通じる祠ほこらがあります。僕たちをそこへ」


『承知した』


　汪李は、サッと二人を抱だきかかえて飛び立った。


　煒白が兵たちを助け起こして、晄たちと反対の方向へ導き、チャウがその後を走る。


「せっかく面おも白しろくなってきたんだ。逃げないでよ。土の呪じゆ符ふはいらないの？」


　炅は薄うす笑わらいを浮かべた。一いつ斉せいに蜂鳥たちが晄たちを追う。


　佟韋の言う祠とは、桃の林の真上、白い岩の斜しや面めんに穿うがたれた洞ほら穴あなだった。人が一人立って歩ける程度のその洞穴に汪李は飛び込み、間かん髪はつ容いれずに佟韋が呪を唱える。すぐ後ろを追って来た蜂はち鳥どりが、見えない壁かべにぶつかってバチバチとはね返った。


「結界を張りました。この中には蜂鳥は入って来られません」


　佟韋は言った。


　洞穴の中は、桃林城の正堂地下の社と同じく、西岳大帝の神気が満ちていた。奥行きは一丈ほどで、突き当たりには、祭さい壇だんが設けられている。


『大丈夫か？』


　汪李は佟韋を地面に降ろし、片かた膝ひざを立てて晄を抱え直した。


「平気……、桃の林に戻もどらなきゃ」


　下の林の方で、「出て来ないと、桃の木を全部倒しちゃうよ」と、叫さけぶ炅の声が聞こえる。


「わかっています。でも、手当てをしなくては」


　晄の背中は真っ赤に染まり、衣ころもの裾すそからはぼたぼたと血が滴したたっていた。


『焦あせることはない。炅はむやみに桃を倒して、蜂鳥の数を減らすような真似はせぬ』


　汪李は晄の帯を解いて上半身を脱ぬがせる。


　背中には、右肩から左腰にかけて裂れつ傷しようが走っていた。


「幸い、骨には達していませんが、放ほうっておけば血を失って死んでしまいます」


　佟韋は袖そでから手しゆ巾きんを出し、傷の周りの血を拭ふく。


「蜂鳥たち、出て来てください」


　彼がそう言うと、ブーンと衣の合わせ目から数匹ひきの蜂鳥が出て来る気配がした。


　炎えん招しよう戈かに触ふれて呪詛を解かれた蜂鳥たちである。佟韋が水の蛇に襲おそわれた時、咄とつ嗟さに助けようとして、衣の下にもぐり込んだのだそうだ。


「晄の傷の治ち療りようをお願いします」


　佟韋が言うと、蜂鳥たちは晄の傷の前で盛んに羽ばたいた。翼から淡あわい光の粒つぶがこぼれ、傷口に吸い込まれていく。


「なんだか、あったかくていい気持ち」


　かなり出血した上に、衣を脱がされて寒さに震えていた晄は、体の芯しんまで染しみ入ってくる温かさに、ホッと息をつく。


　蜂鳥たちは、見る間に出血を止め、傷口は少しずつふさがってきた。


『そうか。この者たちは、仙せん桃とう樹じゆの精の眷けん族ぞくだったな』


　崑崙に生える仙桃樹は三千年に一度実を結び、その実を食べた者は不老不死の体を得る。また、仙桃樹の精が浸つかった水は不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やくとなる。その眷族である華山の桃の蜂鳥もまた、傷や病を治す力があるのだった。


　晄の傷がすっかり癒いえると、蜂鳥たちは背中から離はなれて、晄の前へ舞まって来た。


　──モウ痛クナイ？


「ありがとう。……ごめんね。君たちの仲間を巻き添ぞえにして」


　──仕方ガナイ。陝邑領主ハ悪クナイ。


　そう言う蜂鳥の声が悲しそうだったので、晄も切なくなる。


　佟韋が晄の前に回り、悲痛な眼まな差ざしで晄を見つめる。


「君を信しん頼らいし、桃の林と蜂鳥たちを託たくします。あの炅という少年が、君を殺すために蜂鳥を操っているのなら、彼を林から追い出すことは難しいでしょう。僕には、彼と戦う力はありません。だからお願いです。すべての木を守ってくれとはいいません。でも、できるだけ、本当にできるだけでいいですから、あの炅という少年を倒たおし、蜂鳥たちの心を取り戻してください」


「もちろん、そのつもりだよ。でも……」


　炎招戈の刃やいばに触れさせれば、操られた蜂鳥たちの呪じゆ詛そを解くことはできるが、あまりにも数が多すぎた。それに、炅が放つ水の蛇へびから桃の木を守るすべがない。晄の河伯の加護が弱まり、汪李と煒白が、晄を守ることで精せい一いつ杯ぱいになってしまっているからだ。不用意にチャウを濡ぬらすこともできない。


『我らの力が戻れば、炅を桃の林から引きずり出すぐらいのことはできるのだが』


　汪李は自分の手に目を落とし、指を握にぎったり開いたりする。


「化蛇の王は力が衰おとろえていらっしゃるのですか？」


　佟韋が尋たずねた。


「陝邑と桃林の間にある谷を越こえた途と端たん、みんな調子がおかしくなっちゃったんだ。鳳が人ひと形がたになれないのはそのせい。俺もいつの間にか河伯の加護が弱くなってて、だからこんな怪我をしたんだけど──」


「もしやそれは、華山の嶽神と河伯が交かわした誓ちかいのせいでは──。先代の桃林侯から、そんな話を聞いたことがあります」


「誓い？」


「この上には仙掌崖という岩があって、そこに河伯の手形があるのはご存じですか？」


「陝邑から桃林へ来た時に、煒白から聞いた」


「華山の嶽神、西岳大帝にとっては、華山の位置を変えることは不本意だったのでしょう。河伯は山を押すにあたり、今後は決して華山を河の水で侵おかさないという約定を交わし、黄河の水源である崑崙から仙桃樹の精の眷族であるこの桃を譲ゆずり受け、それを華山に植えて約定の証あかしとしたのだそうです。だから、証である桃の花が満開になる時季には、河伯の力は華山に及およばなくなってしまうのだと聞きました」


　約定というのは、一種の呪詛なのだそうだ。晄の河伯の加護が弱まったのはそのせいだろうと佟韋は言った。


「黄河に棲すむ化蛇の王の力が衰えたのはそのせいかもしれませんが、平圃の神しん妖ようや崑崙の鳳ほう皇おうまでもが力を弱めたのなら、もしかすると花粉のせいかもしれません」


　桃の花粉は妖あやかしの力を削そぐらしく、妖除けの護まもりや妖がもたらす疫えき病びようの特効薬として使われたりするのだそうだ。華か霊れい祭さいの折には、民たみが総出で花の花粉を集めるという。


「その上、この桃は真冬に花を咲さかせます。陰いんの気が極きわまる冬に、陽の気を放つ花が咲くため、陰陽の均きん衡こうが完全に釣つり合ってしまいます。人のように体内に陰と陽の両方を併あわせ持もつ生き物にはいいのですが、陰陽がはっきりと分かれている妖や獣けものは過ごしにくいようです」


『陰陽の均衡が？』


　汪李が片かた眉まゆを吊つり上げた。


「この時季は、夜に活動する梟ふくろうが昼も起きていたり、夜は眠ねむるはずの鶏にわとりが一晩中鳴いていたりします」


　佟韋は言った。鳳と鸞の交こう替たいがうまくいかないのはそのためなのだろう。


「だから、炅は満開の桃ももの林に俺たちをおびき寄せたんだ」


　晄は悄しよう然ぜんと呟いた。


（打つ手がない……）


　どうすれば炅を倒せるのか、晄にはまったくわからなかった。


（急いで炅から土の呪符を取り戻し、莉姉を見つけて陝邑へ帰らなくちゃならないのに──）


　鬼方軍はすでに陝西谷を越えてしまったかもしれない。


　その時──。


「晄ちゃん!!」


　舜の声がして、晄は祠の縁ふちに駆かけ寄った。


　見ると、馬に変へん化げした煒白が舜とチャウを乗せ、桃の林から祠に向かって駈かけてきていた。
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　河かわ面もを渡わたる冷たい風が、黄土を巻き上げていた。


　陝西谷の東、広い黄河の河原である。白馬に乗り、甲かつ冑ちゆうに身を固めた楓牙の背後には、六百乗の戦車と三千の歩兵が布ふ陣じんしていた。


　傍かたわらには、弓を負い、黒い馬に騎き乗じようした累焰が、影かげのようにひっそりと控ひかえている。


　楓牙の目は、南から黄河に注ぐ陝川の対岸を見つめていた。視線の先には、鬼方の騎き馬ば兵が立ち並んでいる。その数、およそ五千──。


　鬼方軍の中央には、鹿か毛げの馬にまたがる也真の姿があった。彼も同じくこちらを見ている。


　明け方近く、陝邑に到とう着ちやくした楓牙は、あえて陝西谷の細道に進軍せず、陝川の東岸に陣じんを布いた。谷で鬼方軍と遭そう遇ぐうする危険を避さけたためである。戦車を主力とする楓牙の軍は、単たん騎きで駆ける鬼方軍に比べ移動速度が劣おとる。また、左中右の三軍で敵を囲い込む戦法を主流とする戦車戦には、ある程度の広い場所が必要だった。


「桃林はすでに我が軍の手に落ちた。おとなしく陝邑を明け渡せば、民の安全は保障する。降こう伏ふくしろ」


　対岸で也真が叫んだ。


「断る」


　楓牙は即そく答とうした。


「この地は殷の盾たてだ。陝邑が他国に占せん領りようされれば、西方と中原を隔へだてるものがなくなってしまう。殷の邑ゆうを戦場にはできん」


「わかっている。一応言ってみただけだ」


　也真は軽く笑い、視線を楓牙から外さず、大刀を振ふり上げて出しゆつ撃げきの予告をする。


「行け！」


　大刀が振り下ろされた。鬼方の騎馬兵が浅い川に一気になだれ込む。


「応戦しろ！　怯ひるむな。一歩たりとも、これより先に鬼方軍を行かせてはならん！」


　楓牙は号令した。馬に鞭むちが入れられ、車輪の音を響ひびかせて戦車が走り始める。


　戦せん鼓こが打ち鳴らされ、馬がいなないた。


　鬼方兵は、馬に乗ったまま小ぶりの弓を用いて矢を射た。一方、三人ひと組で馬車に乗る亳邑の兵たちは、左右の甲冑兵が大弓を射る。機動性においては鬼方兵の方が遥はるかに勝まさったが、弓の射程距きよ離りと的中率は、よく訓練された亳邑の戦車兵が勝った。


　両軍が交こう錯さくし始めると、鬼方兵が矢をつがえる隙すきを狙ねらい、戦車兵は長なが柄えの戈ほこを用いて、鞍あん上じようの敵兵に斬きりつけた。鬼方兵の中には大刀で戦車兵の首をとりに来る者もいた。戦車兵の列を突とつ破ぱした鬼方兵に、矛ぼうを持った歩兵が突とつ撃げきする。


　水みず飛沫しぶきと砂すな埃ぼこりの中、ある者は川に落ち、またある者は黄土の積もる河原に倒れ伏ふした。


　勝負は互ご角かくで、鬼方軍、亳邑軍ともにどちらも譲らず、陝川を挟はさんで両軍は一進一退を繰くり返す。


「私が中央を切り崩くずす。作戦通り、左軍右軍は両りよう脇わきから鬼方軍を攻せめ、敵の戦列を狭せばめよ」


　楓牙は将たちに命じた。


「お止やめください！　楓牙様の身に何かありましたら──」


　左軍右軍の将は青ざめた。楓牙がおとなしく陣の最さい奥おうに収まっていられず、常に最前線にいて、自ら剣けんを振るうのはいつものことだが、今回の相手は鬼方である。しかも総大将が北方の西半分を制せい覇はした左大将呼衍也真では、黙だまって見送るわけにはいかない。


「也真と一いつ騎き打うちなさるおつもりですか？」


　累焰が是ぜとも非ともつかない表情で尋ねた。


「お前まで止めるなよ」


　楓牙は答えた。


「止めはいたしませぬ。止めても聞いてくださらないことは、よく存じております。ただ、わたくしも参らせてくださいませ」


「いいだろう。ただし手は出すな」


　楓牙は馬に鞭を入れ、累焰が彼のあとに続く。


　矢が飛び交かい、馬と馬車が入り乱れる川を、楓牙は抜ぬき身の剣を片手に疾しつ駆くした。


　殷には珍めずらしい騎馬姿が、敵の総大将楓牙王子であることに気づいた鬼方兵が、一いつ斉せいに楓牙に向かってくる。


　大刀を振り上げて待ち構える正面の鬼方兵に、楓牙は躊ちゆう躇ちよなく突とつ進しんした。


　すれ違ちがいざまに振り下ろされる大刀を巧たくみに避けてその脇わきをすりぬけ、次に横合いから斬りかかって来た兵の大刀を剣ではね上げると、その喉のどを突つく。


　左右から、弓に矢をつがえ楓牙に狙いを定める騎馬兵が迫せまっていた。すかさず累焰は弓を構え、彼もまた馬上から弓を引く。連射された矢は狙い違たがわず、左右の兵に的中し、兵は川に落ちて水飛沫を上げる。手は出すなと楓牙は言ったが、それは也真との一騎打ちについてのことである。


　楓牙の馬術は、熟練の鬼方兵にまったく引けを取らなかった。立ちはだかり、容よう赦しやなく攻こう撃げきを仕し掛かける騎馬兵に最小限の防ぼう御ぎよで応じ、僅かな間かん隙げきを縫ぬって、すばらしい速度で馬を走らせる。


「来たか」


　近づいて来る白馬に、鞍上の也真は唇くちびるの端はしを吊り上げた。


「あれは、亳邑の楓牙王子では──」


　配下の将が、迎むかえ撃うとうと踏ふみ出したが、


「いい。俺が行く」


　と、也真は止めた。


「ですが、左大将自らが……」


「あいつは、俺とやりたくてここまで来たんだ。相手になってやらなければな。ま、俺も一度はあいつと真しん剣けん勝負ってのをやってみたいと思っていたし」


　也真は大刀を抜き、「手出しはするなよ」と言い置いて、本ほん陣じんから躍おどり出た。


　彼もまた巧みな馬術で兵たちの間をすり抜け、楓牙に向かって行く。


「也真！」


　やって来た也真に気づくと、楓牙は燃えるような目で彼を睨にらみつけ、馬の速度をさらに上げる。一方、唇の端に笑えみを浮うかべたままの也真もまた馬に鞭を入れる。


　剣を振り上げた楓牙の唇から、裂れつ帛ぱくの気合いが迸ほとばしった。間合いに入った瞬しゆん間かんに、振り下ろされた剣を、也真は大刀で受け止める。


「ほう──」


　也真は軽く瞠どう目もくし、剣をはね上げると一歩馬を下がらせた。


「陜邑で、お前が雑魚とやり合っているところは見たが、なるほど。なかなかのものだ」


　也真の顔から笑みが消えていた。


「莉由をどこへやった」


　肩かたで息いきをし、楓牙は尋たずねる。


「それは言えない。特にお前には」


　ザッと馬を前に出し、也真は楓牙に斬りかかった。楓牙はそれを剣で振り払はらい、再び薙ないできた大刀を今度は受け止める。火花を散らして、二手三手が交かわされた。


　四手目に大刀を弾はじき返し、楓牙は一歩馬を退ひいた。それに合わせて也真も馬を退く。


「莉由を戦略の道具に使うなど、絶対に許さぬ」


　楓牙は唸うなるように言った。


「道具に使うつもりはない。今回に限っては、陝邑から妖あやかしを遠ざける言い訳にはしたが」


　也真は平然と笑った。


「それが、道具に使っていると言うんだ。可か哀わい想そうだとは思わないのか。莉由の男おとこ嫌ぎらいを知らないとは言わせないぞ」


「俺が治してやるさ。現に、かなりよくなっているし」


　也真は意味ありげに笑い、楓牙の頰ほおに朱しゆが走った。


「俺は莉由を幸せにする。左大将の正せい妃ひとして迎え、黄河沿いの出城に館やかたを構えて、晄がいつでも会いに来られるようにする。お前が心配する必要はない」


　自信に満ちた笑みを浮かべる也真に、楓牙は瞠目した。也真は、人ひと質じちとして莉由を妻にするのではなく、真剣に彼女のことを思っているのだ。


「莉由は……彼女は承知したのか？」


「もちろんしたさ。けなげな女だ。自分の立場をよくわかっている」


　それを聞いて、カッと楓牙の頭が熱くなった。也真の言葉の裏に、莉由が婚こん儀ぎを承知したわけを悟さとったからだ。


「許さぬ!!」


　楓牙はいきなり剣を突き出した。也真は身をひねり、辛かろうじてそれを避よける。楓牙は也真に大刀を振り上げる余よ裕ゆうも与あたえずに次々と剣を繰り出す。怒いかりが楓牙を突き動かしていた。


「左大将！」


　思わぬ主あるじの苦戦に、鬼方の将が弓を構えた。それに気づいた累焰が、その将を射ようとしたが、間に合わなかった。


　ドスッ、と重い音を立てて、将の射た矢が楓牙の右みぎ肩かたに刺ささった。ほぼ同時に、累焰の射た矢が将の胸に刺さる。その将はうめき声を上げて馬から落ちた。


「下がってください！」


　累焰は弓の狙いを也真に定めて叫さけんだ。そのままゆっくりと楓牙の傍かたわらに馬をつける。周囲の鬼方兵が、弓を構えたままじりじりと下がった。


「手を出すなと言っただろう」


　肩に刺さった矢など、毛ほどにも感じていない様子で、楓牙は言った。


「先に手を出したのは、あちらです」


　累焰は也真から目を離はなさずに言い、「悪かった」と、也真は肩をすくめた。


「勝負は持ち越こしだな。利きき腕うでをやられたお前とやっても、面おも白しろくもなんともない」


　也真は素す直なおに馬を退くと、


「だが、勝っても負けても、莉由はやらんぞ」


　そう言ってニッと笑い、本陣へと戻もどって行った。


「お怪け我がの具合は──」


　累焰は弓で敵兵を牽けん制せいしながら、楓牙に付き添そって自軍へ戻る。也真と対たい峙じしていた時とは打って変わって、累焰の表情はひどく心配げだった。


「大事ない」


　楓牙はぼそりと答えた。肩の痛みよりも、腹の底に渦うず巻まく熱い塊かたまりの方が苦しかった。楓牙は也真にも自分にも腹を立てていた。


　莉由は、鬼方の中原への侵しん攻こうを止めるために、也真との婚儀を承しよう諾だくしたのだ。也真は彼女を自分のものにするために、莉由のそういう気持ちを利用した。けれど、彼が莉由を幸せにしたいと思っているのは真実だろう。


（それに引きかえ──）


　自分は莉由のために何もできず、ただ頭に血を上らせただけだ。


　楓牙は、殷の存亡がかかっているこの戦いくさで、私情に走り、身の危険も顧かえりみずに也真に勝負を挑いどんだことも悔くいていた。亳邑軍の総大将として、兵の命を預かる自分が倒たおれるわけにはいかない。また、亳邑軍が負ければ、晄が鬼方との戦にかり出され、彼も莉由も窮きゆう地ちに立たせることになる。


（鬼方の侵攻は、私が止める。莉由から重荷を取り払い、必ず救い出す──）


　楓牙はギュッと手た綱づなを握にぎりしめた。
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「晄ちゃん!!」


『わんわん』


　舜とチャウを乗せた煒白は、横合いから襲おそって来る水の蛇へびをまたぎ越し、一気に祠ほこらに向かって跳ちよう躍やくした。佟韋は呪を唱えて結界を解くと、煒白が祠に飛び込んだ瞬間に再び結界を張った。


「舜兄!!」


　急停止した煒白から、ころころとチャウが転げ落ちた。いっしょに落ちたひよこ姿の鳳が、必死で翼つばさを羽ばたかせて何とか無事に着地する。


「舜兄、どうしてここへ？」


「華山のふもとまで来たら、煒白が僕を見つけてくれて。桃林の兵を下山させたところだったそうです。その後は、馬に変へん化げした彼に乗って──」


「そうじゃなくって」


「晄ちゃんの武具が仕上がったので、届けに来たんですよ。間に合ってよかったです。ここへ来る間も、気が気じゃありませんでした」


　舜は背に負った布包みを下ろし、その場で手早く解く。


「河伯の加護を取り戻すことはできませんが、その分ぐらいの護まもりはこれで補えます」


　包みから出て来たのは、青銅の冑かぶとと鎧よろい、そして盾たてだった。どれにもいつもの通り、びっくりまなこにニッと歯を剝むき出した人面の装そう飾しよくが施ほどこされ、その顔の周りには精せい緻ちな雲うん紋もん雷らい紋もんが刻まれている。


「河伯の加護を──って、どうしてそのことを？」


「僕も、河伯のお使いに会ったんですよ」


　舜は青銅の鎧を晄に着せかけた。途と端たんに、晄は体の芯しんが熱くなるのを感じる。冑を被かぶると、その感覚は一層増した。重さはほとんど感じず、かえって体が軽くなったような気がする。
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「晄ちゃん、何て凜り々りしいんでしょう」


　最後に盾を持った晄を見て、舜は目をうるうるさせる。汪李も一いつ緒しよにうるうるしていたが、佟韋の視線に気づいて、ゴホゴホと咳せき払ばらいをした。


「莉由ちゃんを救うためには、炅の持っている呪じゆ符ふが必要だと聞きました。頼たのみますよ」


「わかった。汪李、煒白。行こう」


　晄はそう言って、佟韋が結界を解くと、バッと祠から躍おどり出た。


　人ひと形がたで背に翼を生やした汪李に抱かかえられ、やはり人形に変化した煒白とともに、斜しや面めんを下りて行く弟の姿を見送ると、舜は佟韋に向き直る。


「初めまして。桃林侯とお見受けします。僕、晄の兄で舜と申します」


　舜は型どおりの挨あい拶さつをすると、


「この祠は、どこへつながっているんですか？」


　と、祠の奥にしつらえた祭さい壇だんに目をやる。


「桃林城正堂の大室の地下です。西岳大帝の御ご座ざ所しよにもつながってますが」


「少しの間、道をお借りします」


　舜は、そう言って懐ふところから五枚の木の札を出した。


　それらの木の札の使い道を知っている佟韋は、瞠目する。


「あなたには、そのようなことができるのですか──」


「僕は青銅器作りが専門なので、巧たくみというほどではないんですが……」


　舜はほんわりと笑った。


「それで、どちらへ？」


「晄ちゃんに任せてばかりもいられませんからね」


　舜は急に真顔になり、祭壇の上に五枚の木の札を置いた。








「また仰ぎよう々ぎようしい格好だね。舜の新作？　でもそれが僕に対する評価だと思えば、光栄に思わなくちゃね」


　汪李に抱えられて祠を下りてくる晄を見て、炅はクスリと笑った。


　晄は、汪李に言って、すでに桃の木が倒されて開けた場所に下ろしてもらった。少しでも犠ぎ牲せいになる蜂はち鳥どりが少ない方がいいと考えたからである。


　晄は、炎えん招しよう戈かと盾を構えて炅と対峙する。両りよう脇わきで汪李と煒白が身構えた。


「その鎧冑で、どこまで防げるかな？」


　炅は続けざまに二匹の水の蛇を放った。


　晄は盾をかざして一匹目の蛇を弾はじき返し、二匹目の蛇を炎招戈で断たち割った。


　炅が作る蛇の大きさは、水の量で決まる。水の補給なしに連続して蛇を作る場合は、当然蛇は小さく力も弱くなるが、それでも武具を着ける前に比べると、受ける衝しよう撃げきは格段に弱い。


（これならいける──）


　晄は臆おくせずに炅に向かって走った。


「フン」


　炅は鼻で笑うと、手の中に大量の水を集めた。


　汪李と煒白が併へい走そうし、横から襲って来る蜂鳥を牽制した。


　炅の手の平に巨きよ大だいな竜たつ巻まきのような蛇が生まれ、轟ごう音おんを発して晄に飛びかかった。


　晄は盾で顔をかばいながら、蛇の頭に炎招戈を振ふり下ろす。凄すさまじい水圧が晄を押し、踵かかとが地面をこすったが、晄は飛ばされなかった。盾が水の圧力を逃にがしているのだ。


「な──」


　炅が瞠どう目もくした。


『まずは一安心だな』


　汪李と煒白が久しぶりに笑えみを見せた。


　水が治まると、晄はダッと地を蹴けった。炎招戈の柄つかを握り、（剣けんに──）と念じる。炎招戈の刃やいばがぐっと伸のび、片かた刃ばの戈ほこから両もろ刃はの剣つるぎに変わる。新しく黄帝に授さずけられた柄により、晄は炎招戈の刃の形状を、自在に変えられるようになっていた。


　盾をかざし、晄は炅に向かって一気に駆かける。


「そんななまくらで、僕を斬きれるとでも思っているのか！」


　間合いに入っても、炅は逃げなかった。晄が突つき出した剣を、彼は手の甲こうで弾き返す。


　今度は晄が瞠目する番だった。素す手でで弾かれたことにも驚おどろいたが、剣から伝わってくる感かん触しよくが人間のものではなかったからだ。硬こう質しつな、それはまるで化か蛇だの鱗うろこに近い滑なめらかさと強さを持っていた。


「手加減なんか必要ないよ。大だい丈じよう夫ぶ。本気で斬っても死なないから」


　炅は不敵な笑みを浮うかべた。


「共工の鱗……」


　晄は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。炅はそこまで水神の力を自分のものにしていたのだ。


「それと、もう一つ。僕の本業が何だったか、憶おぼえているだろ？」


　言い終わるか終わらないかのうちに、炅は回し蹴りを繰くり出した。容よう赦しやのない蹴りが晄のこめかみに入る。冑のおかげでほとんど痛みはなかったが、受け身をとっていなかった晄は、一丈じようほども吹ふっ飛んだ。


　起き上がろうとした晄を蜂鳥たちが急きゆう襲しゆうする。


「うわっ！」


　晄は慌あわてて盾で顔を覆おおった。鎧冑に覆われていない手足に、熱い痛みが走る。


『晄！』


　汪李が駆け寄り、晄を助け起こした。その間に炅は飛び退すさり、晄たちとの間合いを取る。


「ごめん、調子に乗りすぎた」


　晄は右みぎ腕うでに走った切り傷を、左手で押さえる。


『でも、これでわかった。本気でやっても死なないなら、安心』


　煒白が指をパキパキと鳴らし、一歩踏ふみ出した。


「力の削そがれた駮はくなんかに、この僕が負けるわけないだろ」


　炅はさらに後退あとずさる。


『そう、だから卑ひ怯きようを承知で、三人がかりでやらせてもらう』


　汪李の爪つめが、シュッと伸びた。
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「相変わらず口だけは達者だな」


　華山、仙掌崖を望む岩の上で、章玄は鑑かんに目を落とし、苦々しそうに唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。水には、桃の林で炅と晄、妖あやかし二人の戦う様が映し出されている。


　晄が武具を得た途端、護りに徹てつしていた妖二人が攻こう勢せいに転じた。炅は果か敢かんに戦っているが、これでは晄の命を奪うばうには至らないだろう。


「しかたあるまい。所しよ詮せんは子ども。あの青銅器作りの接近に気づかなかった私にも非はある」


　舜は鑑に映らなかったのだ。桃林では河伯の力は無効になることを知って、おそらく河伯とは別の神の力を降ろした呪じゆ具ぐで、自分の占せん術じゆつをかわしたのだろう。


「なかなかやる」


　章玄は三門峡で舜と戦ったことを思い出す。


　荒あら削けずりで力任せの術を使う青年だった。名工と謳うたわれた尭の血を引くだけのことはあって、才能にも呪力にも恵めぐまれていた。あれに技わざの巧みさが加わったら──と戦せん慄りつした。


（数年後、同じ戦いをしたら勝てるか──？）


　自分らしからぬ想像をして、章玄は苦く笑しようした。


「さて、このまま負け戦いくさを傍ぼう観かんしてもおれぬ」


　章玄は、鑑の水をかき回した。


「出いでよ、鳴めい蛇だ。古いにしえの主あるじにまみえるがよい」


　新たに鑑に映った雄ゆう大だいな川の流れに向かって、彼は呪を唱える。その流れは黄土で濁にごった黄河とは異なり、透すき通った清せい涼りような水をたたえていた。


　鑑の中に、妖が召しよう喚かんに応ずる気配を感じ、章玄は満足げな笑みを浮かべた。


「では、私も参るとするか」


　章玄は立ち上がると、懐ふところから五枚の木の札を取りだした。木札には呪が刻まれている。


　彼は切り立った崖がけに、方形を描えがくようにして木火金水を象しよう徴ちようする四枚の札を貼はった。最後の一枚、土の札を中央に貼った時、札に囲まれた部分に、闇やみの空間が生まれた。


「花の盛りは短い。せいぜい美々しく咲さくがよい。私が見届けてやろう」


　章玄は薄うすい笑みを浮かべて、その闇の中に足を踏み入れた。




　五　分ぶん水すい嶺れい







「あれは何だ……？」


　山鳴りが止やまず、不安げに華山を眺ながめていた桃林の民たみは、華山の西、秦嶺山脈の稜りよう線せん近くを飛ぶ、おびただしい数の不思議な影かげを見て騒そう然ぜんとなった。


「鳥ではない……。蛇だ。蛇が飛んでいる！　化蛇か？」


　化蛇は、嵐あらしを喚よび、洪こう水ずいを起こす妖として、古くから黄河流域の民に恐おそれられていた。


　空飛ぶ蛇の姿が次し第だいに大きくなってくる。蛇は言い伝えられている化蛇とは少し異なっていた。蝙蝠こうもりに似た羽う毛もうのない翼つばさは四枚あり、鱗は青緑色だった。たてがみと額の角もない。


「もしやあれは、旱かん魃ばつをもたらすという鳴めい蛇だではないのか……」


　街の古老が、恐ろしげに呟いた。


　蛇の姿が華山の北ほく麓ろくに吸い込まれていく様子を見て、桃林の民は愕然とした。そこには華か霊れい祭さいが行われる桃ももの林があったからである。


「桃の林が枯かれる……。桃林はお終しまいだ」








　巨大な質量を持った妖の接近に、晄たちばかりでなく炅もハッとして南の空を仰あおいだ。


　何十という数の、形も大きさも汪李の本ほん性しようによく似た青緑色の蛇が、四枚の翼を広げて、こちらに向かって滑かつ空くうしていた。


『鳴蛇──』


　汪李は硬かたい声で呟き、晄は、愕然として近づいてくる鳴蛇を凝ぎよう視ししていた。彼らの憎ぞう悪おが、痛いほど肌はだに突き刺ささっていた。


　晄は炎えん招しよう戈かの柄を受け取りに崑崙へ行った時に鳴蛇を目もく撃げきし、火神祝融から鳴蛇と化蛇の確かく執しつについて聞いていた。


　鳴蛇は化蛇の近きん縁えんの種族で、女媧の御み代よに共工が叛はん乱らんを起こすまでは、九州全土の河か川せんに両者は共存していたという。しかし、鳴蛇は共工に与くみし、夏かの禹う王と共工との戦の時に、炎招戈の使い手に従う定めを負った汪李は禹王に従った。敵同士となった二種の水すい妖ようは相あい容いれず、鳴蛇は長ちよう江こう水系に棲すみ、化蛇は黄河水系を住み処かとしているのだそうだ。


　おそらく鳴蛇を召喚したのは章玄だろう。鳴蛇が黄河流域への召喚に応じたのは、倒たおすべき相手が炎招戈の使い手だからだ。


　鳴蛇が一いつ斉せいに咆ほう哮こうした。磬けいを打ち鳴らすような金属質な声だった。ザッと翼を一つ大きく羽ばたかせて、一いつ匹ぴきの鳴蛇が牙きばを剝むき、晄に向かって急降下してきた。


『危ない！』


　煒白が、晄を抱だいて飛び退った。鳴蛇は地上すれすれのところで急きゆう上じよう昇しようしたが、一呼吸の間も置かずに、別の鳴蛇が晄を抱いた煒白を襲おそう。辛かろうじて避よけたところへ、水の蛇が横合いから迫せまった。煒白が身をひねって水の蛇をかわすと、蛇はそのまま直進し、何十本もの桃の木を倒して水に戻もどった。


「何てこと……」


　蜂はち鳥どりの悲鳴を耳の奥で聴きき、晄は慄りつ然ぜんとする。


「援えん軍ぐん到とう着ちやく、形勢逆転だね」


　炅は片かた頰ほおを吊つり上げて笑った。彼の手が再び水を集め始める。


「煒白、牽けん制せいして！」


　晄は煒白の腕うでをぬけて盾たてをかざし、炎招戈を構えた。その隙すきを狙ねらって、また別の鳴蛇が襲って来た。煒白は跳ちよう躍やくして鳴蛇の前に出ると、拳こぶしでその鼻先を叩たたいた。しかし、力の衰おとろえた彼の拳は鳴蛇に大した痛手を与あたえることはできず、その進路を変えたに過ぎなかった。


　一方、晄は水の蛇を斬きり裂さいたが、次の瞬しゆん間かんにやってきた鳴蛇を斬り損そこね、太い胴どうに弾はじき飛ばされて宙を舞まう。


『晄！』


　煒白が晄を受け止め、『我が鳴蛇を止める』と、汪李が化蛇の本性を現した。


　銀の鱗と、頭頂から背にかけて生えている銀のたてがみが、冬の日を照り返してキラキラと輝かがやく。蛇というよりも竜りゆうに近い顔を鳴蛇に向け、黄こ金がね色いろの眼めで彼らを睨にらみつけた。


　汪李はザッと翼を羽ばたかせると、鳴蛇の群れの中に飛び込んで行った。


　林の上空は縦じゆう横おう無む尽じんに飛ひ翔しようする鳴蛇で埋うめ尽つくされていた。


　汪李は、下降を始める一匹の鳴蛇の翼に牙を立て、ブンと振ふり回すと上空へ放った。鳴蛇の翼は破れていた。化か蛇だの鱗うろこや翼は、炎招戈以外では断たてないが、鳴蛇はそこまで強固な体ではないのだ。汪李の喉のどに食いついた鳴蛇を、彼は強きよう靭じんな翼ではたき落とし、背後から迫る鳴蛇を尾おで横よこ殴なぐりにして払はらう。その間隙を縫ぬって、新たな鳴蛇が急降下してきた。


　煒白が神妖、駮の姿になった。


　駮の顔と体は馬に似ている。体毛は柔やわらかな光こう沢たくを孕はらんだ真しん珠じゆのような白で、眼と尾だけが黒い。額には、反り返った一本の角が生え、虎とらのような牙と爪を持っている。


　煒白は降下してくる鳴蛇に向かって跳躍し、その下した顎あごに角を突つき立てた。鳴蛇は金属質な悲鳴を上げて仰のけ反り、空へと逃にげていく。


　一匹の鳴蛇が、炅と対たい峙じする晄に向かい、桃の梢こずえに腹をこするようにして脇わきから突っ込んできた。煒白は跳躍し、その鳴蛇の腹に牙を立てながら横へ押しのける。


　汪李が咆哮した。雷らい鳴めいに似た轟とどろきが響き渡る。瞬またたく間に空に黒雲が湧わき、華山の南なん麓ろくを覆おおう。雲間に雷らい光こうが走った。


　バリッ！


　大気が裂けるような音とともに、幾いく筋すじもの稲いな妻ずまが鳴蛇たちに落ちる。絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせ、鳴蛇はのたうった。


　数匹ひきの鳴蛇がザーッと上じよう昇しようした。それらの鳴蛇たちは雲に向かって口を開けた。乾かわいた熱い風がその口から吐はき出される。黒雲は風に流れ、やがて薄くなって消えた。旱魃を起こすと言われる鳴蛇の呼気は、汪李の喚ぶ雷らい雲うんを消す力があるのだ。


　汪李は再び雲を喚んだ。雷かみなりを落とさせまいと、鳴蛇たちは一斉に雲に向かい、あるいは汪李に向かって熱い風を吹ふきつける。その風は、渦うずを巻いて桃の林にも届いた。


　風を浴びた桃の花が、色を失い、見る間にしおれていった。


「蜂はち鳥どりが──」


　精せい霊れいの悲鳴を聴き、晄は目を剝いた。


「よそ見してる場合じゃないだろ」


　炅は、容よう赦しやなく水の蛇を放つ。


　晄は炎招戈で水の蛇を断ち、水流を盾で上方へ逃がす。水と熱い風が交わり、もうもうと湯気が立ち上った。その湯気の間から、操あやつられた蜂鳥が晄を襲う。








「こんなことが……」


　祠ほこらの中で、佟韋は全身を震ふるわせていた。


『悪いな。祭りの前日だってのに、こんなことになっちまって』


　佟韋の手の上で、へちゃっとうつぶせになっている鳳は、だるそうに言った。


『ま、汪李と煒白の力はだいぶ落ちてるし、鳴蛇もそれはおんなじで、西岳大帝のお膝ひざ元もとを血だらけ死体だらけにするわけにいかねーから、どっちもかなり手加減してんだ。許してやってくれ』


「これで手加減……ですか」


『湯王と共工の戦いくさん時は、南なん巣そうの大平原が、血だらけ死体だらけだったぜ』


　絶句する佟韋に、


『晄は、その湯王の跡あとを継つがなくちゃならねーんだ』


　鳳はしんみりと言い、うつぶせになったまま佟韋に顔だけを向ける。


『種族を越こえてみんなが幸せに暮らせることを願っているのは、あんたも晄も同じだ。ただ、あんたの考えてる範はん囲いは桃林の民と桃の林だけだろ？　けど晄は、人も妖あやかしも神々も、平へい穏おんに豊かに──豊かってのは物だけじゃなくて心も含ふくめてだぜ──暮らせる世界をつくらなくちゃならねえ。そういう定めを負っちまったんだ』


　鳳は視線を桃の林に戻した。


『晄は、馬ば鹿かだからさ。世の中、そんな何もかもうまくいきっこねーのに。あいつは炅も救いたいと思ってるんだ。あんなに憎にくまれて、さんざん酷ひどい目に遭あってるってのにさ。すげー、お人ひと好よしだろ？』


　よっこいしょと、ひよこは起き上がり、


『どっからこんな話になったんだっけ？　そうそう。祭りの前日だってのに──。困ったもんだ。おれもこんなんで、戦力にならねーし』


　翼つばさの先でポリポリと頭を搔かいた。


『あの鳴めい蛇だを召しよう喚かんしたのは、多分章玄だ。さっさと土の呪じゆ符ふを手に入れて莉由を助け出さなきゃ、章玄が何をしでかすかわからねえ……』


　戦せん闘とうの場をじっと見つめ、鳳は硬い声で呟つぶやいた。
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「お腹なか空いたー。あたしの御ご飯はん、忘れてるとか」


　莉由は、毛皮のたかむしろに端たん座ざし、扉とびらをじっと見つめていた。


　外の様子がまったくわからないので、今が何時頃ごろなのか見当もつかないが、扉の脇に置かれた燭しよくの減り具合からすると、とっくに昼を過ぎたはずだ。


　一日留守にするという也真の代わりに、桃林の領主が食事を届けに来ることになっている。


　鬼方の陝邑侵しん攻こうを止めてもらいたいと頼たのむつもりで、莉由は桃林侯の到とう来らいを今か今かと待っていた。しかし、朝あさ餉げどころか昼過ぎと思われる時刻になっても誰だれも来ないのである。


　ようやく閂かんぬきを外す音が聞こえたのは、それからしばらくの後だった。


（来た！）


　居住まいを正し、音もなく開く扉を見ていた莉由は、ギョッとして弾かれるように立ち上がった。


「あなたは──」


　開いた扉から姿を現したのは、玄げん端たんをまとった、孤こ高こうの虎のような鋭するどい眼めの男だった。自分を陝邑から連れ出した呪術師である。


「桃林侯ではなくて、残念だったな」


　男は唇くちびるの端だけを微かすかに吊り上げて笑った。


「何で、あんたがここに──。あたしをどうするつもり？」


　莉由は後退あとずさりながら尋たずねた。


「晄の身み柄がらと引き替かえにする。一いつ緒しよに来てもらおう」


　男の言葉に、莉由は瞠どう目もくする。


「晄ちゃんと引き替えるため……？」


　也真は、三人の妖を従えている晄を牽制するために、自分を鬼方へ連れて行こうとしているのに、晄と引き替えにしてしまったら意味がない。


「なぜ？　なにがあったの？」


　晄はこの地に来ていると、也真は言っていた。もしや、也真と晄との戦いになってしまったのだろうか。


「お前の兄が余計なことをしてくれた」


「お兄ちゃんが──！」


　莉由は、この呪術師が晄の命を狙う一味だと瞬しゆん時じに悟さとった。自分の嫁よめ入いりについてはともかく、陝邑領主と鬼方左大将との駆かけ引きに、舜が口を出すはずはない。舜が動くとすれば、晄の命が危険にさらされた時だ。


　男が近づいて来た。


「来ないで！」


　莉由はさらに後退り、男を睨にらみつけた。


「勇ましいことだ」


　男は獲え物ものを狙ねらう獣けもののような目を、愉ゆ快かいそうに細めた。莉由の全身に鳥とり肌はだが立つ。


　じりじりと後退っていくうちに、背中が石の壁かべに突き当たった。


　バッと、壁に掛かけられた織物を引きちぎると、それを男に向かって投げつけ、莉由は身をひるがえした。衣ころもの裾すそをたくし上げ、壁沿いに寝しん室しつの戸口へ走る。


　男はさして慌あわてた風もなく、頭にかぶさった織物を取ると、薄うすい笑えみを浮うかべたまま、ゆっくりと歩を進める。


　莉由は寝室に飛び込むと、急いで戸を閉めた。掛かけがねをかけ、衣い装しよう部屋から衣い架かを持ち出すと、つっかい棒のかわりに引き戸にはめ込む。さらに衣装部屋の棚たなから、大おお振ぶりの簪かんざしを取ってそれを握にぎりしめ、湯ゆ殿どのの戸を背にして身構えた。


　湯殿の壁から突き出ている竹たけ筒づつは、途と切ぎれることなく湯を出している。湯がどこから来るのかわからないが、最悪の場合、大声で叫さけべば声が湯の通り道を伝って外へ届き、耳のいい煒白が聞きつけて助けに来てくれるかもしれない。そんなわらにもすがる思いだった。


　寝室の戸がカタカタと音を立てた。男が戸を開けようとしているのだ。


　莉由の背中に汗あせが伝う。荒あらい息をつきながら、彼女は引き戸をじっと見つめた。


　掛けがねが揺ゆれ、衣架がきしむ。


　ふと音が止やみ、不気味な沈ちん黙もくが落ちた。


　バン！


　突とつ然ぜん、木の引き戸が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。


「──！」


　跳はね上がらんばかりに驚おどろいた莉由は、その男が斧おのも鉞まさかりも持たずに、素す手でだったことに目を剝むいた。見れば、引き戸は全体がむらなく砕けている。斧や鉞ではこんな砕け方はしない。


　この男は呪術で戸を壊こわしたのだ。


（敵かないっこない……）


　一いつ瞬しゆん、くじけそうになった。けれど、自分があの男に捕とらえられ、人ひと質じちとして突つき出されたら、晄の命が危ない。


　萎なえかかる気持ちを奮い立たせ、莉由は簪の先せん端たんを自分の喉のどに当てた。


「来ないで。それ以上近づいたら、あたし死ぬわよ」


「それは困る。人質が死体では役に立たん」


　男は微かな苦く笑しようを浮かべ、手の平を莉由に向けた。手の中には何も入っていなかったが、そこからシュッと何かが放たれる気配がした。


　莉由の握っていた簪が、ぽろぽろと砕けた。


「噓うそ……」


　莉由は啞あ然ぜんとして手を開き、粉々になった簪に目を落とす。


「惜おしいことをした。いい細工だったものを」


　簪を壊した張本人は、さも残念そうに言った。


「也真は、本気でお前を正せい妃ひに迎むかえるつもりだったらしいな」


　男は、戸が開いたままの衣装部屋を一いち瞥べつして薄く笑うと、引き戸の残ざん骸がいを踏ふんで、寝室に入ってきた。


　莉由はバッと湯殿へ飛び込み、浴よく槽そうの前に膝ひざをつくと、


「煒白！　汪李！　鳳君！　聞こえる？　あたしはここよ。助けて!!」


　竹筒に向かって声の限りに叫んだ。


「何の真ま似ねだ」


　男の忍しのび笑いが、背後から聞こえた。


「この湯は、地下深くから直接汲くみ上げているのだ。聞こえるわけがなかろう」


　ぐいっと頭と腕うでをつかまれ、莉由は仰のけ反った。すぐそこに、男の顔があった。獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのような目は、愉ゆ悦えつに歪ゆがんでいた。


　全身に悪お寒かんが走った。恐きよう怖ふと、嫌けん悪おとが一気に莉由の心を支配した。


　無む茶ちや苦く茶ちやに腕を振ふり回し、悲鳴を上げ続けたが、莉由には自分の叫び声が聞こえていなかった。


　いきなり湯の中に頭を突っ込まれた。


「おとなしくしろ。お前に術をかけて、言いなりにすることもできるのだぞ」


　湯を通して、愉快そうな男の声が聞こえた。


（いや！　助けて！　誰か──）


　ふと、頭を押さえつけている力が弛ゆるんだ。


　顔を上げた莉由は激しく咳せき込んだ。咳せきが収まり、振り返ってみると、男は驚きよう愕がくに目を見開き、あらぬ方向をじっと見ていた。男の視線の先には、湯を出し続けている竹筒があった。


「何を──」


　言いかけて、莉由の心臓がドクンと一つ鳴った。


（何かが来る……）


　以前にもこんなことがあった。その時はただ恐おそろしいばかりだったが、今は怖こわくはない。


　莉由はこの気配を知っていた。


　メキ──。


　竹筒を中心にして、石の壁にひびが入った。


　男は片手で莉由の腕をつかんだまま、もう片方の手の平を竹筒に向けた。


「むん──」


　男は手の平から何かを発しているようだった。しかし、ピシピシと音を立てて、壁のひびは少しずつ増えていく。


　男は手の平を竹筒に向けたまま、莉由を引きずって後退った。


　ひび割れから湯が漏もれだした。湯の量は見る間に増し、それにつれて割れ目が広がっていく。


　バキッ！


　重低音を響ひびかせ、石の壁が砕けた。大量の湯と石の欠片かけらが、ドッと莉由たちを襲おそう。


『我を喚よんだか？』


　地下の水脈を伝ってやってきたものが、崩くずれた湯殿の壁からその巨きよ体たいを現した。
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　いきなり大地が揺れた。


　鳴動し始めた華山と、迸ほとばしって来るそれの気配を感じて、上空で激しい戦せん闘とうを繰くり広げていた汪李や鳴めい蛇だたちも、桃ももの林の中で鳴蛇の首に嚙かみついていた煒白も、動きを止めた。晄も、晄に向かってまさに水の蛇を放とうとしていた炅も、それがやって来る方向を見つめる。


　ドーン!!


　雷かみなりに似た轟ごう音おんとともに、いきなり雲台峰の頂近くの崖がけに、大穴が空いた。





　城下では、突然の地じ震しんで騒そう然ぜんとなっていた領民たちが、一いつ斉せいに華山を振り向いた。


「こ、今度は何なんだ──」


　領民たちは、おののき、華山の頂に眼めを凝こらす。


　中から飛び出して来たものを見て、彼らは目を瞠みはった。


　太く長い胴どうは紅くれないの鱗うろこに覆おおわれていた。頭頂から背にかけて、燃える炎ほのおの色をしたたてがみが生え、額からは二本の角が突き出ている。化か蛇だや鳴蛇と大きさはほとんど変わらないが、蛇の妖あやかしとは異なり、かぎ爪づめのついた四し肢しを持っていた。


「せ、赤せき龍りゆう──」


　何人かの年寄りが、腰こしを抜ぬかしてその場にしゃがみこんだ。





「どうして、赤龍が──」


　晄は啞然として呟つぶやいた。陝邑の温泉の源に身を沈しずめたはずの彼が、なぜここにいるのだろうか。


　赤龍は、ゆっくりと翼つばさをかいてこちらの方へ舞まって来た。赤龍の首の辺りには、誰だれかがしがみついていた。ひらひらと風にはためく山やま吹ぶき色の衣には見覚えがある。


「莉姉!?」


「晄ちゃん！」


　晄の声に気づき、たてがみをつかんで莉由が身を乗り出した。遠巻きに見ていた鳴蛇たちが瞠どう目もくする。湯王と共工との戦いくさでは、鳴蛇と赤龍はともに共工の臣として、化蛇と戦った同士だった。


「この──」


　炅は唇くちびるを震ふるわせ、握にぎっていた拳こぶしを振り上げた。


「鳴蛇よ。赤龍は裏切り者だ！　あの女の口車に乗って炎えん招しよう戈かの使い手に寝ね返がえったのだ！」


　炅の怒ど鳴なり声に、鳴蛇たちが殺気だった。


『おのれ──』


　鳴蛇たちが、赤龍に向かって突っ込んでいった。


　赤龍の口がカッと開いた。ゴーッとその口こう腔こうから巨きよ大だいな炎が吐はき出される。莉由が小さな悲鳴を上げて、彼のたてがみの中に顔を伏ふせた。


　炎は向かって来る鳴蛇たちを包み、鳴蛇は声を上げてのたうった。赤龍はそのまま前進し、炎を吐きながら鳴蛇たちをかき分けていく。


　焼かれた鳴蛇の群れの中には、汪李も混ざっていた。


『容よう赦しやがないな』


　汪李は苦笑した。


『我の炎で焦こげるほど、やわではないだろう』


　赤龍は表情も変えずに前進を続ける。


　赤龍が向かった先は、佟韋のいる祠ほこらだった。佟韋は目を丸くし、ただ呆ぼう然ぜんと近づいて来る紅の龍と、その首に乗っている美女を見つめていた。


『おお、力が戻もどってきたぜ』


　佟韋の手からひよこがぴょーんと飛び降りた。


　赤龍は莫ばく大だいな陽の気を発する。冬に咲さく桃のせいで陰いん陽ようの均きん衡こうが完かん璧ぺきにつりあってしまっていたこの地が、赤龍の到とう来らいのおかげで陽に傾かたむき、鳳は力を取り戻すことができたのだ。


　赤龍が岩の斜しや面めんに首をつけた。佟韋は慌あわてて結界を解く。


「ありがとう、助かったわ」


　莉由は祠の中に下り、


「来たついでに、晄ちゃんに手を貸してあげてくれない？」


　と、心配そうに桃の林を見下ろした。鳴蛇は遠巻きに赤龍を囲んでいたが、林の中では、晄と炅の戦いが始まっていた。


『我は、晄を殺さないという契けい約やくをお前と結んだだけで、味方になったわけではない』


　赤龍が答えると、


『あんたはここの辺りをうろうろして、莉由を守っててくれればいいさ。あんたさえいりゃ、おれが絶好調で戦える』


　鳳がそう言って、人ひと形がたになった。


　だれたひよこが、思いもよらぬ潑はつ剌らつとした美少年に変へん化げしたのを見て、佟韋はまた目を丸くする。


　鳳は、緩ゆるく握った両の拳を上下に重ねた。まるで見えない棒を握っているような所作だ。軽く曲げた指の中に、白い光が弾はじけた。彼はシュッと一気に両りよう腕うでを縦に開く。両手の間に、太陽のような眩まぶしい輝かがやきを放つ光の槍やりが現れた。


　彼はそれを片手に持ち替かえ、


『じゃな。莉由を頼たのむぜ』


　そう言ってニッと笑うと、桃の林の中へ駆かけ下りて行った。


　佟韋は、呆然とその様子を見守っていたが、ふと、視線に気づいて振ふり向いた。


「自己紹しよう介かいが遅おくれたわ。あたし、あそこで戦ってる陝邑領主、晄の姉で莉由っていうの。明日になったら、鬼方左大将の妻って、名乗らなくちゃならないかもってとこなんだけど──。あなたは桃林の人？　ねえ、鬼方軍はどうなったか知ってる？」


　彼女は美しい切れ長の眼を心配げに翳かげらせて、佟韋に尋たずねた。








『おらおらおら、さっさと自分の住み処かにもどらねえと、ホントに滅ほろぼしちまうぜ！』


　鳳は桃の林の中を駆けながら、鳴蛇の群れに向かって光の槍を投げた。槍は桃の林の上空で炸さく裂れつし、数匹ひきの鳴蛇を一度に後退させる。


『元気だな……』


　駮はくの姿になってもいまひとつ調子がでない煒白は、ぼそっと呟いた。


『おうよ。桃の花粉がどうとかいうのも、関係ねえ。赤龍のおっさんのおかげで、いつも以上に絶好調さ』


　鳳はあらたに光の槍を作り、晄の隣となりに並ぶ。


「よかった。心配してたんだ」


　晄もほっと息をつく。


『莉由も戻ったことだ。一気に片をつけようぜ』


　鳳は、前方で悔くやしげに唇を嚙んでいる炅に視線を据すえた。


「そうだね。これ以上戦いを長引かせちゃったら……」


　周囲の桃の木は半分以上が折れ、残っている木の花も、鳴蛇の吐く風を浴びてしおれている。


　出しゆつ撃げきした鬼方軍の動静も気がかりである。陝邑は占せん領りようされてしまったのか、焉たちは、大勢の湯治客は無事なのだろうか。


「ひよこ一匹が参戦したぐらいで、僕に勝つつもりでいるわけ？　冗じよう談だんじゃない」


　炅は唇を歪ゆがめ、手の平に水を集めた。


『やつが蛇を放ったら、お前が受け止めろ。おれがその隙すきにやる』


　鳳は、光の槍を握り直した。


「わかった」


　晄はうなずき、盾たてと戈ほこを構えた。その間にも鳴蛇は襲って来たが、煒白が虎とらの爪を持つ前ぜん肢しで払はらいのける。


　炅の手から水の蛇へびが放たれた。晄と鳳とを呑のみ込んでもあまりある巨大な蛇だ。ほぼ同時に鳳が光の槍を投げた。速度は光の槍の方が勝まさっている。光の槍は炅に直ちよく撃げきして、真っ白い閃せん光こうを放った。


　次の瞬しゆん間かんには、水の蛇が晄に届く。渾こん身しんの力を込めて蛇の頭に炎招戈を振り下ろす。


　ドンと、凄すさまじい衝しよう撃げきが盾にかかった。途と端たんに、盾を構える左腕がバキッと鳴った。激痛が走り、水圧を流し損そこねた晄は後方に吹ふっ飛ばされた。


　地面に叩たたきつけられた晄に、鳳が駆け寄って来た。汪李や煒白も人形になって、晄を背にして鳴めい蛇だや蜂はち鳥どりたちを警けい戒かいする。


「つっ──」


　左腕の痛みに、晄は顔を歪めた。見る見るうちに腫はれ上がって来る。骨が折れているらしい。


『悪かった。無む茶ちやな作戦だった』


　鳳は膝をつき、晄の腕うでから急いで盾を外す。


「炅は──？」


　鳳に助け起こされながら、晄は炅の姿を捜さがした。


　彼は、立っていた場所から数丈じようも離はなれた場所で、仰あお向むけに倒たおれていた。体から白はく煙えんが上がり、ぴくりとも動かない。


　鳴蛇たちも攻こう撃げきをやめて、炅の様子を窺うかがっていた。炅を助け起こそうとするものは誰だれもいなかった。


（もしかして、死ん──）


　背筋に悪お寒かんが走った。共工の力を得て、死なない体になったと言っていたが、鳳のあの光の槍は、炅に致ち命めい傷しようを与あたえてしまったのではないだろうか。


　もしもそうなら、共工の気が自分に移り、河伯の加護が弱まっている今なら、瞬しゆん時じに共工が復活してしまう。


　ピク──と、炅の指が動く。


　それでも晄は安心できなかった。彼はすでに亡なき骸がらとなって、体を動かしているのは共工かもしれない。


　やがて、彼は手をつき、ゆっくりと上半身を起こした。


「参ったね。死なない体ってこういうことなんだ」


　目め眩まいを払うように、軽く頭かぶりを振る。


（生きてた──！）


　晄はホッと安あん堵どの息をつき、鳳や汪李、煒白たちも肩かたの力を抜ぬく。鳴蛇たちの間には、微かすかな動どう揺ようが走った。


「体は無事でも、痛みは普ふ通つうにあるなんてね、ちょっと意外」


　炅は苦く笑しようしながら立ち上がった。


　ザッと、汪李と煒白が身構える。しかし、炅は水の蛇を作ろうとはしなかった。鳳の光の槍は、見た目以上に炅に痛手を与えたのだろう。


「引き際ぎわかな……？　なんてね」


　炅は、片手を上に挙げ、寓ぐうを喚よぼうとする仕草をした。


『逃にがすか！』


　汪李と煒白がダッと炅に飛びかかろうとした。
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「今だ！」


　炅は晄を指差した。


　それに従って、鳴蛇たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。炅は寓を喚ぼうと見せかけていただけだったのだ。


『謀はかられたか』


　汪李と煒白は、瞬時に本ほん性しようを現した。


　斜ななめ左から急降下してくる鳴蛇の喉のどに、汪李は牙きばをつきたて、同時に晄の背後へ回り込もうとする鳴蛇の腹を強きよう靭じんな尾おで払いのける。


　煒白は跳ちよう躍やくし、右方から迫せまる鳴蛇の目に、虎のような爪つめを突つき刺さした。怖おぞ気けだつような叫さけび声を上げて仰のけ反る鳴蛇の下から、地を這はうようにして別の鳴蛇が迫っていた。宙で体勢を整えた煒白は、上からのしかかるようにしてその鳴蛇の顔を食いちぎる。


　鳳は、晄を背にして、炅と対たい峙じしていた。炅の頭上には数多あまたの蜂鳥が群れていた。


　それらが、晄を狙ねらっていることにいち早く気づいたのは、蜂鳥の群れを祠ほこらの中から正面に見ていた佟韋だった。


　腕を折った晄は、盾を構えることはできず、汪李と煒白には晄のところへ来る余よ裕ゆうがない。


「危ない！」


　結界を通して、蜂鳥の殺気がビリッと伝わったその瞬間──。


『わん、わんわわん！　（だめー。こーくんにいたいことしないでー！）』


　バリッと、佟韋の結界をぶち破って、チャウが祠から飛び出した。そのまま空へ飛翔する。


　晄と鳳は、数多の蜂鳥たちが一ひと塊かたまりになってやって来る音に、ハッと空を振り仰いだ。


　蜂鳥の上には、チャウが短い両手両足をぐっと伸のばして、空を飛んでいた。


　凄まじい速度で降下しながら、チャウの体がニュ～ンと縦横に平たく伸びる。


　チャウには蜂鳥の姿が見えているのか、狙い違たがわず蜂鳥の群れに覆おおい被かぶさり、蜂鳥を腹の下に包み込んだ。


　降下を続けるチャウの姿が、頭を上にしてだんだん円えん筒とう状に伸び、限界まで体表面積を伸ばした皮ひ膚ふに、網あみ目め状の隙すき間まが生まれた。


　晄と鳳は、その様子を啞あ然ぜんとして見つめる。


　ドシーン！


　チャウは蜂鳥を体内に抱かかえ込んだまま着地した。


「チャウ……いつの間に……」


　今までの彼から比べれば、絶賛に値あたいする出来だろう。


　結果として、チャウはどこから見てもりっぱな鳥かごに変へん化げしていた。


『わんわんわわわん（あばれないでー。くすぐったーい）』


　チャウ自身が鳥かごになろうと思ったかどうかはわからない。


「くそっ」


　炅は、ダッと踵きびすを返して駆かけだした。共工の力を得たと言っても、完全体の共工に比べればまだ何百分の一に過ぎない。鳳の放った光の槍やりで、炅は自身の予想以上に痛手を受けていた。


　水の蛇も作れず、寓を喚ぶふりをして鳴蛇をしかけ、その隙に蜂鳥でとどめを刺すつもりだったが、それも息そく壌じようごときに封ふうじられた。


「鳴蛇！」


　炅は、共工の配下だという妖あやかしを喚んだ。


　鳴蛇には、化か蛇だと駮はくと鳳ほう皇おうを倒して晄を殺すことはできないだろう。上空には赤せき龍りゆうがいる。


　今ここで自分の方が死んでも別に構わないが、どうせなら、ここまで育ててきた共工の気の行く末を見てみたい気もする。


　一いつ匹ぴきの鳴蛇が無言で炅の近くに降下してきた。その目には嘲あざけりの色が浮うかんでいる。


　こんな目で見られるのは慣れていた。養父も義ぎ兄きよう弟だいも、暗殺に失敗して戻もどって来た幼い自分をこのような目で迎むかえた。ぶたれないだけましかもしれない。


（僕のせいじゃない。お前たちの主あるじ、共工の力が足りないからだ）


　と、心の中で呟つぶやき、


「章玄と合流する」


　炅はその鳴蛇に跳とび乗った。





『炅が──』


　鳳の声に、晄はハッと空を仰いだ。炅は一匹の鳴蛇の背に乗り、その姿はすでに、夕暮れが迫った南の空の彼方かなただった。炅に従って、他ほかの鳴蛇も次々と退いていく。


　追おうとした汪李を、晄は止めた。


　秦嶺山脈の南の川は、すべて長江に注ぎ、長江水系に棲すむ妖は共工に従っている。もう、汪李には追えない。追えば、水すい妖よう同士の大戦争になってしまう。


（誰だれも炅を助けようとしなかった……）


　炅の後ろ姿を見送りながら、晄は、先刻の光景を思い出していた。光の槍を打ちこまれて、倒れた炅に、鳴蛇たちは近づきもしなかった。炅の死を望んでいる鳴蛇たちの心を、晄は感じていた。彼らが忠誠を誓ちかっているのは共工であって、炅ではない。共工が蘇よみがえってくれるのなら、死ぬのは晄でも炅でもかまわないのだろう。


　晄は三人の妖に護まもられている。晄のために、全力で戦ってくれる。けれど、炅を護るものは誰もいないのだ。


（可か哀わい想そうに……）


　同情は、彼の誇ほこりを傷つけることになるが、晄はやはり炅が可哀想だと思った。
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「まさか、赤龍を召しよう喚かんするとは、あの女……」


　右肩を押さえ、章玄は墨すみを刷はいたような暗くら闇やみをよろめきながら歩いていた。


　莉由を閉じこめていた部屋と、外界とをつなぐ異界の通路の一つである。


（せっかく手に入れた晄の弱みを……）


　崩くずれかかる部屋から出るのが精せい一いつ杯ぱいだったと、章玄は歯がみする。


　やがて彼の行く手に、そこだけ闇やみを切り取ったような白い方形が現れた。章玄は、その方形の外側に足を踏ふみ出す。


　冬の風に、松の梢こずえの鳴る音が耳に飛び込んできた。華山の東の峰、朝陽峰にはすでに夕ゆう闇やみが落ち始めていた。


「待っていましたよ」


　かけられた声に、章玄はゆっくりと振ふり返った。異界の通路から出た時、彼がそこにいることは気配で感じていた。


　河神の手形がついている崖がけを背景にして、左前方の岩に舜が立っていた。


「なぜここがわかった」


　異界への通路を開く呪じゆ符ふは、山やま肌はだに貼はったままにしてあったが、朝陽峰の頂上近くのこの場所は、人の足では登れない。山の中を歩き回って呪符を発見することはできないはずだ。


「桃林城の北門から異界の通路へ入って、あなたが今出てきたその出入り口から、僕も出てきたんですよ」


　舜は懐ふところから、五枚の木の札を取り出した。


「本当は、莉由ちゃんを助けに行くつもりだったんです。莉由ちゃんは、赤龍が助けてくれたみたいですね。通路の途と中ちゆうで、莉由ちゃんを乗せた赤龍を見かけました」


「ついでに、私を待ち伏ぶせていたわけか」


「もちろん。こんな機会は滅めつ多たにありませんから」


　舜はほんわりと笑えんだ。


「若造が──」


　章玄は薄うすい笑みを浮かべ、右の手の平を舜に向けた。舜もまた口元の笑みを消さず、五枚の木の札を手に、じっと章玄を見つめる。


　黄河からやって来る風が仙掌崖を吹ふき抜ぬけた。ザワザワと松の梢が揺ゆれる。


　先に仕し掛かけたのは章玄だった。


　手の平の中に、瞬しゆん時じに冬の大気から冷気を集めて練り、塊かたまりにしてそれを放つ。目に見えない冷気の塊は、鋭するどい刃やいばのように人の肌はだを斬きり裂さくことができるのだった。


　それに対し、舜は木の札の一枚を投げて応じた。ピシッと乾かわいた音を立てて、札が真っ二つに割れる。気の塊はただの風となって舜に吹きつけた。


　二発目の冷気を練る間の僅わずかな隙すきに、舜が札を投げた。向かって来るその札を、章玄は冷気の塊を放って割る。


　舜は、立て続けに二枚の札を投げたが、それらすべてを章玄は防いだ。


「それで最後だぞ」


　章玄は酷こく薄はくな笑みを浮かべた。舜が持っている札は残り一枚である。


「そうですね」


　舜はちょっと困ったように微笑ほほえんだ。


　舜が最後の一枚を投げ、章玄がそれを気で防いでいる間に、舜は岩から飛び降りざま、手首に隠かくし持っていた鏢ひようを投げた。それを払はらいのけようと、新たな気を放った章玄は、鏢が気を避よけて曲線を描えがいて迫せまってくるのを見て瞠どう目もくした。青銅製の鏢は、自ら敵を目指して飛んで行くことができたのである。


　章玄はバッと腕うでをかざして玄げん端たんの袖そでで鏢を払った。左後方からはすでに別の鏢が迫っていた。振り向きざまにその鏢に向けて気を放った章玄の腹に、熱い衝しよう撃げきが走った。


「ぬうっ」


　章玄はありったけの呪力を込め、舜に向けて気の塊を撃うち出した。タンと跳ちよう躍やくした舜の脇わき腹ばらを刃に形を変えた冷気がかすめた。バッと鮮せん血けつが散る。


　その隙に、先刻出てきた異界への出入り口に身を滑すべり込ませた。


　章玄は急いで呪を唱え、異界の出入り口をふさいだ。辺りが真の闇に包まれる。


（あの若造めが──）


　傷ついた腹を手で押さえ、章玄は歯ぎしりをした。


　あの五枚の木の札は、自分がどんな手を使ってくるか試ためすためのものだったのだ。


　鏢を持っていることには最初から気づいていたが、呪術で殺傷力を高めた程度のものだと思っていた。妖を憑つかせたのならともかく、自ら敵をめがけて飛んでくる武器など聞いたこともない。


　しかも、まったく躊ちゆう躇ちよなく自分を殺そうとした。そういう男だとは知っていたが、今までは、自ら殺しに出向くことはなかった。


　自分の居場所を捜さがし当て、舜はまたやって来るだろう。晄を殺すには、まず舜を牽けん制せいしなくてはならない。


「今度は負けぬ」


　章玄はそうつぶやくと闇の奥へと消えていった。





　舜は脇腹の傷を押さえ、異界の出入り口があった場所に寄りかかっていた。


　四よ隅すみと中央に貼られた章玄の呪符は、すでに紋もん様ようが消えている。おそらく、桃林城の北門に作られた異界の入り口も今いま頃ごろはふさがれているだろう。異界は、迷めい宮きゆうのように何層にも入り組んでいる。新しく入り口を作っても、同じ場所に行ける可能性は皆かい無むに等しい。


「焦あせっちゃいましたかねぇ」


　異界の通路で章玄を見かけ、彼がこの出入り口に向かっていると知った時、章玄を倒たおすことが、晄を護る一番の早道だと、ふと思った。だから、強ごう引いんだとは思ったが、十分に呪具も用意しないまま、大技が使えないこんな山の上で戦いを挑いどんだ。


　彼は肩かたを負傷していたようだったが、それでも、瞬時に冷気を練り、連続してそれを放った。恐おそろしく技わざが巧たくみなのだ。


　章玄を倒すだけの技量もなく、晄に憑いている共工の気を剝はがして、それを封ふうじる呪具が作れるかどうかわからない。


　晄が、人として当たり前の暮らしができるようにしたい。


　望んでいるのは、ただ、それだけだというのに──。


「僕もまだまだですね……」


　痛む腹を押さえ、舜は小さな吐と息いきをついた。




　六　桃の花に誓ちかう







「申し上げます。重じゆう哉さい殿討うち死に、また義ぎ博はく殿の軍は全ぜん滅めつとのことにございます！」


　陝西谷の河原、馬上で戦いくさの指揮を執とっている也真の耳に、次々と自軍の敗報が入っていた。


　個々の兵の戦せん闘とう力は鬼方軍の方が遥はるかに勝まさっているが、楓牙は巧たくみな用兵術で戦車部隊を自在に動かし、着実に鬼方軍の兵力を削そいでいた。


「左大将、これ以上の進軍は無理にございます。右方、左方ともに進路を阻はばまれ、我が軍は囲まれつつあります。退路を断たたれる前に兵を退ひかせましょう」


「しかたないな」


　軍師荘そう劾がいに言われ、也真はうなずいた。


　夕闇が濃こくなっていた。強引に突とつ破ぱしようと思えばできないことはないが、この先は殷の領土である。南洛水沿いの宜陽や負黍も戦に負けたと聞く。このまま陝邑を占せん領りようしても、馬や兵の補給は難しく、楓牙が軍を立て直してもう一度攻せめて来たら、勝てる見込みはない。


　そう考えて也真が撤てつ退たいを決心した時だった。


「ただいま桃林の望ぼう乗じようより、華山雲台峰に赤せき龍りゆうが現れたという知らせがございました」


　望乗の頭かしらに耳打ちされ、也真は瞠目した。


「それで、莉由は？」


「詳くわしいことはわかりませぬが、赤龍に乗って空を翔かける女人を見たという者がおるそうです」


　天てん女によや妖あやかしならばともかく、赤龍の背に乗る女によ人にんなど、莉由以外にいるはずがない。


「わかった」


　也真はグッと手た綱づなを握にぎりしめ、


「全軍撤退！　桃林ではなく敷しき水すいまで一気に退け！」


　兵たちにそう命じた。


　莉由が晄のところへ戻もどったら、晄に汪李たち三人の妖を抑おさえさせておく理由も、陝邑降こう伏ふくを承知させる材料もなくなる。また、妖の存在を知った佟韋が晄につく可能性もある。


　戦はしないと言っていた晄だが、汪李たちがいる桃林に鬼方軍を留め置くことは危険だった。


「荘劾、退軍の指揮はお前に任せる」


　馬の首を西に向かせながら也真は言った。


「左大将は？」


　軍師の問いに、


「決まってる。花はな嫁よめを迎むかえに行くんだ」


　也真はそう言ってニッと笑うと、馬に鞭むちを入れて駆かけ出した。








「鬼方が退き始めましたな」


　対岸で戦の形勢を見守っていた将が、夕ゆう闇やみの奥に目を凝こらす。


「頃ころ合あいだ。追つい撃げきはいい。この闇やみ夜よで、桃林にまで攻め込むわけにはいかぬし、こちらも、これ以上戦ったところで兵力を落とすだけだ」


　少しずつ谷の細道へ吸い込まれていく騎き馬ば兵たちを見ながら、楓牙は言った。


　彼は馬に乗ったまま、冑かぶとと鎧よろいの肩かた当あてを取った。先刻の矢傷には布が巻かれている。


「累焰。あとのことは頼たのむ」


　楓牙は身軽になると、脱ぬいだ武具を累焰に預けた。


「もしや、桃林に行くおつもりでは？」


　累焰は眉まゆをひそめた。


「そうだ。晄が心配だし、莉由がどうしているのか知りたい」


　楓牙には、也真が明日桃林で婚こん儀ぎを行うとは思えなかった。亳邑軍の追撃を恐れて、明日には鬼方の領内まで撤退するだろう。今夜中に莉由を取り返さなければ、彼女は鬼方に連れて行かれてしまう。


「お止やめください。総大将が、敵軍の陣じん営えいに行くなど、首をとってもらいに行くようなものではありませぬか」


「闇夜に紛まぎれてこっそり行くから心配するな」


　苦く笑しようしながら楓牙が言うと、


「どうしても行くというなら、わたくしも参ります」


　累焰も冑を取った。


「お前は、残って指揮を執れ。鬼方が夜や襲しゆうをかけてくるかもしれぬだろう？」


「ですが──」


「大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに戻って来る」


　楓牙は闇やみを透すかして桃林の空を眺ながめると、鬼方軍の後を追い始めた。
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「いったー」


　晄は思わずうめき声を漏もらした。腕の前には、数匹の蜂はち鳥どりの羽音が聞こえる。翼つばさからこぼれた光の粒つぶが晄の腕に吸い込まれていくのだが、それは晄には見えない。


　華山雲台峰、桃ももの林の上にある祠ほこらの中である。


　佟韋は晄の腕を膝ひざの上に載のせていた。その周囲を人ひと形がたの汪李、煒白、ひよこの鸞、そして莉由が囲み、舜は祠の奥で横になっている。舜は夕方近くに戻って来て、どういうわけか脇わき腹ばらに傷を負っていたので、「こちらの方が重傷」と、佟韋が先に治したのである。


　チャウは、まだ桃の林の中で鳥かごの姿で『わんわんわ～ん（くすぐった～い）』と、蜂鳥を腹の中に閉じこめたまま、晄の治ち療りようが終わるのを待っている。


　赤龍は『温泉の湯がぬるくなる』と、暗くなるのを待って陝邑へ戻って行った。


「骨はついたと思うのですが、腫はれが引くまでにはしばらくかかるかもしれません」


　佟韋は言った。


「晄ちゃん、大丈夫？」


　莉由は心配そうに、晄の顔をのぞき込む。


「大丈夫だけど……骨折って、痛いもんなんだね」


　晄は顔をしかめた。


　生まれてすぐに河伯の加護を得た晄は、大きな怪け我がをしたことがない。幼いころはかなりのやんちゃだったので、小さい擦すり傷や切り傷はしょっちゅうこさえていたが、無茶をしてもその程度の傷で済んでしまっていたので、身を守る技があまり身につかなかった。舜の盾たてもうまく使えばこんな怪我にはならなかったのだろうと、今さら反省している。


「冷やした方がよさそうね」


　莉由はそう言って祠から出ると、林へ下りて行き、近くの小川に手しゆ巾きんを浸ひたした。


「つめたーい」


　じんじんと痛いほどの冷たさに、莉由は手巾を絞しぼると、冷えた指先にはーっと息を吹ふきかけた。


（そう言えば、あのお部屋は、ぜんぜん寒くなかったわね）


　舜の話では、莉由がいた部屋は実際にはまったく別の場所にあって、異界の通路に囲まれ、その通路が、桃林城の北門につながっていたのだそうだ。赤龍が出てきた雲台峰の頂上あたりもその通路の一つらしい。赤龍が湯ゆ殿どのの竹たけ筒づつの所から出てきたぐらいだから、あの部屋は赤龍のいる泉の近くにあるのかもしれない。


（花嫁衣装……、お部屋に残したままだわ）


　莉由は、頭上を見上げた。


　東の空に月が輝かがやき、華山は白い光を孕はらんでくっきりと浮うかび上がって見えた。赤龍が空けた穴は黒い影かげとなってそのまま残っている。


　その時──。


「!!」


　莉由は、後ろからいきなり口をふさがれた。


「ん～ん～」


　もがいたが、逞たくましい腕はきつく莉由を抱だきしめていて逃のがれられない。


「迎えに来た。一いつ緒しよに来てくれ」


　耳元で也真がささやいた。








「おや、莉由ちゃんは？」


　晄の治療が終わり、ほっと一安心した舜は、祠の中に莉由の姿がないことに気づいた。


「そう言えば、さっき、冷やした方がとか言って出てったような」


　大きな布で腕を吊つった晄は、祠の入り口から桃の林を見下ろす。


『見て来よう』


　汪李と煒白が祠から出て、林まで下りた。


　視力聴ちよう力りよくともに絶不調の二人は、それでも莉由の残した気配を辿たどり、小川のほとりで莉由の匂においとは別にもう一人の匂いに行き当たる。そばには絞った手巾が落ちていた。


『もしかして、またやられた……』


　妖二人は顔を見合わせ、急いで祠へ戻って行った。








「ちょっと放してよっ！　晄ちゃんが怪我してるのよ。あたし、戻って看病してあげなくちゃならないのよっ！」


「落ち着け。放したら落馬するだろ」


　月が皓こう々こうと照る丘おかの上を、莉由は也真に抱きかかえられ、疾しつ走そうする馬の背に乗っていた。分厚い男物の裘かわごろもを巻きつけられ、その上から抱かれているので、身動きがとれない。


「ああ、それで手巾を絞りに下りてきたのか。幸運だった」


　雲台峰の頂上近くから赤せき龍りゆうが現れて、それに女人が乗っていたという報告を受け、也真は、桃の林へ直行したのだという。来てみれば妖あやかしたちの戦せん闘とうはすでに終息していた。そこで、こっそり辺りを探さぐり、莉由が晄たちとともに祠にいることを知ったという。


「妖たちは桃の花粉で力を削そがれているということだったが、さすがに化か蛇だの王と平圃の駮はくを相手に、戦って勝つ自信はまったくなかったから、近くに隠かくれて隙すきを窺うかがってたんだ」


　しばらく待っているうちに、莉由だけが祠から下りてきたのだという。


「大きな鳥かごが、わんわん言って身をよじっていたが、あれは、もしかして晄が連れていた犬だったのか。気づかれなくてよかった」


　也真はクスクス思い出し笑いをする。


「今さら、あたしをどこへ連れてく気？　佟韋から大体の話は聞いたわよ。お兄ちゃんが桃林へ来る途中にもいろいろ情報を仕入れてきたし。あんた、今日、陝邑へ出しゆつ撃げきしたんですって!?　あたし、あんたのとこへお嫁よめになんか行かないわよ！」


「黙だまってて悪かった。だが黙っていただけで、噓うそは言ってない。俺は陝邑攻こう略りやくとは関係なく、お前を妃きさきに迎むかえる。その通りにしてるだけだ」


「黙ってるなんて、噓言ってるのと違ちがわないわよ！」


　と言いながら、莉由は、馬が西に向かって走っていることに気がついた。


「あたし、戦いくさがどうなったのか知らないのよ。亳邑軍と鬼方軍が陝川で戦ってるってだけで……。晄ちゃんも、もの凄すごく心配してたんだけど……」


「暗くなっちまったし、俺らは負けるとわかってる戦はしないんだ」


「そう……。それはいいことだわ。でも勝てるとわかってる戦もしないなら、もっといいわ」


　取りあえず鬼方が退いたのなら、陝邑が戦場になることはない。最悪の事態は避さけられたようだ。


「相手は、楓牙王子だったんだって？　彼は無事なの？」


「心配か？」


　それまで、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった也真の声こわ音ねに、微かすかな変化がある。


「そりゃあね。知らない人じゃないし。晄ちゃんも心配してたし」


「俺のことは？」


「そりゃあね。一時は夫になるかもって思った人だし」


　ほとんど変わらない答えになってしまったが、事実だ。


「なるかもじゃなくて、なるんだ」


　也真はきっぱり言った。


「お嫁になんか行かないっていったじゃない！　で、どうなのよ。王子は無事なの？」


　也真は答えなかった。


「何で──」


　と、問いかけて、彼がわざと黙っているのではなく、耳を澄すませていることに気がついた。


　背後から、蹄ひづめの音が聞こえていた。彼はちらりと後ろを見た。煒白が晄を乗せて助けに来てくれたのかと莉由も首を伸のばしたが、也真の大きな胸むな板いたが視界を遮さえぎっていて、後ろは見えない。


「残念なことに無事らしい。戦の後片づけもせずに追っかけて来るとは、無責任な総大将だ」


　自分のことは棚たなに上げて也真は言った。


「王子が来たの？　何でまた、どうしたのかしら？」


　莉由が呟つぶやくと、也真は「負け戦の憂うさを忘れられそうだ」と、クスクス笑った。


「速度を上げるぞ。おとなしくしていろ」


　也真は馬に鞭むちを入れた。


「待て！　也真、莉由を返せ！」


　遠くで、そう叫さけぶ楓牙の声が聞こえた。


「あたしを助けに来てくれたの……？」


「助けにじゃなくて奪うばいにだ」


「どっちでもいいわよっ。止めて！　あたし、王子と帰るわ！」


　莉由はもがいた。


「よせ、危ない」


　いくらあがいても也真の腕はびくともしなかったが、それでも馬の速度は落ちた。それでなくとも、一人乗りの楓牙の方が馬の速度が速い。背後の蹄の音が近づいて来る。まもなく楓牙は追いつき、白馬に乗って併へい走そうする彼の姿が莉由の視界に入った。


「莉由！」


　彼は青銅の身しん甲こうだけを身につけ、髪かみは結ゆわずに括くくってあるだけだった。也真と同じく戦場から直行したのかもしれない。暗くてよくわからないが、右肩に巻かれた布の黒い染みは血だろうか。


「王子、助けて！　あたし、晄ちゃんたちと陝邑に帰りたいの！」


　それを聞いて也真は小さく舌打ちをし、楓牙は「もちろんだ」と大きくうなずく。


「也真、一頭の馬に二人では、いずれ逃にげ切れるものではない。馬を止めろ」


「鬼方産の馬を舐なめるな」


　也真は平然と笑い、馬に鞭を入れた。楓牙もあとを追ってくる。


「ならば」


　楓牙は也真の左後ろに馬を寄せてきた。


　也真は距きよ離りを取り、楓牙に押される形で丘を少しずつ下った。


（丘の上を行くのが、敷水への一番近道だが──）


　也真は右下の森に目を凝こらす。このまま丘の上を真っ直ぐ行けば、渭い水すいの支流を一つ渡わたり、すぐに敷水だ。すでに軍は陣じん営えいを設けている。そこまで行けば、楓牙はもう追って来られない。


　楓牙はそれを知っていて、丘の上の橋を渡らせまいと、丘の下へ追い込もうとしているのだろう。


（それならば、その策に乗ってやろう）


　也真は、楓牙に押されて仕方なく丘を下っているようなふりをして、じりじりと森へ近づいて行った。


　森に入ると、月の光が遮られていきなり視界が悪くなった。


「王子をまこうって作戦？」


　莉由が尋たずねた。


「まあ、そういうことだな。それだけではないが」


　丘の下の森にも、支流を渡る橋が一つある。桃林へ侵しん攻こうする前に、鬼方軍が架かけておいた細い橋だ。万一、殷に追われて軍を退くことになった場合のことを考えて、単たん騎きならば渡れるが、馬車では渡れないような幅はばで作った。その時に、森の中に狭せまい道を一本作っておいたのだ。道と言っても、張り出した枝を払はらい、邪じや魔まな石を取り除いただけのものだが、それでも馬を走らせるのは、ずいぶんと楽になる。也真はこの道を何度か通っているので、微かに差し込む月明かりでも、道の上を行けるが、道を知らない楓牙は、足場の悪い場所を走ることになり、追いかけて来るのは難しいだろう。


「待て！」


　案の定、背後の蹄の音が次し第だいに遠くなっていく。


「王子ー、あたしはここよー！」


　莉由が叫んだ。


「呼ぶな。まく意味がなくなるじゃないか」


　也真は、そのまま躊ちゆう躇ちよせずに森の中を進んだ。楓牙の蹄の音がすっかり聞こえなくなったところで、也真は馬の向きを南に変え、一気に丘を登り始めた。


　小さな橋からでは丘の南にある敷水の陣営まではかなりの遠回りになってしまう。


　也真は、自分たちが小さな橋を渡ったと、追って来た楓牙に思い込ませ、実際には最初の予定通り、丘の上の橋を渡るつもりだった。


　ところが──。


「王子!!」


　丘おかの上の橋のたもとには、馬を下りた楓牙が待ち受けていた。すでに橋の両端に綱つなを渡し、也真の馬が通れないようにしてある。


「きさま──」


　也真は馬を止めた。そのくらいの綱なら、跳とび越こせないことはないが、莉由に危険が及およぶ。


「お前が、私を森の中に誘さそい込もうとしていることはわかっていた。森の中の橋のことも知っていた。だが、お前はそこを渡らず、また丘の上に戻って来るだろうと先回りしていたのだ」


　楓牙は言った。


「罠わなにはめたつもりで、はめられたか」


　也真は馬を下りた。


「ちょ、ちょっとあたしも下ろして」


　馬の背は意外に高く、とても一人では下りられない。


「下りたら、逃げるだろ？」


　也真はすらりと大刀を抜ぬいた。


「ここは通さん」


　応じて、楓牙も剣けんを抜く。


「綱を切るだけだ。その肩かたでは、俺には勝てん」


　也真は大刀を構えもせず、つかつかと綱に歩み寄る。


「させぬ！」


　楓牙は地を蹴けり、両手で柄つかを握にぎって一気に突ついた。その剣を也真は大刀で受け止め、難なくはね上げる。


「全然力が入ってないぞ。そんな剣では莉由は奪えない。諦あきらめて一人で帰れ」


　也真は冷れい笑しようした。


「矢傷ぐらいのことで、莉由の一生を台無しにはできん」


　楓牙は一歩退き、剣を構え直す。肩に巻かれた布の染みがじわりと広がった。


「王子……」


　莉由は息を呑のんだ。平然としてはいるが、肩の傷はもしかして重傷で、重い剣を持っていたら痛むのではないだろうか。


　楓牙は再び也真に打ちこんだ。渾こん身しんの力を込めた一いち撃げきだった。也真はそれを大刀で受け止め、ギリギリと力勝負になる。楓牙の肩の染みがまた広がる。


「何で、莉由が俺の妻になったら不幸せになると決めつけるんだ？」


　也真は不本意そうに言った。


「決まっている。莉由は中原の民たみだ。言葉もわからぬ見知らぬ土地で、兄弟と離はなれてたった一人、お前がいくら幸せにしてやるなどと言っても、そんな生活が莉由にとって幸せであるものか。何よりも、──男おとこ嫌ぎらいだし」


　楓牙の言葉に、莉由は瞠どう目もくした。


「らちが明かないな」


　也真はフンと鼻を鳴らし、楓牙の剣を払うとその勢いのまま大刀を横に薙なぐ。


「キャーッ！」


　いきなりの悲鳴に、也真も、也真の大刀をすんでのところでかわした楓牙も、ギョッとして莉由を振ふり向いた。


　莉由は馬から落ちて、尻しり餅もちをついていた。二人の争いを止めようと慌あわてて馬から下りようとして失敗したのだ。


「いた～い」


　楓牙も也真も剣を収めて駆かけ寄って来た。ほとんど同時に二人の手が莉由に伸のばされた。


「あ──」


　しかし、楓牙はその手を引っ込めてしまう。条件反射なのか何なのか、心は莉由を引き寄せたいのだが、五尺以内に入ると体が言うことをきかなくなるのだ。


「試合放ほう棄きか」


　也真が勝ち誇ほこったように、莉由の手を取り自分の胸に引き寄せる。その時──。


　バコッ！


　也真は一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからなかった。


　一方、楓牙は信じられないようなできごとを目まの当たりにして、啞あ然ぜんとしていた。


　莉由の容よう赦しやのないげんこつが、也真の顎あごに命中したのだ。


「あり得ない……」


　楓牙は呟つぶやいた。也真の戦士としての力量は並外れている。彼の顔に拳こぶしを入れるなど、おそらく楓牙にもできないだろう。


　也真は殴なぐられた顎に手をあて、目を白黒させていた。


「婚こん約やく解消したんだから、五尺の掟おきては復活させてもらうわ」


　莉由は、也真を殴った手をさすりながら、すたすたと東に向かって歩き始めた。


「待て、莉由。いくら何でも歩いては──」


　楓牙が慌てて馬を引き、莉由の後を追おうとした時、


「莉姉!!」


　蹄ひづめの音とともに、晄の声がした。


「晄ちゃーん!!」


　莉由は、背せ伸のびをして晄に手を振る。


　也真はやれやれと肩をすくめると、馬にまたがった。華山から離れ、桃ももの呪じゆ縛ばくから逃のがれた煒白の足に、本物の馬は敵かなわない。面めん倒どうなことになる前に、退散しなくてはならなかった。


「婚こん儀ぎは延期だ。俺は諦めない」


　也真が言うと、莉由は振り返って「延期じゃなくて中止」と訂正し、つんと横を向いた。


　也真は苦笑して、馬に鞭むちを入れ、橋を渡っていく。
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　その雰ふん囲い気きにはまったく険悪さがなかったので、


（なんだか、仲良し喧げん嘩かをしているような……）


　楓牙は何だかひどくうらやましくなった。


「莉姉！　楓牙！」


　間もなく馬に変へん化げした煒白に乗って、晄が橋のたもとに駆けつけた。


「晄ちゃん！」


　莉由は叫んで、煒白から下りた晄に駆け寄る。


　満面の笑えみではっしと抱だき合う姉弟きようだいを見て、楓牙は脱だつ力りよくした。何だか急に肩の傷が痛み出す。


「御お礼れいを言い忘れてたわ。王子、ありがとう」


　晄から腕うでを放し、莉由は楓牙に向き直ると、花がほころぶような艶あでやかな笑みを浮うかべた。


「ああ、いや──」


　楓牙は、その笑顔にどぎまぎしながら答える。


「本当に感謝してるわ。助けに来てくれたことも、それから、あたしの気持ちを大切にしてくれていることも──」


　莉由は、先刻の楓牙の言葉を思い出していた。


　──そんな生活が莉由にとって幸せであるものか。


　楓牙のその言葉が有り難がたかった。


　也真には強ごう引いんな中にも、彼なりの優やさしさがあった。楓牙の優しさは、それとはまた全然違ちがう。


　その違いを如によ実じつに表しているのが、五尺の掟を取り払はらおうとするか守ろうとするか、である。


（男の人を、ひとくくりにして考えちゃだめかも──）


　そこでふと、莉由は目つきの悪い呪じゆ術じゆつ師しを思い出してぞっとした。


「でもやっぱり、あたし、男の人は嫌きらいだわ」


　莉由は楓牙にくるりと背を向け、さっさと煒白の背に乗った。


　楓牙はそんな彼女を見て、がっくりと肩を落としたが、


（お前を取り戻もどせただけで十分だ……）


　と、心の中で呟き、やがて「いたた……」と肩を押さえて歩き出した。








「やられたな……」


　敷水の陣じん営えいに戻った也真は、自分が陝西谷の河原で戦っていた間のことを望ぼう乗じようから聞くと、そう呟いた。


　今回の也真の目的は陝邑の占せん領りようであって、桃林を犠ぎ牲せいにするつもりはなかった。もちろん、晄があのような形で狙ねらわれるとは思っていなかった。


（あの男──）


　桃の花が妖あやかしの力を弱めることは章玄から聞いた。だから、華か霊れい祭さいに晄を桃林へおびき寄せ、桃林城に幽ゆう閉へいしてその隙すきに陝邑を落とすつもりだった。


　章玄が炎えん招しよう戈かの使い手を狙っていることは知っていたが、いくら力を削そがれたとしても、三人の妖がそう簡単に人間風ふ情ぜいにやられるはずはないと思っていた。


　桃林城にいれば、章玄にもそうそう手出しはできまいと、たかをくくっていた。


　章玄の手先だと思われる少年が、土の呪じゆ符ふを使って晄たちを桃の林におびき寄せ、その地で戦うことになるとは思っていなかったのだ。


　明日は婚儀のはずだった。


　桃の花の下で愛を、あるいは友情を誓ちかった者は、永遠の絆きずなで結ばれる──。


　そんな言い伝えを信じているわけではなかったが、陝邑を落とせても落とせなくとも、桃の花の下で誓いを交わし、莉由を鬼方に連れていくつもりだった。


　ふと、伸ばした手を引っ込めた王子の顔が脳のう裏りによぎる。


「一敗、一引き分けか？　まあいい、次は勝つ」


　也真は、まだ痛む顎を手の平で撫なでた。
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「晄ちゃん、莉由ちゃん。無事でしたか」


　馬の姿の煒白に乗って戻もどって来た晄を見ると、巨きよ大だいな鳥かごの前でおろおろしながら待っていた舜は、ほーっと息をついて、いつものほんわり笑え顔がおを取り戻した。しかし、そのすぐ後から白馬に乗った楓牙がやって来たのを見て「なんで王子様がここにいるんです」と、渋じゆう面めんを作る。


　楓牙は、晄や莉由からこれまでの話を聞いて、桃林侯と話をしたいとついて来たのである。


「亳邑の楓牙王子──？」


　鳥かごの中の蜂はち鳥どりを心配そうに見ていた佟韋が、慌あわただしく膝ひざをついて楓牙に拝礼した。


「どうか、桃林に対する報復措そ置ちは──。鬼方に下った責は私一人が負いますゆえ」


「案ずるな。これまで通り、桃林は殷の友好国だ」


　楓牙は馬を下りると、「それにしても──」と、辺りを見回す。


　林には、水の蛇へびが桃の木を倒たおしながら通った跡あとが縦じゆう横おう無む尽じんに走り、残った桃も、鳴めい蛇だの吐はいた乾かわいた風のために、花がすっかりしおれている。


　鳥かご姿のチャウは『キャイ～ン（こーくん、まってたよ～）』と泣いていた。鳥かごの中では、殺気だった蜂鳥がブンブンと暴れ回っている。


「急いで蜂鳥の呪じゆ詛そを解かなくちゃ」


　晄が炎招戈を抜ぬき、鳥かごに駆かけ寄ると、


「もう、いいのです。少し休んでください」


　佟韋は、暗い顔で首を振ふった。


「だって、明日は華霊祭だよ。桃林の人たちがたくさんここへやって来るのに、蜂鳥をこのままにしておけないじゃない」


「今年の華霊祭は、中止します」


「そんな──。だって、桃の下で誓ちかいを交かわしたいっていう人たちが、遠くからもたくさん来るんでしょ」


「暴れる蜂鳥を炎招戈で一羽わずつ斬きっていくのでは、とても間に合いません。それにこんな様子を、領民たちに見せるわけにはいきません。桃の木には精せい霊れいが宿り、人の祈いのりを西岳大帝へ届けてくれることを民たみはよく知っています。この有様を見たら、落らく胆たんどころか、西岳大帝の怒いかりを恐おそれて、騒そう動どうが起きてしまいます」


　そう言って、倒れた桃の木を見み渡わたす佟韋の目はひどく悲しげだった。


「林を見ずとも、祭りが中止されれば民は混乱する。まして駐ちゆう留りゆうしていた鬼方軍と殷との戦いくさがすぐ近くであったばかりだ。民の不安を鎮しずめるのは容易ではないだろう」


　必要なら力を貸そうと、楓牙は言った。


「ありがとうございます」


　佟韋は再び深々と拝礼した。


（たくさんの蜂鳥が死んでしまって、一番辛つらいのは佟韋なのに……）


　佟韋の様子を見て、晄は切なくなる。嘆なげく間もなく、彼は国の行く末と民のことを考えなくてはならないのだ。


『鳳の力が使えれば、倒れた桃ももの木を生き返らせる方法はあるのだが……』


　人ひと形がたに変化し、煒白が思案顔でつぶやいた。一同は一いつ斉せいに煒白に振り向く。


『だが、花が散って鳳鸞の力が戻るのを待っていては、木が完全に枯こ死ししてしまう。そうなったら手て遅おくれだ。今すぐにでも手当てしなければ……』


「あたしが赤せき龍りゆうに頼たのんでみようかしら。でもまた、彼は味方じゃないとか──」


「一時的にだったら、鳳君と鸞ちゃんの力を戻すことはできますよ」


　莉由が言い終わらないうちに、舜が言った。


「河伯のお使いから桃林にまつわる故事を聞いて、一応そういう呪具を持って来たんです」


「やろう──」


　晄は、佟韋に向き直った。


「諦あきらめるのはまだ早い。華霊祭が始まる前に、やれるだけのことをやってみよう」


　目を瞬またたかせている佟韋を見つめ、晄は力強く言った。





「取りあえず、鸞の力を戻すというのはわかるが……」


　楓牙は腕うでを組んで首を傾かしげる。


　料理を載のせる青銅の器うつわ、簋きの上に、小蛇姿の汪李がひよこの鸞を囲んでとぐろを巻いていた。


　客観的に見れば、蛇が獲え物ものを絞しめにかかっているようだ。それが召めし上がれと言わんばかりに簋の上に載っているのも、かなり奇き抜ばつな光景かもしれない。


「この簋は、汪李さんの陰いんの気を増ぞう幅ふくすることができるんです」


　他ほかに使い道がないので、家では普ふ通つうに簋として使ってますけど、と舜は笑う。


「どう？　鸞、元気が出てきた？」


　晄はしゃがみこんで鸞をのぞき込んだ。


『はい。今なら術が使えるかもしれません』


　ひよこは、しずしずと汪李のとぐろから出てくると、地面に降り立った。


「月の化け身しん……」


　人形に変へん化げした鸞の横顔を見て、佟韋が目を瞠みはった。頰ほおにも唇くちびるにも一いつ切さいの赤みはなく、その肌はだは、熱を持たない月のように白い。夜の湖のような目は、軽く伏ふせられ、睫まつ毛げが頰に濃こい影かげを落としている。


　鸞は胸の前で両手を向き合わせた。まるで手の中に見えない球でも入っているかのように指を軽く曲げる。やがてその中に、空に輝かがやく月とそっくり同じ白く仄ほのかな光を放つ球が現れた。


　月から生まれた淡あわい光の粒つぶが、風に流れる霧きりのように鳥かごの中に吸い込まれて行く。


　佟韋は、固かた唾ずを呑のんでその様子を見守っていた。


　それまで、ブンブンと鳥かごの中で暴れ回っていた蜂鳥が、ぼとぼとと地面に落ちていく。


「鸞は幻げん術じゆつ使いなんだ。章玄の呪詛は強力で、鸞には幻術を解けないけど、眠ねむらせることならできる。眠っている蜂鳥を炎招戈に触ふれさせるなら、そんなに手間はかからないからね」


　啞あ然ぜんとして鳥かごの中を見ている佟韋に、晄は言った。


「チャウ、もういいよ。ご苦労様」


『わんわーん（どうやったらもとにもどれるのかわかんなーい）』


　と、チャウは取りあえず脇わきへ退どいた。


「急ごう。舜兄、佟韋。手伝って」


　晄には蜂鳥が見えないので、彼らの姿が見える舜と佟韋に、蜂鳥をすくってもらって炎招戈の刃やいばに触れさせる。


　──ココハ？　私タチハ今マデ……。


　呪詛から解放された蜂鳥は、困こん惑わくした様子で飛び立った。


　蜂鳥の呪詛をすべて解き終わると、舜は火を焚たき、小さな鼎かなえを火にかけた。


「原理はさっきの簋と同じです。この鼎は炎が発する陽の気を増幅させるんです」


　舜はひよこに戻った鸞を鼎に入れた。


「今度は、鳥を炒いるのか」


　楓牙は腕を組んで渋面を作る。わかってはいても、何だかひよこが痛ましい。


『このおれ様が、炒り鶏どりになんかなるか』


　まだ夜明けは遠いというのに、藍あい色いろのひよこが黄色に変わり、彼はぴょ～んと鼎から飛び出すと人形になった。


『木を生き返らせてみよう。多分うまくいくはずだ』


　煒白は、鳥かごのチャウから少しだけ土を搔かいて、折れた木の根元に置いた。彼は倒れた木を起こして元通りに立て、そこへ人形の汪李が小川の水を汲くんで木の根元にかける。土はもこもこと殖ふえて木の接着面を覆おおった。仕上げに鳳が幹に手を当てて陽の気を送る。


　桃の木が枝を張り出し、しおれていた花も生き生きとしてきた。


「やった──」


　晄は目を輝かせた。


『接つぎ木と言って、台木に別の木の枝を挿さして異なる種類の木を作る手法を応用した。鳳の陽の気は、草木の生長を促うながす。崑崙の土の妖あやかしである息そく壌じようと、崑崙の仙せん桃とう樹じゆの精の眷けん族ぞくであるこの桃との相あい性しようもよかった』


　木の根が水分を吸ってしまうので、大雨でも降らない限り、息壌が不必要に殖えることはないだろうと、煒白は言った。


　──佟韋。


　どこからか一いつ匹ぴきの蜂鳥がやって来た。


「おや、瀕ひん死しの蜂鳥が復活したようですよ」


　舜がその蜂鳥の羽音を目で追う。手当てされた木の精霊が生き返ったのだ。


　蜂はち鳥どりが、佟韋のそばに寄ってきた。


　──心配カケタ。元気ニナッタ。


　佟韋は唇を震ふるわせ、食い入るように蜂鳥を見つめていた。見開かれた目から、涙なみだが溢あふれる。


　──佟韋、ドウシタノ？　ナゼ泣イテイル？


「よかった……」


　佟韋は白い衣ころもの袖そでで顔を覆った。


「うん、よかったね」


　晄が佟韋の隣となりに立って彼の背に手を回すと、彼は晄の肩かたに額をつけ、声を押し殺して泣いた。


「…………ありがとう」








　朝日が、華山の白い山やま肌はだをキラキラと輝かせていた。


「終わった、間に合ったー」


　最後の桃ももの木の手当てが終わり、水やり担当を務めた晄は、水差し代わりの簋を片手に、額に貼はり付いた前まえ髪がみを手の甲こうで拭ぬぐう。


『さすがに参った』


　鳳はひゅる～とひよこに戻もどり、へちゃっと尻しり餅もちをついた。


『普ふ段だんならば、この程度の作業はどうということもないのだが』


　汪李も煒白も、力の衰おとろえた状態で何百本もの桃の木を起こし続け、さすがに息が荒あらい。


　桃の林は以前と変わらない姿を取り戻していた。粉ふん砕さいされてしまった木も、息壌を根元に置いて鳳が陽の気を送ると、幹の脇から新しい芽が出た。


　チャウは体の一部を桃の木に与あたえているうちに、いつもの子犬に戻った。


　桃の林を望む岩いわ棚だなでは、楽人たちにより楽器が運び込まれ、着々と華か霊れい祭さいの準備が進められている。舜と莉由、楓牙はそれら楽人たちの手伝いをしていた。


　明け方近くになって、帰って来ない佟韋を心配した桃林の兵や楽人たちが桃の林を訪おとずれ、佟韋が彼らに華霊祭の決行を告げておいたのである。


　例年通り華霊祭を行うという知らせに、昨日の山鳴りや鳴めい蛇だ、赤龍の登場で、一晩中不安におののいていた領民は、歓かん声せいを上げて沸わき立ったという。


　日が高くなると、城下から民たみが次々と集まって来た。盛装した男女の二人連れと、その家族らしき一団が何組もあった。婚こん儀ぎのために訪れた者たちだろう。


　やがて、厳おごそかに祭さい祀しが始まった。


　楽人たちを背に、桃の林に向かって佟韋が岩棚に立った。


　シャン──と、鈴すずの音が鳴った。


　佟韋は、朗々と西岳大帝への感謝を詠えい唱しようする。


　美しい和音に乗って、透すき通るような彼の声が辺りにこだました。


　楽人たちの背後には、岩棚へ続く山道にまで一いつ杯ぱいに領民たちが立ち並び、陶とう然ぜんと佟韋の歌に聞き入った。


　晄は岩棚の脇で、舜や莉由、楓牙、累焰とともに彼の歌を聞いていた。累焰は、亳邑軍を陝邑へ駐ちゆう留りゆうさせると、戻って来ない楓牙を捜さがしにやって来たのである。


「めまぐるしく変転するこの世にも、人々の営みにも興味をお持ちにならない五岳の神が、桃林侯の祈いのりだけには耳を傾かたむけるわけを納なつ得とくいたしました」


　累焰は、佟韋の横顔を見つめてそう呟つぶやいた。








「お陰で、無事に祭祀を終えることができました。本当にありがとうございました」


　岩棚から桃の林を見下ろし、佟韋は安あん堵どの笑えみを浮うかべながら言った。


「もとはと言えば、俺たちのせいだもの。ごめんね、桃林を巻き込んじゃって」


　佟韋の隣に立ち、晄も桃の林を眺ながめた。林の中では、民人たちがいそいそと花粉を集めたり、幸せそうな笑顔の男女を囲んで、小さな宴うたげが開かれたりしていた。


「僕は、この桃の林と蜂鳥たちを必死で守ってきました。そして、民族を越こえて、皆みなが豊かに暮らせる世の中にしたいと、僕なりに一いつ生しよう懸けん命めいやってきたつもりです」


　佟韋は、小さな吐と息いきをついた。


「でも、それはこの桃林の地に限ってのことだったんです。自分の作った箱庭を上から眺めて、満足している幼子と同じだと──、昨日、思い知らされました」


「そんなこと──。俺なんか、領民二百名足らずの陝邑さえ、焉とか楓牙の力を借りなきゃまともに治められないのに」


　晄は慌あわてて首を振ふる。


「俺、君に降こう伏ふくを勧すすめられて、領民の幸せってなんだろうなって考えた。俺自身は、民の暮らしを第一に考えて政まつりごとをしてくれるなら、殷の王は陽甲でなくてもいいと思っているし、陝邑が鬼方の領土になっちゃったって構わないって思ってる。でも、世の中の人全部がそう思ってるわけじゃないよね」


　晄はしみじみと、嚙かみしめるように言った。


「その土地にはその土地の神がいて、その土地神を崇あがめる里人がいる。自分の土地の文化や代々の王の功績を誇ほこりに思ってる人がいる。そういう人にとっては、食べ物や着る物、寝ねるところだけがちゃんとしていれば、それで幸せってわけじゃない──、そう思った。一昨日おととい、君にそれを言いたかったんだけど、うまく伝えられなくて……。俺、かなり切せつ羽ぱ詰つまってたから」


「僕もです。桃林の行く末を考えるだけで精せい一いつ杯ぱいで、あなたの言葉に耳を傾ける余よ裕ゆうがありませんでした」


　佟韋は済まなそうに答えた。


「君にお願いがあるんだ」


　晄は佟韋に向き直った。


「陝邑は、やっぱり殷の領土でなくちゃいけない。陝邑が他国のものになったら、戦いくさは避さけられないもの。けど、俺一人じゃこの中原の入り口を守ることはできないんだ。他所よその国との交こう渉しようとか、うまく交易して互たがいに仲良く豊かになっていくとか、俺にはそういう知識もないし手立ても知らない。だから、桃林の領主である君に協力してもらいたいんだ」


　じっと佟韋を見つめ、晄は言った。


「僕もあなたにお願いがあります。──来てください」


　佟韋は晄の手を引き、桃の林へ下りて行った。


「花の下の誓ちかいは、男女に限ったことではないのですよ」


　満開の桃の枝を見上げて、佟韋は穏おだやかに微笑ほほえんだ。その静せい謐ひつな眼めがやがて晄に移る。


「あなたが背負っているものを、どうか僕に半分背負わせてください。決して、一人で苦しまないように──。桃林領主として陝邑領主の力になるだけでなく、友人として──」


「佟韋……」


「あなたが背負っているものの重さは十分に承知しています。僕には戦うことはできませんが、僕は、天界も人間界をも越えたところで世界を見ている西岳大帝の御ご意い志しを聴きき、あなたの加護を祈ることができます」


　佟韋は晄を見つめたまま、両手で晄の手を取った。温かく、優やさしい手だった。その手の感かん触しよくに、晄はすっと肩の力が抜ぬけて、もの凄すごく気持ちが楽になった。


「そう言ってくれるだけで、すごく嬉うれしい。自分のことをわかってくれる友だちがいるって、それだけで人って安心できるもんなんだね……」


　歳も同じぐらい。陝邑を預かる自分と、桃林を治める彼とは、同じ願いを持ち、同じ目線でこの世を見ている。


　晄は佟韋の手の上に、もう片方の手を乗せた。


「俺も君が背負ってるものを半分背負うよ。俺が汪李たちと一いつ緒しよに桃林を守る。他国の侵しん略りやくから守るっていうだけじゃなくて、民の暮らしも心も、この桃の林も蜂鳥もすべて含ふくめて」


　それを聞いて、佟韋の肩からも力が抜けたのだろう。彼は長い息をついた。


「そしていつか、桃林みたいに、すべての民が国という枠わくを越えて幸せになるように──」


　人の世の命運を握にぎる二人の少年は、ギュッと手を握り合ってうなずいた。


　──聞キ届ケタ。二人ノ絆きずなハ、永遠ニ結バレタ。


　いつの間にか蜂鳥たちが晄と佟韋の周囲に集まり、口々にそう言って祝福した。





『半分背負って……』


　祠ほこらの中で、晄と佟韋の様子を汪李は愕がく然ぜんとして見つめていた。


『汪李、妬やいているのか？　仕方ないだろう。佟韋は晄と同じぐらいの歳だし、人間だし』


　煒白は微笑ましげに少年たちを見下ろす。


『妖あやかしの友だちはおれ、人間の友だちは佟韋。そう思えるおれって、大人だよな』


　ひよこは、陽の気製造装置の鼎かなえにはまったまま言った。


『わんわんわー（せおったら、おもいー？）』


　チャウは不思議そうに汪李を見上げていた。




　終







「それで、莉由殿は也真と、どこまでの仲になったのでございますか？」


　普ふ段だんは、ひっそりと影かげのような累焰の単刀直入な問いに、その場にいた者はギョッとした。


　桃林城の東堂である。鬼方軍が再び侵攻してくる恐おそれがあったため、晄たちは也真の完全撤てつ退たいを確かく認にんするまで、桃林に留とどまることにしたのだ。楓牙と累焰は、亳邑に駐留している自軍と合流すべきなのだが、なぜかもたもたと桃林に留まっていた。


「よ、嫁よめ入いり前の莉由ちゃんに、な、何てことを──」


　累焰に対してはさほど敵意を表さない舜が、憤ふん然ぜんと言った。


「楓牙様がひどく気に病やんでいらっしゃいますので、このままでは政にも差し支つかえまするゆえ、従者としては放ほうっておくこともできず──」


「わ、私は訊きいてくれと頼たのんではいないぞ！」


　楓牙は、真っ赤な顔をブンブンと振った。立ち去らなかった理由はやはりそこだったらしい。


「答えに困るようなことは何もなかったわ。彼、暴れ馬を馴ならしてるつもりだったみたいだし」


　莉由は平然と答えた。


『暴れ馬を馴らす……』


　汪李は、怒いかりまくる莉由を也真が「どうどう」と言ってなだめているところを想像し、煒白は莉由に蹴け飛とばされる也真を思い浮かべて、それぞれ納なつ得とくした。


「だ、だが、花はな嫁よめ衣装をとっておいたとか……」


　楓牙はおずおずと身を乗り出す。


　華か霊れい祭さいが終わった後、晄は煒白や鳳、莉由と舜とともに、化か蛇だに変へん化げした汪李に乗って、赤せき龍りゆうが出てきた穴から異界の通路を逆走し、莉由が閉じこめられていたという部屋へ行ってみた。


　崩くずれた石いし壁かべの隙すき間まから風が吹ふき込んでいたので、それを頼たよって外へ出てみると、意外にも陝邑の南、赤龍の棲すむ泉にほど近い洞どう窟くつに出た。あの石壁の部屋は陝邑領内の洞窟を改造したものだったのだ。湯ゆ殿どのの竹たけ筒づつから出てきた湯は、やはり赤龍の泉とつながっていた。赤龍は莉由の危機を知って湯を伝い、莉由を救い出した後は、彼女の求めに応じて晄たちの近くへ行こうとして、雲台峰の中腹につながっていた異界の通路から飛び出したものと思われた。


　壁かべは崩れ、湯が溢あふれて部屋はひどい有様だったが、壁を退どけてみると、夜具や衣装はさほど傷いたまずにそのまま残っていた。それらの品々を莉由が持ち帰りたいと言うので、みんなで手分けして洞窟の方の出入り口から陝邑へ運び込んだのである。


「だって、捨てるのはもったいないじゃない。あんな豪ごう華かな品」


「い、いや。ちゃんと返すか捨てるべきだ。莉由がまだそれらの贈おくり物を持っていると也真が知れば、あやつはまたろくでもない期待をするだろう。それに代わる物は私が贈るゆえ」


「代わりの物って、まさか花嫁衣装じゃないでしょうね」


　ギッと舜に睨にらまれ、図星をつかれた楓牙は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、


「もうすぐ正月の朝礼がある。またみんなで王都へ行こう。王都の市で、袿うちぎでも珮はいでも、好きな物を買ってやる。だから、也真からの贈り物は手放せ」


　彼は、果か敢かんに食い下がった。


「そうだ、王都の朝礼──」


　晄は腰こしを浮うかせた。今度こそ王に会って、政道を正してもらわなくてはならない。


「その時には、桃林侯こうにも是ぜ非ひ王都に行っていただきたい。彼は今まで参朝したことがないのだが、対鬼方についても、周や召との関係についても、桃林侯に頼るところは大きい。晄から話をしてくれないか」


　楓牙は急に真顔になった。


「もちろん！　俺、王様に言いたいことがたくさんあるんだ。佟韋が一緒なら百人力だよ！」


　晄は勢いよく答えた。


　その時、累焰が膝ひざの上で拳こぶしを握り、舜の眉まゆがぴくりと跳はねたが、晄は気づかなかった。


　舜は、自分に削さく刀とうを授さずけ、河伯の使いと名乗った老人の言葉を思い起こしていた。


　彼は、南庚王の正せい妃ひが王の崩ほう御ぎよに際し、殉じゆんじなかったと言っていた。


（あの方が生きているのなら……）


　正妃が王都にいることは考えにくいが、彼女に近しい者はまだ多く残っている。その上、正妃を輩はい出しゆつした嬉氏は、黄河の河口近くに領土を持っている。王都は目と鼻の先だ。


（晄ちゃんを王都には行かせられません──）


　舜は、ひっそりと奥歯を嚙かみしめた。


　一方、累焰は陽甲の中に潜ひそむ共工の核かくと、晄に憑ついている共工の気が接せつ触しよくすることを恐れていた。


「しかし今、晄殿と桃林侯が領地を空けたら、その隙すきを突ついて鬼方が攻せめて来るのではありませぬか？」


「桃林と陝邑には、それぞれ亳邑軍を駐ちゆう留りゆうさせる。晄と莉由、舜は私とともに王都へ行ってもらう」


　楓牙はきっぱりと言った。彼は、莉由の拐かどわかしや、晄の桃林行きが、自分の耳に入らなかったことを不ふ審しんに思っていた。望ぼう乗じようの頭かしら、叔栄とはまだ連れん絡らくがとれないが、おそらく誰だれかが自分と晄を遠ざけようと画策していることは間ま違ちがいない。


　也真か、亳邑の将の誰かが鬼方に通じているか、もしくは章玄の手がこちらにも伸のびたか。


（晄は、私が守る）


　楓牙は、王都行きを勇んでいる晄を、凜りん然ぜんと見つめた。





　十二月戊ぼ申しんの日──。


　王都の正月の朝礼が、ひと月後に迫せまっていた。




　あとがき







　今、欲しい物、ＢＣ一三〇〇年頃ごろの中国を写した衛星写真（地名入り）って、無理ですね。


　皆みな様さま、こんにちは。厳しい寒さが続きますが、いかがお過ごしでしょうか？


　今回の舞ぶ台たい、桃とう林りんは、後の潼どう関かんのことです。「牛を桃林の野に放つから」から拝借させていただきました。で、楓牙が也真と戦った陝せん西せい谷こくは、函かん谷こく関かん（古い方）という設定です。勝手に名前をつけてしまいましたが、ここは東方妖遊記の世界ということで、どうかお許しください。


　さて、毎度のことになってしまいますが、担当様を始め、関係の皆様に深くお詫わびを申し上げます。厳しい日程をやりくりしていただき、本当にありがとうございました。


「もうダメ」と、べそをかきながらも、何とか書き続けていられるのは、ひとえに読者様の温かい応おう援えんのおかげです。どうかこれからもよろしくお願いいたします。


　また、お忙いそがしい中、伊い藤とう明あき十と先生にはすてきなイラストを描えがいていただき、とても嬉うれしいです。表紙の晄の位置に立ちたい！　と担当様も仰おつしやってましたが、村田もそう思います～。指もちゃんと五本立てていただいて……六巻目はどうするのでしょう？


　それでは、また次巻でもお目にかかれることを楽しみにしております。







村田　栞　　
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鳳　　　あ～。やっと桃ももの花が散ってくれた。──ったく、崑こん崙ろん原産の桃だからいつ花が咲さいたって構わねーけど、陰いん陽ようの流れを止めるほどの勢いで咲くことねーだろが。


チャウ　ぼくも、おくちがなおったー。おはなしできるー。


晄　　　ようやくいつものみんなになったね。よかった。陝せん邑ゆうと桃とう林りんはすぐ近くなのに、こんなことが起こるなんて、ぼくもびっくりだったよ。


舜　　　昨年の冬は、僕たちはまだ亳はく邑ゆうに住んでいましたからねぇ。


莉由　　あたし、普ふ通つうの桃が咲く頃ころには、くしゃみはなみず鼻づまりで目がかゆくなるけど。


[image: ]白　　私の知識にもなかった。英えい招しよう様から授かった知識は、すべてを網もう羅らしているわけではないのだな。


[image: ]韋　　黄河が溢あふれて華山を侵おかしたのは、共工が天を割ったことが原因だと聞きます。天界の争いを静観していらっしゃる西岳大帝としては、河か伯はくとの約定を他の神々に知らせたくなかったのかもしれません。創世の神、盤ばん古この分身という誇ほこりもあるでしょうし。


晄　　　佟とう韋いは、煒い白はくが知らないことも知ってるんだね。それってすごい心強いよ。


[image: ]韋　　僕もすべてを知り尽つくしているわけではありません。代々の桃林侯こうが、必要に応じて西岳大帝に尋たずねて得た知識の集積に過ぎませんから。


舜　　　いえいえ、西岳大帝は金属を司つかさどる神様だとか。青銅器職人としてはうきうきです。共工を封ふうじる呪具を作る時に、力を貸してくださいね。


累焰　　桃の花の下で友が友情を誓ちかったり、男女が愛を誓ったりすれば、永遠の絆きずなで結ばれるというのは本当でございましょうか？　いえ、わたくしが知りたいわけではなく、也真が莉由殿どのとの婚こん儀ぎを華か霊れい祭さいに合わせたことを、楓牙様が気にしていらっしゃる御ご様よう子すなので。


楓牙　　べ、別に、私はそんな言い伝えを信じては──。


[image: ]韋　　河伯が西岳大帝を重んじているという気持ちを桃に託たくしたわけですから、桃の花にはそういう力が宿っていると思いますよ。


莉由　　危なかったわ～。


楓牙　　ならば……。（にんまり）


舜　　　王子様、来年の花の季節に、晄ちゃんや莉由ちゃんを桃の花の下に連れ出して、永遠の絆を結ぼうという魂こん胆たんですね。そんなことは僕が許しません。


[image: ]韋　　その前に、赤龍が華山から飛び出して来て、莉由殿をさらいそうですね。


楓牙　　うむむ……。


汪李　　我ら三人の妖あやかしは、神かみ頼だのみなどせずとも晄と永遠の絆で結ばれておる。


舜　　　僕と莉由ちゃん、晄ちゃん三人の兄弟の絆も永遠です。


チャウ　ぼくはみずがあれば、えーえんにふえるー。




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


友ともと奏かなでる第だい五ごの試し練れん





村むら田た　栞しおり
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